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　世界であろうと日本であろうとあるいはまた身近な大学

においても、昨今の「動き」には目を見張るものがある。

トランプ アメリカ大統領の就任が大きな驚きであろうし、

彼のツイッターのメッセージ等は世界中に影響を及ぼして

いる。いきなりTPPを離脱するという宣言は、日本では

考えられないことであることから驚きも激しい。彼の姿勢

はアメリカNo.1に向けられていることから、多くの支持を

得られていることであり、テロ防止を理由に当分の間、

移民の受け入れを拒む姿勢は政策的には明確であるが、

アメリカはもともと移民国家であることを考えれば、大統領

という権限を絶対的なものとしてフルに発揮してこれらの

政策を打ち出していくことは、大きなリスクを抱えているこ

とも事実 である。

　アメリカ大統領の就任に伴う、「混乱」はこれだけで

はなく、多方面でその混乱と問題を生じている。強いリー

ダーシップが必要であることは事実であるが、体勢の意

見を受けて行わなければならないことは自明であり、いま

さらながら、リーダーのあり方を考えさせる。

　白色家電の代表格のシャープが、そして、今は時代

の最先端のメーカーに変貌した東芝ですら、瀕死の重

病人と化していることに驚きを感じる。日本社会にテレビと

いう文明器具を最初に提供したのが東芝であり、140年

余りの歴史を有することを考えれば、日本社会を工業化

に向けてきた牽引力の一つとして君臨してきた企業と言え

る。それが挫折し、いまや瀕死の重症状況にあるとは誰

しも予想できなかったことである。この類は数少ないわけ

ではない。あのニコンが今期は大幅な赤字を出している。

巨大企業に成長した企業であれ、市場の変化に適応で

きなければ、規模の大小にかかわらず、赤字を出すこと

もある。赤字は消費者の期待に沿うものでないというシグ

ナルを示す指標であることを考えれば、消費者ニーズ、

社会のニーズに対応することが必要不可欠であることに

間違いない。さらに、そのニーズをどのような形で満たし

て行くかについては多くの選択肢から特定のものを選択

し、それに向けて指揮権を発揮するところにリーダーの

力量が問われることは言うまでもない。

　しかし、今日の情報化社会の中にあっては適切な情報

収集と、データ分析を可能とする状況が作り出されてき

ている。AIもその一つである。しかし、AI が人間を超

えるとは必ずしも言えない。あくまでも人間であるリーダー

が企業を、社会をリードしていくのであり、さらに、改め

て考え直さなければならない点がある。それは人間的努

力のすべてが人間の幸福のために傾注されているのであ

り、それは人間社会への真の貢献という言葉にすべて

が集約されることであろう。そこに表面的な恣意とか日和

見主義の考えや、都合主義という人間の負の面が入り

込むと判断力 が鈍るとともに、対象が大きければ大きいほ

ど、核心を捉えることが難しく、「真」の姿を失う危険性

がある。長い歴史を踏まえて発展し続けるいわゆる百年

企業の真髄を今一度学びなおしたいと考える今日この頃

である。

　

岡山商科大学　学長
経営学博士

井尻　昭夫　

激動する社会にいかに対応すべきか
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　（2 年前の）2015年3月、株式会社まつもとコーポレーショ
ンは創業100周年を迎えました。
　創業者である祖父松本吉平が1915年に岡山市（吉
備学園の隣）で起業して以来、100年間の当社の歩み
は決して平坦な道ではありませんでした。創業時の開拓
者としての苦心、第2次世界大戦での敗戦後の混乱から
の立ち直り、バブル景気とその崩壊、そして近年の民事
再生からの再出発など、困難な問題を抱えては乗り越え
る日々 の連続でした。ここまで歩んでくることができたのは、
お得意様、ご関係先のお引き立て、ご支援の賜物であ
ります。
　私は東京の大学を卒業後、岡山に戻りコンピュータ関
連企業に勤めましたが、何年か経った頃、入社を打診
されました。私には、祖父が興した会社に育てられたと
いう自覚がありました。いつかは白分なりの形で恩返しを
したいと心のなかで望んでいましたから、決断し、1991
年に当社に入社したのです。こうして振り返ると、これま
で岡山という地域に生かされてきたことへの感謝の気持
ちが、ふつふつと湧いてきます。
　私が社長に就任したのは、当社の民亊再生計画案が
認可された直後の2003年6月でした。当社が存亡の危
機に直面していた渦中での就任で、当初はほかに何も
考える余裕もなく、今振り返ると就任の正式なご案内も出
しておりませんでした。その直前まで、民事再生の手続
きをとるか、さもなくば破産清算をとるか、というぎりぎりの
選択を迫られていたからでもあります。
　結果として前者を選んだのは、お得意先はじめ取引
先、協力会社の皆様、さらには当社従業員の生活を何
としても守らなければ、という切実な使命感があったから
です。また、そのことが結果的に債権者や利害関係者

の皆様にも有益になるはずだ、と信じての決断でした。
そのように決めた以上、それから脇目もふらず、力を尽く
して再生計画の遂行に努めました。
　こうして当社にとって未曾有の経営危機をくぐり抜けて
きた今、私が強く思うことは、「信じる」ことが報われて
きたという有り難さです。お客様を信じ、取引先、協力
会社の皆様を信じ、従業員を信じてきたことが今につな
がっているのです。とりわけお客様から「まつもとさんが
いなければ困るんだ」と叱咤の声をいただいたことが、
事業を継続する上で大きな励みとなりました。信用を何よ
りも重んじる──それは創業者が大切にしてきた人生の
指針 、徳目でもあったと思います。
　今、何より大切なことは、多くの方々のご理解とご協力
をいただき、当社は創業100周年を迎えることができたと
いうことです。再生を信じて見守っていただいた方々、
厳しい経営環境のなかで苦労をともにしてもらった従業員
とそのご家族の皆様にも、心より感謝を申し上げたいと
思います。100周年の感謝を次なる発展の出発点と考え、
ここに先人の努力に敬意を表するとともに、次の1世紀に
向けた新たな歩を刻んでいく覚悟です。

（弊社100年史より抜粋）

　人はともすれば自分の力だけで生きていると考えがちで
す。私もそういう時期がありました。しかし、私が人生を
振り返ると、上記の通り周りの方々に助けられ支えられた
日々 であったとつくづく感じています。社会に出ると多くの
人と出会います。全ての出会いが人生の血となり肉となる
と思いますので、これから社会に出る皆さま方には、常
に感謝の気持ちを持って多くの人と接していただきたいと
願っております。

株式会社まつもとコーポレーション
代表取締役会長

松本　光雄氏

感謝、そして誓いの明日へ



OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.26

▼
公
開
講
演
会

▼公開講演
会 2016.7.6

ようこそ先輩

西坂：それでは、改めまして、こんにちは。
　先ほど紹介していただきましたが、今治市から岡山まで
特急で来させていただきました。ここを卒業して33年にな
るのでしょうか。33年前の施設の面影が全く何もないとい
うのを、改めて母校に来て感じました。なつかしいなと。道
も全く変わっていましたし、岡山の様子も随分変わってい
ました。岡山には結構来ることがありますが、さすがに母
校に来たのは33年ぶりです。
　ここ数年話をいろいろなところでさせていただく機会が
ものすごく増えました。『カンブリア宮殿』の影響もあるの
ですが、実は私はいろいろな大学で話させていただいて
おります。それで、どこでしても同じ話をするのですが、ちょ
うど半年ぐらい前に大阪市立大学で話したときも、観光と
か地域再生とか地域ビジネスとかそういう科で話させて
いただきました。愛媛大学でも年間2コマ、毎週話している
のですけれども、これも同じような形で話しているのと、もう
一つは農学部で農業について話せということで話させて
いただいくということがあり、だいたこの2つのパターンで、
農学部で話すか、地域資源とか観光とかいうところで話
させていただくかですが、話す内容は全く同じです。
　それと、もう一つよく話すのは、高校で話してくれという
のがあります。高校で話しても同じ話です。さらに中学校
からも講演依頼があるのですが、中学校でも同じ話です。
　今、ちょっと上がっています。なぜかというと、話をするの
が半年ぶりだからです。半年間、ずっと講演をお断りして
いました。実は、ちょうどこの3月、4月に別の店を2つオープ
ンしたからです。それがあり忙しかったので、講演してい
る暇もなく、店のオープンが先ですから、その店を取りあえ
ずオープンさせて、なんとか順調にレールに乗せなければ
いけないというのがありましたので、今年の1月から一切講
演とかいろいろな所で話すのはお断りしていました。お断
りしていたのですが、岡山商科大学から「母校ですよね。
西坂さん、母校でお話をしてくれないでしょうか」と言われ
ました。さすがに自分が卒業した学校からのオファーなの
で、断ることもなかなか難しいということもあったので、半年
ぶりにお話をさせていただくのですが、やはり久しぶりに話
すとなると、緊張します。それまでは、月に10本ぐらい、年間
120本ぐらいいろいろな所で話をしていました。それで、去
年の12月に数えてみました。まだ話していない県はどこな
のだろうかというと、北海道と富山県だけで、あとはどこか
しら呼ばれていてお話をさせてもらっています。そのころ
はそらで覚えて何でも話していたのですが、さすがに半
年以上話していないと、話のネタを忘れてしまって、ちょっと
どぎまぎするところがあるかもしれませんが、話を聞いてい
ただければと思います。
　私が話すことはたった一つで、直売所をずっとやってき
て、そのやってきた中の成果だったり、いろいろな人との出
会いがあったり、いろいろな人に教えられたこと、そういうこ
とを少しだけ皆さまにお伝えできたらと思います。
　先ほど『カンブリア宮殿』に出たといいましても、実はそ
れに出る前に、もっとほかの番組にも出ているのです。最

初は7～8年前にＮＨＫの『クローズアップ現代』に出てい
ます。その後、4年か5年前に実は「日本農業大賞」をい
ただいたのですが、その時、日曜日の朝、8時頃から40分
やっているＮＨＫの『サキどり』という情報番組にも出まし
た。そして『カンブリア宮殿』。実は2週間前にもＴＢＳの『あ
さチャン！』で15分間1枠だけ出させていただきました。そ
んな具合で、テレビやいろいろなメディアで取り上げてい
ただいたということもあって、取り上げられる度に店の売り
上げがどんどん伸びていったということがありました。途中
で、メディアは上手に付き合うといい宣伝になるなというの
を改めて感じたところです。
　そういう中で、『カンブリア宮殿』の話を少しだけさせて
いただきます。この番組はすごいなと思いました。『カンブリ
ア宮殿』という番組がすごいなと思ったのではなくて、テレ
ビ局のゲストに対する気遣いであったり、心配りだったりと
いうのがすごいな、ということです。ＮＨＫに出た時もすご
いなとは思ったのですが、民放は民放の素晴らしさがあり
ます。ＮＨＫは杓子定規ですが、すごく丁寧に番組を作っ
ているというのがあります。ところが『カンブリア宮殿』に出
た時、何がすごいかと思ったかというと、もうすべて至れ
り尽くせり、こんなことされたら人間駄目になるなと思うくら
い、至れり尽くせりでした。
　まず取材は去年の2月から一か月間、ずっとテレビカメラ
が回っていました。家でご飯を食べるところから、ずっと一
か月間テレビが取材をしてくれたのです。そういう中で、2
月28日にテレビ東京のスタジオに行って撮影していただき
ました。それからテレビ局から帰ってきてまた１週間、テレ
ビクルーの取材がありました。実は、2月28日は日本アカデ
ミー賞の日だったのです。品川プリンスホテルに泊まってく
ださいと、テレビ局から言われていましたので、品川プリン
スホテルの一番いいところ（グランドプリンスホテル高輪）
に宿泊させてもらいました。そちらに泊まると、ホテルは厳
戒態勢でした。芸能人がそのホテルにいっぱいいる中で、
宿泊したわけです。
　2時半から撮影を始めるので、1時半過ぎにホテルに、タ
クシーではなくハイヤーが迎えに来ました。それに乗ってテ
レビ東京に着いたのですが、まず、ドアを開けると番組の
スタッフが、20人か30人ぐらい待ち受けています。拍手と
共に大きな楽屋に案内されると、楽屋の前には「西坂様」
と表示されていて、私の隣は「村上龍」、その隣をのぞい

直売所による地域農業振興
の拠点づくりをめざして JA おちいまばり

さいさいグループ代表

西坂  文秀氏

P R O F I L E
JAおちいまばり  直販開発部  部長
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　1984年岡山商科大学　商学部商学科（現・経営学部商学科）卒業、同年JAおち
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　2000年に農産物直売所「さいさいきて屋」を創設し、2007年彩菜農園・就農支援
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ンし、2015年にテレビ東京系『カンブリア宮殿』で日本最大級の農産物直売所として
取り上げられる。現在もイオンモール今治新都市内に「SAI&Co.」を設立し、精力的に
活躍されている。
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てみると「小池栄子」と書いてありました。それで、「どうぞ
どうぞ、西坂さん」と言われて入っていって、2、3分するとト
ントンとノックの音。誰が来たのかと思っていたら、村上龍
さんと小池栄子さんが楽屋あいさつに来てくれました。
　普通、私があいさつに行かないといけないのかなと思っ
ていたのですが、村上龍さんと小池栄子さんが楽屋あい
さつに来てくれたのです。それで「本日は、どうぞよろしく
お願い致します」ということで、当日のテレビ番組の打合わ
せするのかと思っていたのですが、全く打合わせなしで
す。何故かというと、村上龍さんがいくらでもしゃべるから
です。逆に置いていかれないように「村上さんに負けない
ようにしゃべってください」と言われたので、私も一生懸命
にしゃべりました。
　それで楽屋あいさつが終わると何が始まるかというと、

「衣裳あわせをしましょう」となりました。実は今日も持って
来ているのですが、私はこのエプロン姿で出ました。『カン
ブリア宮殿』には、このエプロンの下に「さいさいきて屋」
のジャンパーを着てテレビ出演したのです。事前にどうい
う衣裳で来られるかと聞かれていたのですが、「さいさい
きて屋」のジャンパーとエプロンでテレビに出てもいいです
かと言ったら、「ちょっと……」と言われたので一応スーツ
も持って行っていたのですが、今度はスーツの色を聞か
れました。「紺色です。ついでにジャンパーもエプロンも紺
ですよ」と答えました。
　どうしてそんな事を聞かれるかというと、小池栄子さん
の衣裳の色と被らないようにするために、衣裳の色を聞き
たかったようです。それで当日プロデューサーが「そのま
ま、エプロンとジャンパーで出てください」と言われたので
「ラッキー！」と思いました。でも、その後で衣裳さんが「私
の仕事がなくなりました。そのエプロンを脱いでください」と
言われました。どうするのかと思ったら、この汚いエプロン
に衣裳さんがアイロンをかけてくれました。完全に分業化
されていて、衣裳さんは衣裳さんの仕事をし、メイクさんは
メイクさんです。それでこのエプロンを脱いで衣裳さんに
渡すと、今度はその後に「メイクしますからメイク室へどう
ぞ」と言われました。メイク室に行くと、同じ部屋に小池栄
子さんもおられましたが、生まれて初めて化粧をしてもらい
ました。
　それで、そのセットがすごいのです。テレビ番組を撮影
する度に、15分ぐらいで「カット」となって、中断するので
す。止めて、その間にメイクを直してくれるのです。僕なん
かしてくれなくてもいいし、小池さんだけでいいのにと思っ
たのですが、15分ぐらいおきに、化粧直しやいろいろしてく
れました。なんとテレビ局はすごいなと本当に思いました。
この番組をつくるのに、これだけの人が付いて、人のため
にいろいろな人が関わっていました。
　それでいよいよテレビの撮影が始まるということで、スタ
ジオの中に入りました。先に村上龍さんと小池栄子さんが
立っています。スタッフが人垣になっていて、「西坂さん、ス
タジオ入ります」と言われて、その人垣の中を拍手と共に
スタジオの中に入っていきました。それから「スタート」とい
うことで、『カンブリア宮殿』が始まりました。1時間番組な
のですが、2時半から撮影が始まって、5時過ぎまでずっと
撮影がありました。3時間あまりの撮影が終わって、「西坂
さん、退場します」と言われて退場するときも、人垣の中を
拍手と共に退場したのです。それから楽屋まで帰って化
粧を落としてもらって、楽屋でまたちょっとだけ打ち合わせ
をして、その後に村上龍さんと小池栄子さんが来られて
記念写真を撮ってもらって帰るのですが、またハイヤーが

迎えに来て「お好きな所までどうぞ」と言われました。
　それで、思わず「東京から今治までハイヤーで帰っても
いいのでしょうか」と聞いたのです。そうしたら「帰ってよろ
しいです」と言われました。「本当にそんなことした人がい
るのですか」と聞いてみたら、一人だけ東京から名古屋
までハイヤーで帰った人がいたそうです。私は息子も娘も
東京に居るので、東京で子ども達と待ち合わせをしてい
て、撮影当日は、スタジオで家族も見ていましたから、その
まま家族と一緒に東京ディズニーランドにハイヤーで行き
ました。
　このゲストをもてなす姿勢や態度というものは本当にす
ごいなと思いました。痒いところに手が届くぐらいの丁寧さ
の中で、こういう仕事をされているんだなと感じました。こ
の話で、何を私は言いたかったかというと、うちの農協とい
うのは全くそんなサービスもしないし、サービス精神もあり
ません。ろくにあいさつもできなかったりする職員もたくさん
います。さらに、農家に対する接し方などもなれなれしく接
していたりと、サービス精神とかホスピタリティの少ない、思
いやりやおもてなしの心のない職場だなと改めて感じたの
です。こういうことを、農協もきっちりとやっていかないとい
けないなということを、あの番組を通して感じたわけです。
　それとつながるところに、ここに書いてあるタイトル３つ
のノウキョウ「農協・農強・農教」があります。私が考える農
協は、この字の通りなのです。農業協同組合の「農協」が
最初のノウキョウ。真ん中のノウキョウは、「農を強くする」
ノウキョウ。右側が「農業を教える」ノウキョウ。これは私が
勝手に考えた造語です。どうしてこういうことを書いてい
るかというと、先ほどから話していますが、農協が農協らし
い仕事をしなくなったということを、自分が農協にいながら
感じたからです。どうして農協が農協らしい仕事をしなく
なったのかというと、農協というのは、本当は農家を育て、
農家を教え、農業の策を活気づけていくようなところに仕
事があると私は思っています。ところが、これは全国にも通
じることだと思ったりもしているのですが、今の農協は、自
分の所の組織がもうけることに一生懸命になっている農
協が多いのではないかと思うのです。それは何かという
と、ＪＡバンクであったりＪＡ共済だったり、保険事業だった
り金融事業ということに一所懸命になっているところが、
多々あると思います。それは、その事業をやると大変もうか
るからです。
　農協の経営者が大きく間違えていることが一つあるな
らば、農協経営を一所懸命している、言い換えるなら、農
協がもうけることを一生懸命している経営者が多いので
はないかと思うのです。しかし、農協の経営者が本当に考
えなければいけないことは何かというと、農家をもうけさせ
ることだったり、農業を活気づけることだったり、農業がこ
れからあるべき姿についてきっちりとビジョンを描いて、そ
れを伝えていくことです。だから、農を強くし、農を教え、農
を今後どのようにしてやっていくかをきちっと伝えていくべ
きであり、それをするのが農協という組織であって、農協
自体がもうけるということになったり、農協の経営を安定さ
せたりするということは本当の経営者がすることではない
と思うのです。つい、農協経営というと、農協組織を立派
にしていくことを考えがちなのですが、農協の組織を立派
にすることが大切なのではなく、やはり農家を大切にする
こと、農業を大切にすること、農業が活気づいていくことを
どうやっていくかが、協同組合のあるべき姿ではないかと
私は思っています。それで、いろいろな所で、農協が、農を
強くし、農を教え、未来にわたって農業を伝えていくという

JA おちいまばり
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仕事をすること、これが本来の形ではないかということを
言いたくて、この言葉を書きました。
　それで、久しぶりに話すので忘れて話が飛んでしまって
いましたが、どうしてこんな格好でテレビに出たのかという
ことです。この格好でテレビに出た理由は、このエプロンに
も「さいさいきて屋」と書いてあるし、ジャンパーにも「さい
さいきて屋」のロゴやマークが入っています。それをテレビ
で映してもらいたかったからです。宣伝広告費はただで
す。60分間のテレビ番組で、半分くらいはビデオを流して
いるのですが、半分はスタジオで村上龍さんや小池子さ
んと話している場面です。となると、ずっと私も映りますか
ら、映ったときに、1分1秒でもいいから、「さいさいきて屋」
というロゴやマークや店のことを見てもらいたかったので
す。それを思って、ジャンパーにエプロン姿で出してほしい
と言ったのです。
　それはまんまと成功したと思っています。60分のうちの
何分かは知りませんが、「さいさいきて屋」の宣伝費のこ
とから考えると、このマークがテレビに映ることによって、何
百万、何千万もの宣伝広告をタダでできたようなものでは
ないかと思っています。それで、あえて、ジャンパーとこの
エプロンでテレビに出させてもらいました。私の思いにまん
まとひっかかってくれて、テレビ局はこれを許してくれまし
た。よくスポーツ選手がユニフォームの一部に企業の宣伝
のために名前を入れていますが、あれに企業側は何千万
も払うのです。車のレースだったら、レースの放映に、スポ
ンサーの名前が流れたりしますが、あれだけで、何千万も
払っているのです。せっかくテレビに映るのだから、映ると
きには必ずそれを意識して、ジャンパーやエプロンでする
と、宣伝広告費が飛んで行くという話にもつながるのでは
ないかと思い、あえてこのエプロンを着たということをご理
解いただければと思います。
　そんなことで、「さいさいきて屋」はテレビなどいろいろと
紹介されていますが、うちの宣伝広告費はゼロです。一切
ＣＭも広告も入れていません。自分で自分のことを客寄せ
パンダだと思っています。テレビ出演や、いろんな所で情
報発信をするのが自分の仕事の半分くらいだと思ってい
ます。世のため人のため、社会のため、農業のためという
ことを訴えていくと、世の中の人がちょっとだけ取り上げて
くれて、いろんな形で紹介してくれる。これがまさに、うちの
宣伝広告につながると思うので、そんなこともやっていると
ころです。
　これからうちの店のことや、ここまで大きくなったことにつ
いて少しだけ話させていただきます。まず地域の概要で
すけれども、私がいる農協は、愛媛県今治市です。今治
市というのは、広島県からしまなみ海道を橋伝いに渡った
ところにあります。今治市は、ちょうど四国の左上側になり
ますが、しまなみ海道沿いの島 を々含む農協が、私が所
属している「ＪＡおちいまばり」という農協になります。
　正組合員数11,000、准組合委員22,000で33,000人の、
農家数減少の中での農協です。その中で、うちの農協の
概要というと、農産物の売り上げでは、柑橘・果実類が24
億の売り上げがある農協です。それから、水稲・麦が2億
円ほどの売り上げ。そして、施設園芸・花卉と書いていま
すが、これは野菜です。野菜の販売が7億ほどあります。
それから、畜産も14億9千万あります。これがうちの農協
の主要な販売額だと考えていただければと思います。こ
れは平成26年度の実績で、25年も、26年、27年も同じよう
な数字ですが、実はうちの農協は、平成9年に越智郡と今
治市の14の農協が合併してできたものです。店舗は地図

にあるように点 と々いろいろなところにあります。旧今治市
と言えば、四国の本土側にあるのですが、今治市に合併
してからは、越智郡の島々の農協も全部一つの農協に合
併しました。合併した14の農協のうち、半分以上の8つが
島の農協で、6つが四国の本土側にありました。
　実は、平成9年に合併した当初、うちの農協は柑橘類
だけの取扱高は80億あったのです。ところが、たった15～
16年の間に、農協の柑橘の取扱高は3分の1ぐらいになっ
てしまったのです。水稲・麦については、合併当初は10億
ぐらいあったのですが、これが合併してたった15年ぐらい
の間に、4分の1から5分の1ぐらいまでに減ってしまいまし
た。また、施設園芸・花卉も、合併当初は13億ぐらいの取
扱高があったのですが、これも7億３千万、半分ぐらいまで
に減りました。ただ、畜産だけが合併当初も14億、今も14
億で変わりありません。どうして変わらないかというと、1軒
の農家で10億ぐらいあるのです。つまりこれはほとんど1
軒の農家で、20万頭飼っているのです。その農家がいる
からで、その農家は、合併当初よりまだ規模を大きくしてい
るからです。でも、逆に言うと、その1軒がなくなってしまう
と、ゼロになってしまうという世界です。今はそういう状況
なわけです。
　そんな中で、直売所をやりたいなと思うようになりました。
その提案理由は高齢化による農業離職だったり後継者
不足だったり、他にもいろいろな理由がありますが、私が
直売所をやりたいと思ったのは、私が農協に入ってずっと
やってきた仕事がその大きな理由です。
　私は岡山商科大学を卒業して、農協に入ってずっと営
農販売の仕事をしていました。「営農販売」とは、農家か
ら農産物を集めて、市場に売るという商売です。その仕
事を20数年やりました。実は、ずっとそれしかしていないの
です。農協に入って、金融も共済も保険事業も一切やっ
ていないのです。農協としたら、異例中の異例です。ふつ
うは3年毎に職場は替わっていくので、たいてい1回は保
険屋さんをしたり銀行員をやったりするのですが、私は一
切やらなくて、ずっと営農販売だけやらされてきました。農
家から農産物を集めて市場に売るという仕事を20数年
間やってきた中で、いろいろな疑問や不安を感じていまし
た。それは、単純に農家が農協に来なくなったなと感じて
いました。
　ずっと「共販共選」という形で、専業農家の荷物を集め
て市場に売るという仕事をしていたのですが、先ほどの
実績を見たように、農協に農産物が集まらなくなってきた
のです。イコール、農家が農協に来なくなったのです。そ
れは、高齢化の中で農業をする人が順々に減っていき、
後継者が現れないから減る一方で、農協の営農事業が
次第に縮少してきているということを感じていました。そう
いう中で、本当に農協ってこんなものでいいのかと思って
いたのですが、ちょうどそのとき、平成9年に14の農協が
合併することになりました。合併して自分は何をするのかと
いったら、また合併した農協の営農販売をしなさいと言わ
れました。14の合併農協の全部の荷物を集めて、市場に
売るという仕事をまたやりなさいと言われ、合併農協の本
店で営農販売の仕事をやらせてもらっていました。
　合併して思ったことは、自分がいる農協もそうだろうけ
れども、あとの13の農協はもっとひどい状況だろうなと思
いました。自分は、14農協の中で一番大きな農協にいまし
た。その中で、他の農協の状況を見てみるともっとひどい
状況で、本当に農協に来る人がどれだけ減っているのか
ということをつくづく感じました。そういうことを感じながら、
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農協ってこのまま専業農家だけを相手にする事業だけを
していて、本当にいいのだろうかと思いました。そう考える
と、小さな農業、小さな農家、本当に小規模な農家でも利
用できるような事業が一つあったらいいのではないかなと
いうそんな思いで、小さな農家が販拡できる事業を農協
の事業の中に作りたいなと思ったのです。それは何かとい
うと、「直売所」、直売事業をやりたいなと思いました。
　やりたいなと思って、それでどうしたかといえば、自分で
投資計画書、収支計画書、経営計画書を作って農協に
出しました。小さな農業、女性や高齢者がキュウリ1本、ナ
スの1つからでも出せる、そんなお店、直売所を作りたい。
自分で自分の商品に値段を付けて、その商品を販売する
という仕組みの直売所。これぞ、経営の規模に関係なくで
きる事業だから、そんな直売所を俺にやらせてくれと企画
書を書いて農協に出し、「金は出すけれど口は出すな」と
経営者に偉そうに言いました。1,500万円黙って俺に出し
てくれ、投資してくれと持って行ったら、役員から素直に出
してやろうと言われました。どうしてかといえば、自分のい
る農協はその中で一番大きくて、合併の時の組合長が私
の元上司だったので、なんとなく「お前が一生懸命やると
言うんだったら、1,500万ぐらい出してやろう。そのかわり、
どんなことがあってもお前の計画書通り3年で1億円売っ
て、収支合わせてきちっと経営できる店をつくれよ」と言っ
てくれました。それで「その通りしますよ」と言って作りまし
た。
　この写真が最初の店です。たった30坪しかない店を、
平成12年にオープンさせることができました。役員に1,500
万出してくれと言って、3年で1億円売って収支を合わせて
みせるという計画書だったのですが、やってみたら、本当
に良かったのです。施設は全農が持っていた土地があり
ました。全農が30年前に「豚のセリ市場」をしていたので
すが止めてそのまま放置され雑木林になっていた空地が
ありましたので、そこを全農から家賃5万円で貸してもらい
ました。
　その雑木林の中には、幽霊屋敷の30坪ほどの小さくて
汚い倉庫が一つだけぽつんと残っていただけでした。そ
こで始めたのです。
　まず最初に自分で草刈り機を持ち込んで、草を刈ると
ころから始めました。この建物にはツルが巻きついていて
汚かったので、自分でそのツルを取っていたら、壁も一緒
に落ちてしまったので、壁も取っ払ってしまいました。この
写真をみてもわかるように、ほとんど壁はないです。それか
ら、ホームセンターでペンキを買って来てペンキを塗ったり
して、こんな店で直売所を始めました。私とパートさん2人
の、たった3人でこの事業を始めたのです。それでやって
みたら、初年度に2億円売れました。2年目で3億売って、2

年経ったら、全農が自分たちが別の事業をするから、農協
さんは退いてくれと言われたのです。
　さすがにそう言われたときは、農協の上部組織とはい
え、ひどいと思いました。どうしてかというと、これだけもう
かっている事業なのにという、そうした思いからでした。直
売所というのはどういう経営をしているかというと、農家が
自分の商品に自分でバーコードを付けて、値段を張って
帰るという、そんな仕組みです。勝手に店の中に置いて帰
るのです。農協はそれを売り上げて、売り上げた分から手
数料の15％いただいて、15％差し引いたものを農家の口
座に振り込むという仕組みです。ですから、初年度に2億
売ると、15％の3,000万の粗利がありました。そして、費用
はいくら掛かったかというと、全農の家賃は5万円ですか
ら、年間60万しか要らないのです。2億の15％で3,000万
の粗利があって、家賃を60万払うと、2,940万円残ります。
あとは何が要るかというと、水道・ガス・光熱費が要ります
が、それはほとんど要りませんでした。なぜ要らなかったか
というと、屋根はあったけれど壁はなかったので、営業時
間は年中無休で、朝の9時～夕方の15時までにしたので
す。壁がなかったので経費削減で、明るかったからほとん
ど電気は要らなかったのです。
　ＰＯＳレジが2台あっただけなので、そのレジの電気代だ
けみたいなものです。電気なんか、ほとんど雨が降ったと
きとか、天気が悪い日に電気をつけるぐらいだったので、
電気代などほとんど要らなかったのです。そしてガスはな
かったし、水道は店の端に蛇口が一つあっただけです。
それは何に使うかというと、農家の持って来た花のバケツ
に水を入れるための水道の蛇口が一つあっただけです。
ですから、考えると、水道・ガス・光熱費は月に3万か4万ぐ
らいでしたから、年間40～50万ぐらいでした。先ほど家賃
と光熱費の両方合わせても、100万しか要らないのです。
それでは、2,900万残るのではないかと思われるでしょう
が、パートさんを2人雇ったといいましたので、パートさんの
給料が要ります。ただし、最初パートさんを2人雇ったので
すが、3年で1億円売るはずだったのが、初年度で2億円
売ったので、パートさん2人では追いつかなくなって、ＰＯＳ
レジももう1台買い足して、1年終わるときには、2人が3人、
3人が4人になって、4人が5人になりました。ですから、4、5
人の給料が要ったのですが、9時～15時の時間帯で週一
日は休んでもらうので、4～5人の給料といっても1人100万
ちょっとだったのです。ですから、4人5人払っても、400万、
500万の世界ですから、先ほどの100万を足して600万で
すから、まだ2,400万残るじゃないかという話です。これに
僕の給料を払っても、僕は給料を1,000万もらいませんか
ら、僕に給料を払ったっても、まだまだという話でした。
　農協に金を出してくれと言った1,500万も、単年度で償
却してしまいました。それでもまだ、おつりがありました。とい
うことは、初年度から経常利益として何千万というお金が
残ったという話なのです。
　2年目、3億売ると、15％ですから、4,500万。1,500万の借
金はもう全部返却していたので、2年目には、3,000万越え
る経常利益が出ました。これだけ利益が出る事業を2年
でやめるのはもったいない、全農が土地を返せと言ったぐ
らいでこの事業を止めてしまうのはもったいないというの
を、この時に感じました。農協の営農事業というのは、ほと
んどもうけませんというのは、農協の経営です。ところが、
農協が農産物を扱って、農家のための事業をして、初め
てもうけられるという仕組みでできたというのが、この時に
わかったことでした。
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　この事業をたった2年で止めてしまうのは、もったいない
なと思いました。そう思った理由は三つです。一つは、まず
は農協がもうけさせてもらったから、この事業を2年で止め
るのはもったいないと思ったのです。二つ目の理由は、農
家が喜んでくれたのです。どうして喜んでくれたのかとい
うと、持って来ても持って来ても売れてしまうのです。作っ
ても作っても、売っても売っても、売れてしまうのです。毎
日、ほとんど売れ残りゼロでした。そうすると、農家の人は、
たとえ70、80歳のおじいちゃん、おばあちゃんでも、自分で
作って持って来て、自分の商品に自分で値段を付けて置
いて帰ったら、付けた値段そのままで売れるのです。まさ
に、農協からみると、ある意味、流通革命でした。どういう
ことかといいますと、農産物というのは誰が値段を決める
かというと、市場に出荷して、市場がセリで値段を決める
のです。ところが、自分の商品に自分で値段を付けて、自
分が店に置いて帰ると、自分が値段を付けた商品が、付
けた値段そのままで売れてしまうと、おじいちゃん、おばあ
ちゃんであっても、やる気が出てくるのです。
　この店を始めるとき、たった90人で始めました。地区を
回って説明会を開いて、「こんなことするんよ。やってよ、集
まってよ」「会員になって、野菜を出荷してよ」と言っても、
90人しか集まってくれなかったのです。たった90人で始め
たのですけれども、でも売れれば強いもの、おもしろいもの
です。おじいちゃん、おばあちゃんが、隣の人や近所の農
家の人に「あそこに持って行ったら、よう売れるがね。売れ
るから、あんたも会員になって、キュウリの家で食べれん分
を持って行きや。私が西坂さんを紹介してあげるけん、行
こうや」と誘ってくれて、あっというまに会員さんは400人、
500人と増えていきました。会員さんが増えていく毎に、2
億が3億に、3億が4億に売り上げが伸びていったのです。
こんなに農家が農協のことを見直してくれて、喜んでくれ
て、「ありがとう」という言葉を掛けてくれるようになったの
です。こんな事業は本当にいいなと思ったのが、二つ目で
す。
　そして、もう一つ、喜んでくれる人がいました。誰かという
と、消費者です。ちょうどそのころ、中国の農産物にはいろ
いろ農薬が入っているということで、「食の安心・安全」と
いうことを世の中は急に気にし始めた時でした。そういう
中で、自分の商品には、名前や住所が書いてある、全部
バーコードで書いてあるのです。その農産物を朝持って
来て並べて売ったら、消費者は「こんなおいしい野菜、食
べたことがなかった」と言うのです。よく考えれば、おいし
い野菜のはずです。私は「共販共選」という世界の中で
農産物の流通にかかわってきたのですが、農家から消費
者に届くまでに何日かかっているのかと、当時考えてみた
のです。
　普通の野菜はどういう形で流通しているかというと、ま
ず、今日農家が収穫すると、収穫した物を、その次の日
に農協に持って来ます。それから農協で選果機にかけ
る。選果機に掛けた物で、「秀」とか「優」とか、「3Ｌ」「2Ｌ」
「Ｌ」とかの階級、等級に選別して、それを市場で、その
次の朝のセリにかける。そして、セリに掛かった物を仲買
人が買って帰って、自分の所の冷蔵庫に入れて、それを
スーパーに卸していくとなると、4日～5日かかるのです。農
家が収穫してから消費者の手に届くまでに、だいたい最
短でも4日～5日かかってくるのです。
　では、直売所はどうかというと、農家が朝採って、そのま
ま朝に持ってくるのです。もしくは、前日採って、次の日の朝
に持ってくるのです。そういうことから考えると、農協の「共

販共選」で普通のスーパーで売られている野菜というの
は、農家の収穫から考えると、「day4」とか「day5」とかい
う世界の中で消費者の手元に届いているのです。ところ
が直売所は、今日持ってきた物は今日、もしくは昨日採った
物を次の朝の直売所に出すことを考えると、ゼロ日、もしく
は1日の世界で消費者に届くのです。この違いが、野菜の
おいしさだったり、新鮮さだったりという価値観が消費者
に伝わったのではないかと思うのです。直売所の野菜を
買うと全く鮮度が違う、冷蔵庫に入れておいても、一週間
たっても何ともないけれど、スーパーで買った野菜は、次の
日まで置いておくと、しなしなになって全く鮮度がない、お
いしくない、というようなことを消費者が感じてくれたのだと
思います。
　まさに、これはすごいことだと思いませんか。農協がい
い、買ってくれる消費者がいい、作る農家が楽しい、おもし
ろい。最近、ビジネスの世界でwin-winの関係とよく言い
ますけれども、これはまさにwin-winの関係にもう一つ加
わって、これぞ近江商人の「三方良し」の論理ではないか
と思うのです。要は、売り手良し、作り手良し、買い手良し
という、売る＝農協、作る＝農家、買う＝消費者、この「三方
良し」の論理が成り立つ事業だなと思うのです。そんな事
業を、たった2年で止めてしまうのはもったいないから、もっ
ともっと拡大して事業をやりたいなと思ってどうしたかとい
うと、二番目の店を作ることです。
　全農が土地を返せと言うので、どこかに店を移らなくて
はいけないと思いました。思ったときに、すぐにひらめきまし
た。農協のＡコープを閉めてもらおうと思いました。合併し
てそれぞれの農協にＡコープがあったので、14のＡコー
プがありました。Ａコープをご存じでしょうか。農協がやっ
ているスーパーです。うちの農協のＡコープはほとんど赤
字でした。今でもそうですが、ほとんどのＡコープが赤字で
した。その中で一番経営の悪かったおちいまばりのＡコー
プを止めてくれと役員に言っていったのです。止めてどう
するのかといったら、全農が直売所の土地を返せと言っ
て来ているので、店を替わらないといけないからそっちに
替わって、Ａコープを閉めてそっちでやろうと役員に言っ
たのです。そうすると、役員も二つ返事で「明日閉めよう
か」と。経営が悪くて、一日でも早く店を閉めたくてたまらな
かったので、ちょうど渡りに舟という感じで、閉めていいよと
言ってくれました。それで、すぐに閉めてもらいました。
　この写真は、Ａコープの跡です。ここにＡコープという看
板がありましたが、そこに「さいさいきて屋」という看板を付
けて、入口もちょっと変え、中のものを全部取り払って、空
調の抜ける箱だけにして、直売所をそこで始めました。始
めると、売り上げは4億になりました。その次の年は6億にな
りました。そして、その次の年は8億になったのです。ゼロ
から始めた事業が、わずか4、5年の間に8億になりました。
8億にはなったのですが、同時に困ることが出てきました。
というのは、この店はたった80坪しかなかったのです。売
場面積80坪、この時、会員さん、出荷する農家さんは850
～860人ぐらい、900人近くになっていました。
　売り上げ8億、会員さん900人、売場面積80坪。これで
何か起こるか。店の中に物が置けなくなったのです。そう
なるとどうなるかというと、農家が置場争いで店の中でケ
ンカをするのです。後からもってきた人は置けないからで
す。最初の店は、戸も窓もなかったので、24時間いつでも
入って、いつでも持って帰れたのですが、二番目の店は、
さすがにＡコープのあとなので、戸締まりのいるようなとこ
ろに建っていたので、私も毎日6時半から店を開けに来て
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いたのですけれども、毎朝シャッターを開けると、すでに農
家の人が100人ぐらいその前で待っているのです。どうし
て待っているかというと、早く置かないと置く場所が無いか
ら、置場争いのために夜中の２時くらいから店の前で持っ
ていたのです。そんなことですから、シャッターを開けると
同時に、70くらいのおじいちゃんおばあちゃんたちが、私を
押し倒すようにして店の中に流れ込んでくるのです。その
姿を見ると、全く高齢者介護など無縁の世界だと思ったも
のでした。
　それで、夜中の2時頃から着て朝一番に店に入れる人
はいいのですけども、8時頃に来た人はどうなるかといった
ら、店には置くところがないけれど置きたい。では、どうする
かわかりますか。先に来た人の品物の上に置いて帰るの
です。先に来た人の品物を足で蹴って、台の奥の方に押
し込んで空けて、自分の荷物を置くのです。そうなると、夜
中の2時ころから来て、6時半のシャッター開くと同時に店
に入って来て、「レジの前が一番よう売れるんよ」とか「こ
この角がよう売れる」と置いて帰ったのに、全然売れない
側になってしまうのです。その売り上げが上がらないのが
どうやって分かるかといえば、携帯電話に全部の売り上
げが送信されるという仕組みを作っていたのです。
　ついでに言うと、最初の1,500万投資してくれといった金
は何に使ったかというと、システムの開発に使いました。ど
んなシステムかというと、レジで売り上げたデータを、30分
おきに集計して（今は15分おきの集計）、それを携帯電話
にメールで送信するという仕組みです。そのシステムを開
発するのに最初に1,000万あまりを投資したのです。その
システムがあったので、売り上げが30分おきに携帯で分
かるから、売れているか売れていないかが家にいながら
農家の人には分かるのです。それで、うちの会員に入るた
めには、携帯電話を絶対に持たなければ会員に入れませ
んという決まりにしていたのです。
　最初は、農家の人から文句を言われました。「70歳に
なった年寄りが、なんで携帯電話なんか持たないといけ
んのか。そんなんなら、構わんわい」と言われたので、「別
に構わんという人なら、かまいませんから。でも、これから
の農業は、マーケティング管理をきちっとできる、売り上げ
を管理がきちっとできるという仕組みを身につけていかな
かったら、物を売れることにつながらないですよ」という話
をしました。農家に、「家に居ながら売り上げが手にとるよ
うに分かる。どれだけ物が売れたかというのが30分おきに
データで送られてくるんよ」と説明しました。データが送ら
れてきたら、「そのデータを元にして、追加搬入したり、売
れていたら昼からももう一回持って行こうかとか、売れ残っ
ていたら、夕方また取りに行かないといけないかなとか、そ
んなことがこの携帯を一つ持っただけでできるんだよ。そ
れも理解しない人は、最初からやめたほうがいいよ。売り

上げに興味を持たない人は多分続かないから。売り上げ
は最後には楽しみにつながるし、やりがいにつながってい
くし、仕事観になるんだよ。それが分からない人はやめて
おいたほうがいい。さらに言えば、農業で一番遅れている
ところは、情報管理、売り上げ管理、在庫管理、そういうこ
とを一切しないところなんだよ」と話しました。
　農業は、全部市場や農協に持って行ったら、農協が精
算してくれて幾らかということを後で教えてくれる。でも、初
めて自分の商品に自分の名前を付けて、自分が値段を付
けて、自分で売れる仕組みになったのに、やっと普通の産
業と同じような世界に一歩足を踏み入れることができたの
に、その事を少しも理解しないのだったら、これからの農
業をやる資格はないから、止めたほうがいいと言ったので
す。
　そう言うと、仕方なしに「売れるのに、これ持たなかった
ら、入れないのだったらしょうがないわい」ということで、携
帯電話を持ってもらいました。そうやって携帯電話を持っ
てもらったのですが、半年、1年とたつうちに、携帯電話の
有り難さを70歳のおじいちゃんやおばあちゃんがよく分
かってくれたのです。どうしてかというと、売り上げが手に
取るように分かるという意味が分かってきてくれ始めたか
らです。
　ただ、ある時、システム障害があって、データが送れなく
なったことがありました。すると、どういうことが起こったかと
いうと、おじいちゃんやおばあちゃんから電話が掛かって
くるのです。「売り上げがこんけど、どうなっとんで。売れて
るのか売れてないのか分からんがね」と。「すみません。シ
ステム障害で、データを送る事が出来ないのです」と答え
たら、「データが送れんのだったら、データが送れませんと
いうメールを送ってきたらどうだ」と言われてしまいました。

「システム障害なので、メールも送れません」と言ったら、
「ほうか」と言われました。そんな冗談みたいな話ばっか
りでした。
　でも、そんな具合に電話が掛かってくるのです。情報が
来ない、データが来ない、売り上げの明細が来ない等々。
知らない間に、みんな使ってみたら便利だということがよく
分かったのです。それで、みんなが売り上げ管理をするよ
うになりました。
　もう一つ、この売り上げをもっと利用しなさいと、農家の
人に教えてあげました。ある時、農家の人が安売り競争
ばかりして、売れなくなったらみんなが安売りして、順々に
値段の下げ合いになっているというようなことを言ってまし
た。ある農家の人が、「私、昨日は10時で全部売れたの、
すごいかろう」と言いました。次の日に、「今日も10時半で
売れとったわい」と私の所に自慢しに来るのです。あんまり
何回も何回も10時半に売れとったとえらそうに自慢しに来
るので、「あんた、おかしんやないの。10時半に売れること
がそんなにいいことなの？　そんなにうれしいの」と聞いた
ら、「うれしいよ。人より先に売れるから」と。「おれだったら、
もっと違うことをするけどな。おれだったら、10時半で売れ
たら、その理由をもう一回考えてみたらどう？」と教えて上
げたのです。「私の方が安いけん」と言うのですが、「安
いってええことなの？　あんたら、高く売れたら喜ぶくせに、
安い値段で売ってから、僕には安いからよく売れると言う。
じゃあ、どうしてそれをもっと別の考え方できないの。10時
半で100円で売れたら、店は朝9時～夕方15時まで開い
てんのよ。それで、100円で10時で売れたんなら、なんで明
日は110円にしてみんの？　110円にしてみて、11時で売
れたら、その次の日は120円にしたらどうなの。店は15時ま
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でしてるんだからね。10時に売れることよりも、あんたたち
は店に置いて帰ったらそれで終わりなんだから、うちは15
時までしてるんだから、15時までに売れることを考えた方
が得やろう。だったら、その次の日には130円にして売るん
や。その次には140円にして売るよ。150円にして売れ残っ
たら、また140円にしてみて、そのまま140円で売ればいい
んよ」と。
　売り上げというのは、「数量×単価」です。「数量×単
価」で考えると、単価を下げることも大切だけど、売れるの
だったら、15時までに売れたらいいのだから、単価を上げ
ることも考えたらいいのではないか、ということを教えたの
です。
　売れるための根拠というのは何かといえば、「人より安
い」、「誰もその値段で出していなかった」ということ、「そ
の人の物がおいしいと思われ出した」から、要するに「商
品がブランド化されてきた」から。そんなことが売れる理由
なのです。その人には、「店に来て、どうして売れるかとい
うことをよく考えみなさい」と教えました。自分の商品が人
より安いのか、ほかの人よりおいしいとみんなが言ってくれ
ているのか、その時季に誰も出していないのか出している
のか、そういうことをきちんと店に見に来て、10時に売れた
理由、人より早く売れた理由は何かということを考えてみる
と、値段を上げたり下げたりする理由もきちんと考えられる
だろうということなのです。自分のトマトがみんなよりおいし
いと言ってくれているから、自分のトマトはもうブランド化さ
れているなら、ずっと130円とか140円にしたって売れると
いうことを考えられるなら、140円で売ったらいいのです。
つまり、「数量×単価」をきちんと考えて物を売っていくと、
消費を上げることができるということを教えてあげたので
す。
　すると、農家の人は、「いちいち120円を130円とか140
円にしたりするのは面倒くさい」と言うのです。もう100円の
バーコードをたくさん作ってしまっているのです。「バーコー
ドも１枚1円で買っているからね」と言うのです。そこで、私
はこう言います。「そうしたら、100ｇ入れていたところを90g
にして、同じ100円にしたらええやん。100ｇを80ｇにして100
円にしたらええやないの。売り上げは、数量×単価なんや
からね」と。同じ値段で売りたいのだったら、グラム数を減
らしたら、10個作れるところが12個とか13個作れるように
なるのです。そうしたら、売り上げを上げることができるで
はないのか。何も単価を上げるだけが方法ではないので
す。自分の労力は関係なく、ちょっとデータを自分で見て、
気を付けていたら、所得を1割2割3割と上げることができ
るよという、そういうマーケティング構造を、ちょっとだけ知っ
たかぶりで教えてあげました。
　すると、農家の人は「今日は130円にしても売れたわ。西
坂君のおかげで、1万円ようけもうけたわい」「おかげで、ト
ラクター1台買えたわ」と、そんな世界になっていくのです。
農家の人に、そういう分かっていることをきちんと教えてあ
げていったのです。
　ただ、先ほど言ったように8億売ると、店が困りました。売
る場所がなくなってきたのです。農家が店の中で、置く場
所を争ってケンカしだしたのです。われ先に置いて帰ると、
後から来た人が置けない。それで、先に置いた人の上に
置いて帰る。すると、先に来て置いた人は売り上げが伸び
ないから、「西坂君、後から来た人がわしの荷物の上に置
いて帰るから、あれはなんとかせえ」と言って、毎日店でケ
ンカするし、私に文句は言うしで、あげくのはてには、役員
の所に「農協はなんとかせえ」と言う始末。それに対して

役員は、「西坂、何とかせえ」と言うわけです。
　結局、私が何とかしないといけないことになったので、
農家にはコンテナは1人3つしか持って来てはいけないと
いうことにしました。数量制限し、会員も800人から入れて
あげないことにして会員制限もしたのですが、出荷制限し
ているうちに、自分で自分が寂しくなりました。どうしてかと
いうと、農家が農協に来てくれないということで始めた事
業なのです。キュウリ1本からでもいいから出荷して、農協
に持って来てもらえないかと言って始めた事業が、たった
4～5年で売り上げが7、8億になったら、もう会員さんは入
れてあげない、もしくはコンテナ3つしか持ってきてはいけ
ないなんて言わないといけない農協が、情けなく感じまし
た。
　自分で情けなくなったので、もう一回頑張ってみようと
思って、勝手に自分で企画書、投資計画書や収支計画書
を書いて、農協に「おれに20億円出せ」と言いました。私
に20億円の投資しろ、金は出すけど、口は出すなと。大き
な直売所を作りたいので、私にやらせろと言ったら、役員
は「金も出すけど、口も出させろ」と言いました。最初の時
は、金も出さないし、口も出さなかったのですが、次の大型
直売所の時には、金も出すけど口も出すと言われました。
そうは言われたのですが、実際にはうちの役員は何も口
は出しませんでした。なぜ口を出さなかったかというと、直
売所がどんなものか知らなかったからです。農協は今まで
やったことがなくて、初めてその事業を立ち上げたので、
口も出しませんでした。そうやってできたのが、今の「さいさ
いきて屋」という直売所です。
　売場面積は562坪、平成19年度当初は「日本一大きな
直売所」だと言われていました。全農から、「ＪＡおちいまば
りはすごいですね。今治の人口が10万しかいないのに、
日本一大きな直売所を作って。そんなマーケットがあるん
ですかね。日本一大きな直売所をやって、本当に店として
経営してできるんでしょうかね」と言われたために、うちの
役員がビビってしまいました。「西坂、ちょっと来い。全農が
こんなことを言うんだ。人口が10万しかいない所に、日本
一大きな直売所を作って、本当に経営できるかと言われた
んだけど、わしは心配なんじゃ」と。店を承認してくれた役
員と、店の工事が始まって建てた時の役員が、改選で替
わっていたのです。新役員になって、工事が始まって柱が
だんだんと建っているところだったのです。その時に、「わ
しはそんなこと、前の役員から聞いてなかった。日本一大
きな直売所に20億投資して、本当に成功するのかと全農
が言うのだけれど、役員改選でわしはそんなことは聞いて
なかった。知らんかった」と言うのです。毎日、私の所に来
て「本当に大丈夫か。失敗したらどうする」と言うのです。
それで僕は言いました。「僕、失敗しないので」と。
　皆さん、ドクターＸ見ていないのですね。ここは笑うとこ
ろです。米倉涼子がよく言っているでしょう。「私、失敗しな
いので」という決まり文句なのですが、私の方が、当時、本
当に先に言っていたのです。私の言ったことを、今テレビ
で米倉涼子が言っているのですから。
　それで、役員に「厚かましいよ。もう来るな、お前ら」とブ
チッと切れました。「絶対おれは失敗せんけん。もし人に聞
かれたら失敗しない方法を教えるから、その方法をその
人に言え」と役員に言いました。失敗しない方法が一つあ
ります。どんな方法か。簡単です。役員に「成功する秘訣
は、成功するまでやったら失敗しないから、成功するまで
ずっとやり続けることだ」と教えました。すると、役員は、「お
前と話していたら、気が狂いそうになる」と怒られました
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が、でも私はそう思っています。途中でやめるから失敗とな
るだけで、やり続けて成功してそこまで行き着いたら、それ
は成功なのです。だから、失敗は成功までの途中の過程
でしかないということです。思いと信念と情熱を持ってやり
続けるなら、必ず成功すると、松下幸之助が言っておりま
した。本にそう書いてあります。私は、経営はそういうもの
ではないかと思います。思いと信念と情熱、それを持って
その方向に向かって走り続ける、やり続けること、それが
成功への最大の近道ではないかとそう思っています。

　この写真は、うちの直売所です。農家が朝持って来て、
夕方持って帰るという直売所。でも、うちの店の変わってい
るところが少しだけあります。何かというと、肉も魚も置いて
います。生鮮三品すべて置いています。生鮮三品を置い
た理由は一つです。地元の人に、スーパーやコンビニの
感覚で買い物に来てもらえるというシチュエーションを描
かなかったら、直売所なんて、はやり廃りで終わるだろうと
思ったからです。野菜や果物だけを置いた店が、それも
500坪もあるような店が、永遠に経営し続けることはないの
です。だから、地元の人に、スーパーと同じ感覚で買い物
に来てもらえるという店づくりをしようと思うと、生鮮三品を
きちっと置くべきだろうと考えたのです。それが普通のスー
パーと同じような感覚で買いに来てもらえる店につながる
と、そう思っています。
　それで、肉も魚も置きました。でも、一つだけこだわったこ
とがあります。肉も魚も、今治のものしか販売しないことに
こだわりました。当然、野菜も米も果物も、つまり生鮮三品
すべて今治産でやることにこだわりました。どうしてそれに
こだわったかというと、これしかイオンに勝つ方法はないと
思っていました。これをやることが地産地消を極めていくこ
と、今治産100％に近づけることがイオンとの差別化であ
り、これがオンリーワン戦略と言われていることに近づける
ことかなと思って、「今治産しか置かない」ということにしま
した。まさしく、これをしたことが今の「さいさいきて屋」が日
本で一番、二番というところまで売り上げを伸ばしてこれ
た大きな理由だと思っています。
　地産地消したことによって何か変わったかというと、観
光バスが毎日10台、20台と来るのです。観光とは何かと考
えてみると、その土地でしか食べられない物、味わえない
物を求めて観光に行くのです。境港にカニや魚を買いに
行くようなものです。函館にカニを食べに行くみたいなもの
です。今治の野菜や果物も肉も魚も、ここに行ったら全部
そろうのですから、観光バスが寄らない訳がないのです。
いつの間にか、うちの店がオープンした頃には、観光会社
から、観光バス1台寄せてやるから、1台車を着けたら5万
円払えとか、ＪＴＢのようなところからは、バスを着けたらバ
スの人数×いくらかの金を払ってくれたら、バスを寄せて

あげるとか言われました。断りました。どうして、そんなことを
しないといけないのでしょう。
　それで、今はどうなっていると思われますか。観光のパ
ンフレットに載せたいから、10万円出すので載せてもいい
でしょうかと、逆になっているのです。観光会社が金を出
すから、立ち寄らせてくれとか、パンフレットに載させてくれ
ないかとか、名前を使わせてくれとかというところまできまし
た。全部ただでやってもらっています。金をもらっていませ
ん。いくらでも宣伝してくれていい、いろんなところに載せて
くれていい、いくらでも観光バスつけてくれていい、お金な
んかいらないからと言っています。そんなところまできてい
ます。そういうことで、生鮮三品すべて今治産で取り揃え
る、これが成功した一つの理由 かと思っています。
　それから、ここにこんなものがあります。これは何かという
と、施設の中に「残留農薬分析室」を作っています。店の
一番前の真ん中の入口の隣に、お客さまに見えるように、
残留農薬分析室を作っているのです。どうしてこんな物を
作ったかというと、食の安心・安全を担保しているというこ
とをきちんとお客さまに見せるため、もう一つは、組合員さ
ん、農家の人に、こんなことをしているからきちんとやりなさ
いということを、暗に牽制するため。この二つの目的のため
に、これを作りました。

　それから、これは直売所の脇に、精米のプラントもある
のです。「さいさいきて屋」では、ＪＡおちいまばりのお米の
全集荷量の半分近くを買っています。その買い入れも、う
ちが全農の買い入れ価格より30キロで500円～3,000円高
く買って精算をさせてもらっています。どうしてこんなこと
ができるかといったら、うちのＪＡおちいまばりのお米を全
部うちが販売することができる力を持ったからです。そう
すると、どうして高く買えるかというと、全部うちが買って、う
ちの倉庫に入れて、うちが検査して、うちが袋詰めして、う
ちが販売してしまうので、流通コスト、物流コストが全部カッ
トできるのです。米というのは複雑な流通をしていますし、
物流も精米工場に行ったりいろいろして、物流コストもか
かります。それを全部自前でまかなってしまうと、物流コスト
や流通コストがカットできるのです。それを全部農家に還
元できるから、30キロで500円～3,000円ぐらい高く精算で
きるという仕組みが出来上がったのです。
　それで、農家の人に500円～3,000円高く買うよと言える
のですが、その代わり、人によって値段や買い方を変えさ
せてもらうということを言いました。これは農家の人に喜ん
でもらえると思って、農家の人を集めて「生産者に500円
～3,000円高く買う。人によってちょっと値段は変わるけど、
500円高い人もいれば1,000円高い人もいるし、3,000円高
い人もいるけれど、必ず500円以上高く精算してみせるか
ら、お願いします」と言うと、農家の人に叱られたのです。
今でも農協は、コシヒカリの一等だったらみな同じ値段で
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買っていたのに、どうして値段を変えるのかと言われたの
で、「あなたの米はおいしくないからだよ」と答えました。う
ちは、島から山までがすべて農場です。でも、山の上の米
はおいしいことをみんな知っているのです。山の上の米
は、もうブランドになっているのです。上朝倉というところの
米がおいしいというのを、みんな知っています。知っている
から、みんなそこの米を買いに行くのです。みんなが買い
に行くから、農協にはほとんど出荷されません。でも、何人
かは農協に出荷してくれる人もいるのです。おじいちゃん、
おばあちゃんで、「やっぱり農協がええ」という人もいるの
です。ですから、そういう山の米は3,000円高く買いましょ
う。でも、島の米はおいしくないから、そういう米は500円し
か高く買わないけれど、どんな人でも500円以上は高く買
うからねというと、誰も怒らないと思っていたのです。ところ
が、今までしていたことをどうして変えるのか、と叱られた
わけです。
　叱られたので、僕も叱り返しました。「あなたたちは、農
作物のブランド化、ブランド化と言って、ブランドを作れと
言っているのに、ブランド作ろうとしたら、反対する。これが
ブランドなんよ。同じ米でも、山の上の米はブランドになっ
て、それがおいしいことをみんなが知っている。それをブラ
ンドというんだよ。だから、山の上の米は3,000円高く買う
んだよ。こういう理屈なんだ」と言ったら、「お前の言い方
が気に入らんのじゃ」と言われてしまいました。まだまだぶ
つぶつ言うので、最後に「もう好きにしろ。おれがいうこと
に賛成する人だけ手を挙げろ。反対する人は手を挙げる
な。手を挙げなかった人は、全部全農で買うてもろうてあ
げるけん、安い値段にしてやるわ。手を挙げた地区の人
だけ、全部おれがいう値段で買うてあげるけんな」と言っ
たら、全員手を挙げました。お前は嫌いじゃけど、金はほし
いということです。それで、最終的には全員に賛成しても
らって、お米のブランド化を図りました。
　久しぶりに講演したので、ちょっと時間が無くなってし
まいましたので、あとははしょって話します。「さいさいきて
屋」の中には、こんな加工品を作る工場もあります。それか
ら、「乾燥・パウダー工房」というものもあります。どうしてこ
んなものを作ったかというと、売れ残り対策です。直売所
の一番の欠点は、売れ残ったら持って帰れということで、
それが「共販共選」との絶対的な違いです。「共販共選」
は市場に出荷すると、値段を付けてくれる。ただ、それが
幾らかになるかは分からない。でも、直売所は、売れ残った
ら持って帰れというのが一番の欠点です。それでその欠
点をなくすためにどうしたかというと、店の中にこういう工
場を作りました。
　どれだけ売れ残りがあるかといえば、実際にはたいした

ことはないのですが、あるとき、私の母親にこんなことを言
われたのです。母親は80歳を越えていますが、毎日直売
所に行って、ホウレンソウや春菊などを持って来て売って
います。その母親がこんな事を言いました。「今日もまた4
つ残ってて、つらいわ」と。売り上げをみると、70個売れて
いるのです。それで、「70売れているんだから、4つ残って
も仕方ないだろう」と言ったら、「70持って行くホウレンソウ
より、4つ持って帰るホウレンソウのほうが重い」というので
す。農家というのは、確かに売り上げが上がることはうれし
いのだけれども、売れ残ることのダメージの方が大きいの
だなということをつくづく感じました。
　僕は「日本一売れる直売所」、日本一売り上げの多い
直売所を目指して頑張ってきたのですが、その時に、そ
れは間違いだということに気がつきました。売り上げを上
げることは農協のため、売れ残りを少なくすることこそが
農家のため。だから、売り上げ日本一を目指すのではなく
て、「日本一売れ残りの少ない直売所」を目指そうと思っ
たのです。「日本一売れ残りの少ない直売所」にすること
が、農家の立場に立った農家目線の事業だということで、
こういう事業を農協でやらなければいけないなと思い、パ
ウダー工房を作りました。売れ残ったものを全部農協が買
い取り、それを加工して、パンに入れたりケーキに入れた
りして二次加工してうちが販売します。すると、これがまた
「さいさいきて屋」の特徴になり、それをまたマスコミが宣
伝してくれるようになって、どんどん売り上げが伸びて来た
というところです。
　それで、こういうことをしているうちに、川島なお美さんの
ご主人の鎧塚俊彦さんと提携することになりました。向こ
うがうちの商品のパウダーやケーキを買わせてくれという
ことで、東京の「渋谷ヒカリエ」にある鎧塚さんの店で販売
していただいています。そういうつながりの中で、鎧塚さん
との交流やブランド共有をさせてもらったなかで、販売さ
せていただいています。
　その他の事業としては、農園もあります。作ることもちゃ
んとやっていかないといけないという思いの中で、農園も
造りました。これで栽培指導だったり、農家指導だったりを
して、地域農業の未来を描く形の中で、農園も造りました。
その農園の中で一番多いのが、この綿です。昨年から綿
を作り始めました。どうして綿を作り出したかというと、今治
はタオルの生産が日本一だからです。今治のタオルを、今
治の綿で、今治の農産物で染めて、今治で織って、それ
を今治タオルとして売ると、メイドインジャパンではなくてメ
イドイン今治になって、よりピンポイントでブランド化すること
ができると考えたからです。これで一昨年、「グッドデザイ
ン賞」を受賞しました。商品ではなくて、ストーリーです。
　この綿の栽培作業は、愛媛県立今治農業高等学校の
農業科の生徒さんたちがしてくれています。この綿から種
を採ってくるという作業は、とても大変なのです。その作業
は、愛媛県立今治特別支援学校の知的障害の子ども達
がしてくれています。それをタオルの協同組合が織って、
うちで販売するという、その全部の仕組みをうちの「さい
さいきて屋」のプロジェクトの中でやってしまう。このストー
リーで、地域連携、農業産業化、農工商連携と、今どきの
話題のすべてが含まれているこのストーリーで、「グッドデ
ザイン賞」を受賞しました。そういうことも、「さいさいきて
屋」ではやっています。
　それから、「貸し農園」もありますし、「学童農園」という
子ども達の食育という、そんな事業もさせていただいてお
ります。子ども達に、1年間、農業講座をやっています。こ
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れはうちでは一つだけですが、この講座では授業料をとっ
ています。子ども達から1万円もらいます。どうして1万円
とっているかというと、ただのイベントに寄ってくるような人
に、食育なんか語っても、誰も本気になってくれません。き
ちっと金を取ってやってやろうと思い、1万円でも来るような
お母さん方に来てもらわなかったら、「食農食育」なんて
いうことは伝えることができないだろうと考えました。定員
20名に、500人ぐらいの応募がありました。どうしてかという
と、大変楽しいからです。
　ここには、田植えをしている写真やスイカ割りの写真が
あります。これを見ると田植えをしているように見えますが、
以前は、田植機に乗っている写真だったのです。実は、う
ちは手で植えてはいないのです。子ども達に田植機に乗
らせて、田植機で田んぼの中を好きなように走り回らせて
いるのです。だから、子どもは喜ぶのです。田んぼの中を
車で走り回れるのですから。よく子どもに農業の大変さを
教えるとか言いますけれども、私はそれをすると子どもは
農業なんかやらないと思います。子どもに農業や自然の楽
しさをどうやって教えていくかが、子ども達が農業に一歩
近づける最大の方法ではないかと思い、子ども達に田植
機に乗せたり、スイカ割りしたり、山でターザンごっこしたり、
穴を掘って基地を作って鬼ごっこしたり、そんなことをやら
せています。田んぼや川でごはんを食べる。こういうことを
やっていくことが本当の「食農食育」であり、子ども達が自
然に触れる大きな機会ではないかと思い、これをすること
が農業に近づく一つの方法ではないかと思ってこんな事
業をしています。
　それから、飛躍的に応募者が増えた理由は、もう一つ
あります。テレビが取り上げてくれたためです。これに一つ
キャッチコピーを付けました。「東大に入るより難しい“彩
菜キッズ倶楽部”」というものです。20人の定員に500人の
応募があるので、東大に入るより難しいぐらいの競争率な
のです。そういうキャッチコピー付けたら、テレビ局から、東
大に入るより難しいというのはどういうことですかと尋ねら
れました。20人の定員に500人の応募があるので、競争
率が高いから単に「東大に入るより難しい」と言っている
だけで、あまりは根拠がないからと答えたところ、それがま
たテレビに取り上げられて、輪を掛けたよう応募者が増え
て、1万円もらって十分成り立つ事業になっているというこ
とです。
　それから、学校給食を担っています。今治市内の学校
給食の食材は、すべてうちが供給させていただいて、今
治の子ども達に食べてもらっています。事業としては、な
かなかもうけにならない仕事です。しかし、今治の子ども
達に今治産のものをどう食べさせるかということを大切に
するために、こんなこともさせてもらっていますし、幼稚園

の給食も、すべて給食として食材供給させてもらっていま
す。
　それから「クッキングスタジオ」というものもあって、子ども
に食や、物を作る楽しさ、台所に入る楽しさ、そういうもの
も子ども達と一緒にやらせていただいております。
　また、「農・工・商・地域　連携」ということで、いろいろな
ＰＢ商品もたくさん作っています。全部うちのものを買って
もらって、今治の業者に全部加工してもらって、それを全
部うちが買い戻してうちが販売するという仕組みを作って
います。全部今治の中で物を供給し、今治の中で経済を
回す仕組みです。私は、これしか地域が地域の中で生き
残る経済戦略はないのではないかと思っているのです。
今治の中で物とお金をきちっと回していくということです。
東京の大手食品メーカーさんに商品を作ってもらったお
金は、東京に行ってしまうのです。東京に行ったお金を今
治に戻すことはなかなか大変なので、全てのものを全部
今治の業者に作ってもらって、今治の中だけで経済を回
していくという小さな小さな経済圏を動かしていくというこ
と、もしかしたらこれが地域が地域として生き残れる一つ
の経済戦略になっていくのではないかと思って、こういう
すべての事業を行っています。
　人と物とお金が動き出すと、人と心が動くのです。人と
心が動くというのは、うちが買いあげてすべて売ってしま
うと、つくった業者さんはうちでお中元を買ってくれるので
す。ミカンもジュースも、うちで買ってくれる気になってくれる
のです。地域で経済を動かすと、人と心が動くのだという
ことがよくわかりました。ですから、やはり地域の中でしか
生きていけない農協は、こういう経営戦略、経済戦略の中
で事業をしていかなければいけないということを、改めて
感じながら、今の事業をやっているところです。
　それから、「彩菜ネットスーパー」ですが、こういうことも
やっています。タブレット端末を島の人たちにただで貸し出
ししています。どうしてこんなものを貸しているかというと、
島に店がなくなってきて、うちの島は全部限界集落です。
65歳以上が人口の50％以上という限界集落になっていま
す。こういう人たちのために、このタブレット端末を全部に
配って、それで簡単に買い物ができるということです。小さ
な商圏の中で、うちとその生産者としか連絡ややりとりが
出来ないという仕組みにしています。ネット環境は、限定し
た中でしか動かないという環境にして、買い物ができると
いう仕組みにしています。そんなことも「さいさいきて屋」
の中の事業としてやらせていただいているというところで
す。
　最後に、「さいさいきて屋」の新たな取り組みということ
で、4月に新しい店をオープンしました。イオンモール今治
新都市が4月23日にオープンしましたが、そのモールの中
に、今治の中の最高の農産物を販売していこうという意
味で、「SAI&Co.（サイコー）」という店を同時にオープンし
て、その店を運用しているところです。
　やはり半年のブランクのために時間の延長となってしま
い、最後の方は早口で話してしまいましたが、こういうこと
で、なんとか地域の経済を元気にさせようという思いで頑
張っているところです。また今治に来たときには、「さいさい
きて屋」、「SAI&Co.（サイコー）」の店へ来ていただけれ
ばと思います。ご清聴いただき、本当にありがとうございま
した。
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　昨年の2016年10月22日（土）、岡山商科大学　秋の大
学祭において、第3回「投資家と学生のための会社説明
会」（公開IR講演会）が開催されました。
　第１回目の2014年の共通テーマが、「グローバル時代
の元気印企業」、「地域活性化に挑戦する元気印企業」。
第2回目の2015年の共通テーマが「企業価値評価に必要
な金融リテラシー」であったのに対し、今回の3回目は趣向
を変え、共通テーマを「ヘルスケアのフロンティア」に統一
することができました。
　本誌商大レビュー26号では、以下で公開IR講演会の
要旨をまとめてみました。当日のスケジュールと講演プログ
ラムは下記の通りでした。各講演者の持ち時間は、30～
40分と短めではありましたが、統一した共通テーマの下、
大変中身の濃い、充実した公開IR講演会となりました。

10月22日（土）
10：00～10：05（開会の辞）
　　　　　　　岡山商科大学　副学長　大㟢 紘一
10：05～10：30（基調報告）
　　　　　　　「ヘルスケアのフロンティア」
　　　　　　　岡山商科大学　経営学部教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤 一仁
10:30～11：05 「カルナバイオサイエンスの現状と将来」
　　　　　　　カルナバイオサイエンス㈱
　　　　　　　代表取締役社長（薬学博士）
　　　　　　　　　　　　　　　　吉野 公一郎 氏
11:05～11：40 「医療総合商社
　　　　　　　カワニシホールディングスの現状と将来」
　　　　　　　㈱カワニシホールディングス
　　　　　　　代表取締役社長（医学博士）
　　　　　　　　　　　　　　　　　前島 洋平 氏
11:45～12：30 「大学発バイオベンチャーの現状と将来」　
　　　　　　　大阪大学大学院
　　　　　　　遺伝子治療研究科教授（医学博士）
　　　　　　　　　　　　　　　　　森下 竜一 氏
　　　　　　　　　　　　（アンジェスＭＧ㈱創業者）
12：30～12：40 （閉会の辞）
　　　　　　　岡山商科大学　経営学部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長田 貴仁

①「ヘルスケアのフロンティア」
　（基調講演：経営学部教授　近藤 一仁）
　最初に世界的に見ても、高齢化のスピードと水準で世
界一という我が国の実情について触れ、９月の敬老の日
に116歳を迎えた我が国の最高齢者の紹介やその長寿
の秘密などに関しても解説した。
　特に、紀寿（100歳以上）の高齢者（英語ではセンテナ
リアン）が、65,000人を超え、今後、我が国の女性の平均
寿命が2050年には90歳となる予想だと述べた。このような

長寿国となった背景には、①
感染症の克服、②乳幼児の
死亡率低下、③国民皆保険
制度に支えられた医療体制、
④医薬品や医療機器の飛躍
的な進歩、⑤70年以上にわた
る平和国家等々であるとまと

めた。しかし、それでもなお、克服できない疾病は多くあり、
それらはＵＭＮ（アンメット・メディカル・ニーズ）と呼ばれる
と解説した。特に、「潰瘍性大腸炎」や「パーキンソン病」
などの患者数の急増にも触れ、多くの臨床試験が始まっ
ているが、新薬が世に出るまでの長い開発期間、莫大な
開発費用などが障壁になっている事実も明らかにした。
また、国民の健康と福祉を守る為の国民医療費も膨張し
ており、健康・福祉政策と財政・予算面からの制約というト
レードオフ関係も悩ましい問題だと述べた。まずは、病気
にならないようにする「健康管理」、「未病管理」の考え方
も大事であり、大学における「健康教育」（体育の範疇を
超えたもの）や都道府県別にみた長寿県（例えば、女性
なら沖縄、男性なら長野）の長寿の秘密に学ぶことも重要
とし、日常の食生活においても「まごわやさしい」（まめ、ご
ま、わかめ、やさい、さかな、しいたけ、いも）を念頭に、食事
の栄養バランスが肝心だと解説した。特に、戦後の70年
間の食生活の変遷を振り返り、今後は「計算して食べる」
を一段と進化させた「バランスよく食べる」を実践しなけれ
ばならないと強調した。

　更に、事例研究として、「糖尿病とその治療薬としての
インスリンの過去・現在・未来」について、参考資料を使い
ながら、インスリン製剤の著しい進歩（米国・ジェネンテック
の遺伝子工学によるヒト・インスリンの実用化等）や今後の
インスリンポンプ、更にはiPＳ細胞への期待感などを明ら
かにし、それらが実用化されるまでの間は辛抱強く、自己
血糖値検査とHbA1C(ヘモグロビンA1C)の値を注意深く
コントロールし、「一病息災」を心がけようと訴え基調講演
を締めくくった。

第3回『投資家と学生のための
　　　会社説明会』 経営学部　教授

近藤 一仁

14



OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.26

▼
公
開
講
演
会

▼公開講演
会 2016.10.2

2

②「カルナバイオサイエンスの現状と将来」
　（吉野 公一郎 氏　代表取
締役社長：薬学博士）
　冒頭で、カルナバイオサイエ
ンスの会社概要、沿革、資金
調達等について説明し、特に、
バイオベンチャーが苦労する
資金調達面では森下竜一教

授の紹介でバイオ・サイト・キャピタルに出資を仰ぐこと
ができたことや複数回にわたる日本オルガノンからの無担
保融資に感謝しているとの紹介がありました。
　次に、カルナバイオサイエンスの目標である米国型の創
薬ベンチャーが今後の革新的な新薬（癌、免疫炎症疾
患）を生み出すとの展望を述べられました。更に、当社の
ビジネスモデルが、キナーゼ阻害薬の創薬支援事業（当
社の強み）のみならず、がん、免疫炎症疾患（リウマチ）に
関する自社での創薬事業を通じて大きな成長、リターンを
目指していることを強調されました。
　特に、創薬事業の収益モデルの中で重要なものは、製
薬企業にライセンスアウトした際に得られる「契約一時
金」、「マイルストーン収入」、新薬上市後の「ロイヤリティ

収入」であることをわかり易いスライドで説明がありました。
　また、関連する当社の製品、サービス、キナーゼ製造の
全工程を自社で実施している強み等が紹介され、キナー
ゼ阻害薬の創薬支援事業を担うグローバルな販売ネット
ワークや実際に支援している主要顧客（小野薬品工業
以下、国内９社、ファイザー以下、海外10社）の概要を説
明されました。講演の終盤では、自社の創薬事業の説明
に最も多くのスライドが準備され、創薬研究の流れ、当社
の創薬、優れた創薬シーズとヒット化合物の発掘、創薬パ
イプライン（研究開発と事業のステージを明示、標的であ

るCDC7キナーゼ（癌）に効果の期待される化合物（AS-
141、PNT-141）がProNAi（プロナイ・セラピューティックス
社）へ導出する事に成功した点（導出一時金90万ドル受
領済、マイルストーン総額は最大2億7000万ドル）が強調
され、2017年下半期の臨床試験入りに期待が高まりまし
た。特に、ProNAi社の会社概要のスライドには、世界的
に有名なバイオベンチャーである米国・ジェネンテック社
で臨床開発を担当していたバーバラ・クレンク博士の存
在など注目されるものがありました。ProNAi社の成長戦
略が、「細胞周期、DNAダメージの修復阻害薬」にあり、
2020年の売上が50億ドルを超えるとの予測のスライドも
驚愕するものでした。多くのスライドの中には、専門的で理
解が困難なものもありましたが、大株主である小野薬品
工業の国内第二相試験（ONO-4538-02）が悪性黒色腫
患者にどのような効果をもたらしているかを示したスライド
を通じ、UMN(アンメット・メディカル・ニーズ)に取り組む当
社のバイオベンチャーとしての経営姿勢（共同研究を含
め、癌を治す）がよく分かりました。最後に、業績に関して
は、前2015年12月期は黒字となったが、短期的な業績で
はなく、経営は安定しているのでもっと将来を見て欲しい
との期待を示されつつ、講演を締めくくられました。

③「医療総合商社
　　カワニシホールディングスの現状と将来」

　（前島 洋平 氏　代表取
締役社長 COO：医学博士）
　冒頭、岡山大学医学部や
米国ハーバード大学医学部
を経て、岡山大学病院や岡
山大学大学院で腎臓内科を
専門とする医師としての自己

紹介と詳しいご説明があった後、2014年に事業承継（祖
父が創業者、父がCEO：最高経営責任者）のために、大
学からビジネスの世界に転職したことを淡 と々お話しされ
ました。そして、医療機器総合商社として、どのような医療
機器や医療器材を具体的な商材としているか、スライドを

駆使し、わかり易く説明いただきました。　
　更に、医療機器と医療器材の市場規模や成長性、医
療機器の供給・流通構造、商社機能の説明を通じて、医
療機器流通商社の存在意義について強調されました。
　講演の中盤からは、「当社の沿革・企業理念」につい
て、会社概要、創業からの歴史、直近35年間の連結売上
高の推移、グループ事業各社の概要、業界内ポジション、
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社員憲章の制定等に触れながら、『ビジネスを通じて、医
学・医療の発展に貢献する』を企業理念として明確にされ
ました。特に、医療の現場から代表取締役社長（COO：最
高業務責任者）に転じ、学術本部、社員教育、医工連携
を中心に国民の健康長寿に寄与する意欲は、穏やかな

お話しぶりの中にも強く感じさせるものでした。
　続いて「事業概要」に入りグループの中核会社である
カワニシの特徴を地域別売上高、事業別売上高構成、
SPD・ライフサイエンス事業、介護用品と順に紹介した後、
最近の連結業績・貸借対照表（2016年6月期）と学術本
部の設置、Medical Globe:月刊誌を通じた医師への情
報提供、緑内障治療用ステント、da Vinci手術、手術支援

ロボットにも言及されました。
　講演の終盤では、「医工連携」に最多のスライドをご準
備になり、医療機器のビジネス機会をグローバルな観点か
らも捉え、新たな医療機器の開発推進、医療機器総合商
社が貢献するためには、医療現場のニーズを発掘する社
員の役割、医療ニーズ志向の製品設計能力、日本医工も
のづくりコモンズや関東経済産業局 医療機器・ものづくり
商談会、中小企業庁、中国地方総合研究センター・中国
経済産業局等の社外の関連機関との連携を通じた情報
収集と情報発信（「知遊」を発行）が大切である事を強
調されました。関連して今後期待できる分野として、罹患
率が増加している「乳癌」の低い検診受診率等の問題
を指摘、新事業としてイスラエルSpectrosense社と独占
販売契約を結んだ「呼気による乳癌スクリーニング機器」
の国内導入と販売の計画についても述べられました。最
後の「今後の事業展望」では、業績見通し、ニュービジネス

（医工連携と海外医療機器導入）、アライアンス（顧客に

選ばれる企業へ）に触れた後、配当方針、株主優待、IR
活動にまで言及、また「採用・人材育成」として、人材こそ
最大の経営資源と位置づけ、100年、200年続く企業を目
指すと力強く締めくくられました。

④「大学発バイオベンチャーの現状と将来」
　（森下 竜一 氏 大阪大学　大学院医学系研究科臨
　　床遺伝子治療学　寄附講座教授：医学博士）

　森下 竜一教授（アンジェ
スＭＧの創業者）には、特定
企業のＩＲ活動という事でな
く、安倍内閣の「規制改革推
進会議」等の委員でもあるこ
とから、講演テーマを「大学
発バイオベンチャーの現状と

将来」として、幅広い観点からヘルスケアのフロンティアを
語っていただきました。

　冒頭では、基調報告にもあった米国で17年連続で「最
も働きたい企業」に選ばれたバイオベンチャーから世界
的なバイオテック企業に成長発展を遂げたジェネンテック
やアムジェンの躍進ぶりが語られました。これに関連して、
バイオベンチャーの役割とは、大学等の研究機関が生み
出す革新的な研究成果を既存の製薬会社へ橋渡しし、
様 な々ＵＭＮ（アンメット・メディカル・ニーズ）を満たすことで
あるとし、大阪大学では「重症虚血下肢」（発症6ヶ月で
下腿切断や死に至る比率が高い）を治療するＨＧＦ（ユ
ニークな血管再生因子）の臨床研究（170人が治験を受
けた）が進展している事例が紹介されました。また、大学
発バイオベンチャーとして初の上場企業であるアンジェス
ＭＧ（1999年設立、2002年東証マザーズ上場）を事例に
挙げ、米国、英国を含め、遺伝子医薬のグローバルリー
ディングカンパニーを目指す経営理念が紹介されました。
しかし、再生医療等製品の実用化には、臨床研究のみな
らず、承認制度上の問題点が数多くあり、我が国のイノ
ベーション促進と規制改革の必要性を説き、何度か「患
者さんを紹介して下さい」との訴えもありました。
　吉野社長の講演と同様に、多くのスライドの中には専
門的で理解が困難なものもありましたが、森下教授が
共同研究者の人 と々海外での学会発表などのために
著された論文や臨床研究成果がスライドに示されてい
ることで非常によく理解できました。特に、講演の最初
にあったＨＧＦとよく似ている「血管新生因子」のＡＧ-30

（angiogenic peptide）の紹介の部分では、要介護度
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の高い高齢者が苦しむ「褥瘡」（じゅくそう：床ずれ）等の
疾患への創傷治癒促進剤としてのＡＧ-30の軟膏（抗菌
活性に優れ、安定性が高いため、消毒剤・医療機器）の
将来性・可能性の高さを評価・強調されました。このＡＧ-30

（20アミノ残基で構成される誘導体ライブラリー：キュアペ
プチン）は、やはり大阪大学発のベンチャー企業の（株）
ファンペップと森下仁丹が共同開発した新商品『ピュア
ペップ』として、洗口習慣、除菌習慣を通じて「美味しく食
べる、気持ちよく食べる」ための新商品として、2016年5月
に販売されていることも紹介されました。
　我が国のイノベーション促進のためには、①資金面の
サポート、②製品化までの時間短縮が不可欠であり、安
倍内閣の「規制改革推進会議」に加えて、「健康・医療戦
略推進本部」の戦略参与として、様々な政策提言を行っ
ていることや健康長寿社会の実現に向け、「機能性表示
食品」（ヘルスエイド、三ヶ日みかん）は、地方・地域の経済
活性化と医療費削減にもつながる重要な役割があること
を強調されました。2020年の東京オリンピック・パラリンピッ
クまでに「健康寿命１歳延伸」を健康医療戦略の目標と
していることやオリンピック後の持続的経済成長の為に、
2025年に大阪で「日本万国博覧会」を開催する計画など
にも触れ、岡山県総社市に生れ、大阪や東京で活躍され
ている森下教授の「関西人」としての意気込みもしっかり
と伝わってくる素晴らしい講演でした。

【講師のプロフィール】
1. 近藤 一仁 （1948年7月31日生まれ、68歳）

岡山商科大学　経営学部　商学科　教授
（専門：企業分析、ＩＲ）
1971年3月　横浜市立大学
　　　　　 商学部 経済学科 卒業
1971年4月　野村総合研究所
　　　　　（アメリカ、ドイツ駐在を経て、役員待遇）
1994年6月　いちよし経済研究所
　　　　　（代表取締役社長、理事長、顧問）
2007年8月　宝印刷 常務執行役員
　　　　　（ＩＲ推進部担当）
2014年3月　宝印刷 ＩＲ企画部 顧問（現任）
2014年4月　岡山商科大学
　　　　　 経営学部 教授（現任）
2016年7月　宝印刷 ディスクロージャー＆IR総合研究 
　　　　　 所 顧問（現任）
趣味：クラシック音楽鑑賞、読書、旅行
著作：I R関連の本（最近著「企業価値評価改善のた

めの財務・IR＆SR戦略」など）が多数

2. 吉野 公一郎 氏 （1949年3月25日生まれ、68歳）
カルナバイオサイエンス株式会社
代表取締役社長（薬学博士）
1974年  3月　東京工業大学大学院工学研究科
　　　　　　修士課程修了（有機合成化学専攻）を
　　　　　　卒業
1974年  4月　鐘紡株式会社に入社、
1998年  4月　同社　創薬研究所資源探索研究部長
1999年  4月　日本オルガノン株式会社入社、
　　　　　　医薬研究所長
2003年  4月　カルナバイオサイエンスを設立し、代表
　　　　　　取締役社長就任
2008年  3月　当時のナスダック・ジャパンに株式上場、
　　　　　　現在に至る。
趣味：料理、野菜栽培

3. 前島 洋平 氏 （1967年2月5日生まれ、50歳）
株式会社カワニシホールディングス
代表取締役社長（医学博士）
1991年  5月　医師免許取得、同年 岡山大学医学部
　　　　　  付属病院内科研修
1997年  3月には岡山大学から医学博士号取得。
1998年    　 米国ハーバード大学医学部
　　　　　　リサーチフェロー
2000年12月　 カワニシホールディングス株式上場
　　　　　 （設立は1967年10月）
2001年10月　岡山大学医学部付属病院助手
2011年11月　岡山大学大学院
　　　　　　医歯薬学総合研究科　教授
2014年  9月　カワニシホールディングス取締役
2015年  6月　代表取締役社長　就任、現在に至る。
趣味：読書、ウォーキング

4. 森下 竜一 氏 （1962年5月12日生まれ、54歳）
大阪大学 大学院医学系研究科 臨床遺伝子治療学
寄附講座教授（医学博士）
1987年  3月　大阪大学医学部卒業
1991年  8月　米国スタンフォード大学循環器科客員講師
1998年10月　大阪大学助教授、
　　　　　　大学院医学系研究科遺伝子治療学
2002年11月　アンジェスＭＧ取締役就任
2003年  3月　大阪大学教授、大学院医学系研究科
　　　　　　加齢医学（兼任）
2013年 １月　内閣府 規制改革会議委員
　　　　　　（安部内閣）
2013年 3月　内閣府 健康・医療戦略本部 戦略参与 
　　　　　　大阪大学院医学系研究科

臨床遺伝子治療学教授（医学博士 抗
加齢医学専門医 老年病学会指導医 
臨床内科認定医等）として現在に至る。

論文：The Open Gene Therapy Journal（2008-）， 
Immunology, Endocrine and Metabolic Agents 
in Medicinal Chemistry（2011-）， World Journal 
of Hypertension（2011-）
趣味：食べ歩き、ゴルフ
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●おはしの話
　最初に「おはし」の話をしたいと思います。日本国土の68%は
森林ですが、中国の森林は国土の17%程度しかありません。そ
れにも関わらず、日本では年間250億膳の割り箸が使用され、こ
の大半を中国から輸入しています（2005年時点）。割り箸250億
膳というのは、日本国民が年間に１人200膳程度使用しているこ
とになり、木造住宅２万軒分の木材に相当します。さらに、割り箸
は使用後にはごみとなって捨てられてしまいます。つまり、木造住
宅２万軒分の木材が年間に捨てられているというわけです。森
林は治水機能や土壌を作り出す機能などが備わっており水資源
の根幹でもあります。そのため、中国の黄河では森林を伐採した
ことにより砂漠化が起こり、黄砂が発生するといった環境問題が
生じました。私は、割り箸の大量消費がこのような環境問題に繋
がっているという事実を知ったとき衝撃を受けました。当時、私た
ちの外食店では年間1500万膳の割り箸を使用していたため、私
はこのままではいけないと感じ、店舗で使用している割り箸をプラ
スチック箸（洗い箸）にしようと考えました。しかし、洗い箸にする
にはいくつもの課題がありました。プラスチック製の箸にするにも、
どのようなプラスチック素材が良いのか。また、衛生面の問題もあ
ります。使用後は丁寧に煮沸消毒をして、箸袋に戻さなければな
らず、非常に手間もかかります。さらに、プラスチック製の箸は１膳
300円程度かかるのに対し、割り箸であれば１膳１円以下のコスト
で仕入れることができたため、コスト面を見ても洗い箸というのは
費用が嵩んでしまいます。しかし、何としてもこれに取り組んでい
かなければならないと考え、2005年７月には割箸廃止を宣言し、
2006年２月には全店で割り箸を廃止することができました。外食
店では初めての取り組みであったため、メディアでも取り上げら
れ、この取り組みは他の飲食店にも広がっていきました。しかし、
私にはプラスチック製の箸でご飯を食べることにどこか味気ない
と感じることも事実でした。そのため、それを克服するには（木製
の）マイ箸を日本国内の全員が持つようになれば、おいしくご飯
を食べることができ、かつ毎年木造住宅２万軒分の木材が保全
されるようになるということで、「愛のMY箸一億人運動」を始めま
した。自分のお箸を大切にすることはご飯を大切にすることに繋
がり、そして、ご飯を大切にするということは命を大切にする精神
を養うことに繋がるのではと考えました。この運動を広めていくた
めには、影響力のある人にマイ箸を持ってもらうことが大切である
と考えました。政界（二階自民党現幹事長、小池百合子現東京
都知事、小泉純一郎元首相など）、芸能界（早見優、倉木麻衣、
藤原紀香など）、スポーツ界（新庄剛志、星野仙一、古田敦也な
ど）、経済界（アサヒビール社長、吉本興業社長、トヨタ自動車社
長など）の著名人に対し、マイ箸を贈り、マイ箸を普及してもらうよ
うお願いをしました。また、この活動は2004年にノーベル平和賞
を受賞したケニア出身の女性環境保護活動家ワンガリ・マータイ
さんにも共感していただき、名古屋で直接お会いすることもできま
した。彼女はケニアで3000万本の植林活動を行った方ですが、
彼女から「私のおこなっている木を植えるということと、あなたが
おこなっている木を切らないということは同じことです。」とお手紙
をいただいたことは大変印象的でした。他にも、2007年に日経流
通新聞の2007年度ヒット商品番付5位（前頭）に選出されたこと、
2008年に開催された北海道洞爺湖サミットで各国首脳にマイ箸

を贈ったこと、世界一大きな箸（全長8.4メートル）を作成しギネス
に認定されたことなどがありました。近年では日本国内における
割り箸の消費量はピーク時と比べて年間65億膳の減少となって
おり、この運動の成果が表れたのかもしれません。

●いなかの話
　現在、私が研究していることをお話させていただこうと思いま
す。2016年３月に国土交通省が主催する『日本未来デザインコン
テスト～「対流促進型国土」の形成に向けて～』が開催され、私
はこのコンテストに参加しました。一次審査を通過することはでき
たのですが、最終審査の日が会社の会議と重なってしまったた
め、残念ながら日の目を見なかった発表内容をここで紹介させて
いただきたく思います。私は、増田寛也編著『地方消滅－東京一
極集中が招く人口急減』中公新書（以降、増田レポート）を読み、
衝撃を受けました。内容は、今後20年間で896市町村が消滅す
るというものでした。増田レポートにおいて消滅可能性が高い自
治体の定義とは、2010年時点の若年女性（20～39歳）が2040
年で５割以下となることで、これに該当する市町村は896市町村
であり、かつ人口が１万人を下回る市町村は523市町村になると
推計されました。岡山県では、吉備中央町、奈義町、新庄村、実
咲町、和気町、西粟倉村などが該当します。この増田レポートに
は、人口推計自体が稚拙である、消滅可能性の定義は正しいと
言えるのか、日本の1800程度ある市町村を1000に減らそうとす
る政策を後押しするものではないかなどと様々な批判があります
が、日本の人口減少が必至であることは事実であります。私は市
町村が消滅しないという希望があるのだろうかと考えました。そ
こで着目したのが、地方へ移住する人の数の推移です。毎日新
聞・明治大学地域ガバナンス論研究室共同調査によると、地方
への移住者数は年々増えていると報告されており、地方への移
住に関する電話での問い合わせや、面談・セミナー等への参加も
増加傾向にあるそうです。そこで、私はどういった特性を持つ市
町村に移住者が多く集まっているのかを計量経済学の手法を用
いて調べました。その結果、移住者数と、幼稚園の数や一般診
療所の数とは正の相関、原発からの距離とは負の相関をしてい
るなど様々なことがわかりました。ここで、私は財政力指数と移住
者数が正の相関をしているという結果に着目しました。つまり、毎
年、赤字を出していて財政が厳しい市町村には移住者は集まら
ないということです。ところで、財政力指数が１であるとは、企業で
例えるなら、売上と支出が等しい状態を表しています。そして、財
政力指数が１を上回っていれば、売上が支出を上回っている健
全な状態を表します。現在、財政力指数が１以上の市町村の数
は70（1718市町村の４%）であり、人口5,000人以上10,000人以
下市町村の平均は0.324になっています。例えば、北海道清里町
においては、2012年において財政力指数が0.17であり、2013年
度には清里町の自主財源（町税＋その他収入）13.9億円に対し、
歳出は51億円であり約37億円の赤字となっています。私は、地
方の消滅危機は人口減少の影響というよりも、歳入・歳出がアン
バランス・かつ硬直的なことが本質的な問題点であり、これを解
決することが結果的に当該地域への人口流入を促すのではと
考えます。では、市町村の財政を改善するためにどうすればよい

おはしと、いなかと、
いのちの話
マルシェ株式会社取締役会長

谷垣　雅之 氏
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のか？私は「自治体直営ビジネス」、つまり、市町村自体がビジネス
を行っていくことが不可欠であると考えました。しかし、市町村に
はデザイン力・生産物加工ノウハウ・販路がないことが多くありま
す。それに対する具体的な解決策として「チームL・C・C」を考案
しました。①地域のリーダー（Local leader）：首長、自治会長、地
元青年団長等、②クリエイター（Creator）：デザイナー、アーティス
ト等、③企業（Corporation）：主に食品・外食・流通・観光関連企
業等、が三位一体となりチームを作ることによって、地方創生を図
るというものです。企業には全国的な商品開発ノウハウ・販路が
あり、そして、大きな市場規模を持つため、これらの資源を活用し
てビジネスを行うことによって、地方が活性化するだけでなく相互
にもメリットがあると思うのです。そして、これらを束ねる「全国ふ
るさと応援協議会」といった組織を作り、そこで市町村とクリエイ
ターと企業をマッチングさせていけば、より効率的な運営ができる
のではと思います。例えば、クリエイターが協力し、道の駅とスー
パーが提携してビジネスを行っていくといったようなことです。ここ
でチームL・C・Cというアイデアの一例として、江戸川大学社会学
部鈴木輝隆先生及び若手デザイナーの方 と々一緒にプロジェク
トを行いました。まず若手デザイナーの方々が北海道清里町営
で製造されている“じゃがいも焼酎”のボトルデザイン等を刷新さ
れ（2015年グッドデザイン賞受賞）、その商品を2015年11月よりマ
ルシェ㈱がテスト販売を開始しました（L：北海道清里町＋C：若手
デザイナー＋C：マルシェ㈱）。その結果予想以上に売れ行きが好
調で、この結果をもとに他の食品卸企業や外食店舗にも拡販す
れば、約１億5000万円の粗利益高が可能であると推計できまし
た。これによって、チームL・C・Cによる清里町の歳入増加を実現
することが可能になることがわかりました。この清里町との取組み
は、2015年11月12日付の外食日報にも取り上げられました。現在、
日本の国土デザインとしては「コンパクトシティ論」が取り上げら
れています。これは、東京への人口一極集中を避けて、地方の中
核都市に人々が移り住み、コンパクトシティを形成していこうとい
うものです。しかし、このコンパクトシティ論にも問題があると私は
考えます。住民が慣れ親しんだ自然環境と共同体から移り住む
ことは難しく、また、在宅医療と在宅介護の普及が進んでいる中
で移住することはさらに難しいのではないでしょうか。さらに現代
では、インターネットや物流インフラ整備、NPOによる地域支援活
動、自動運転の普及等により、田舎にいても生活できる環境が整
いつつあります。これらのことを総合的に勘案すると、都市圏や
地方からコンパクトシティへの人口誘導は簡単ではないと考えま
す。そのため、市町村が民間活力・ノウハウ等を導入し（チームL・
C・C）、財政的に自立すれば、おのずと移住者及び国内・海外観
光客の流入は促進されるのではないでしょうか。ただし、自治体
単独では規模的、資源的に運営が困難と思われる地域もあるで
しょう。私はこのような地域に対しても対策を考えています。市町
村と市町村とがネットワークを構築し、強みや弱みを補完し合って
いくような有志連合である「藩2.0」を全国的に組織していくのが
よいのではと考えます。江戸時代には日本に藩が300程ありまし
たが、そのそれぞれで産業を興したりして自立をしていました。そ
のバージョン2.0ということで「藩2.0」と名付けました。このようにし
て、多種多様で個性的な田舎を作っていければと思います。これ
が実現するには2050年や2100年までかかるかもしれませんが、
私はこのような日本のデザインが理想的ではないかと考えていま
す。（ここで、講演会では建築家の隈研吾さんが考える「真にグ
ローバルな人間とは」という話を紹介されている。「真にグローバ
ルな人間とは、英語が流暢に話せる人ではなく、一瞬でどんな人
とも友達になれる人である。」）

●いのちの話
　まずは、世界の問題についてシリア難民について取り上げま
す。2015年９月時点で、シリアから国外に避難している人々の数

は408万人います。シリアの人口
は2240万人であり、国内避難は
760万人、国外避難は408万人で
あることから、シリアでは人口の約
半数が避難民であることになりま
す。岡山県の人口は191万人、広
島県の人口は286万人であること
から、その規模の大きさは実感で
きるでしょう。 特に、シリアのアレッポという場所は、潘基文前国連
事務総長が「地獄」と同義語だと表現したくらい悲惨な状況に
なっています。私たちの多くは、この問題を見て見ぬふりをしてい
るのではないでしょうか。日本の難民の受け入れ人数は現在11
人です。約5000人が申請して、11人だけ申請が通ったそうです。
難民を受け入れることで日本の治安が悪化するなどの問題もあ
るでしょうが、こんなに困っている人たちを受け入れないというの
はどこか不自然に感じてしまいます。難民問題というのは日本人
にとって見過ごしがちですが、ぜひ心の隅に置いておいてもらい
たい問題だと思います。
　次に、世界の大きな問題としては所得格差が挙げられます。世
界人口の最富裕層にあたる１%が持っている資産は、世界にあ
る資産の48%に相当します。この１%に当たる富裕層の平均資
産は一人当たり約３億1600万円であり、人口の80%に当たる層
の平均資産は一人当たり約45万円となっています。さらに、この
所得格差は近年広がっていく傾向にあり、今後もさらに広がって
いくことが予想されています。
　次は、地球温暖化問題です。IPCC（国連気候変動に関する
政府間パネル）の第５次報告書では、今後100年間の温度上昇
は最大4.8℃と予測しています。これによって、異常気象は今まで
以上に多発し食糧問題が深刻化すると言われています。さらに、
海面の上昇により、50か国が水没するとも言われています。2016
年11月にパリ協定が発効されましたが、これは2050年までに２℃
未満にしようというものです。しかし、日本はこの協定の批准に遅
れをとるなど地球温暖化対策には消極的なように感じます。
　さらに、食糧問題も深刻です。世界で飢餓に苦しむ人は約８億
人います（2014年時点）。そして、５歳までに栄養不良が原因で
命を落とすこどもは310万人います。この食糧問題においては分
配が大きな問題になっています。先進国で多くの食料が消費さ
れ捨てられてしまっているということが、途上国での飢餓の問題
にも繋がっているのです。
　そして、最後に日本の問題についてです。日本は豊かになった
はずであるのに、心を病む人（うつ病、躁うつ病；110万人）、自殺
者数（年間３万人）が増えてきています。中でも日本の自殺率は
他の先進国と比べても非常に高いものとなっています。また、誰に
も看取られずに死んでいく独居老人の孤独死は年間３万2000
人であり、高齢化により自殺者数を上回ってきています。さらに、
NHK世論調査による、「今の日本の社会についてどう思います
か？」という問いに対して、こころにゆとりを持ちにくい社会だ、い
らいらすることが多い、自分のことばかり考えている人が多い、と
いった項目について「そう思う」と答えた人は６割から７割程度い
ました。このことから、日本は周りに対して冷たい社会、優しくない
社会になってきているのではないでしょうか。
　これらの問題を作ったのは、私たち大人の責任です。大変申し
訳ないと思います。皆さんにはこれらの問題を考え、ぜひ解決し
てほしいと思います。皆さんがこういった問題にショックを受けて、
社会を変えてやろうとするエネルギーがこれからの世の中を絶対
に良くするのだと思います。
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１．はじめに
　本学は、2015年度に岡山県の「おかやま大学生中山間地
域等研究・連携促進事業」の補助金を獲得し、岡山県笠岡市
に位置するいわゆる笠岡諸島の観光プラン作成に向けた調
査研究を、経営学部学生のべ15名が実施した。

２．調査研究の概要
　（１）調査 目的

　本調査は、笠岡諸島における観光事業の可能性につい
て調査研究することを目的とし、諸島の中でも、特に真鍋島
をその対象とした。
　（２）調査内容

　調査は、インターネット他による各種資料収集に加え、6回
の現地調査、1回のインターネットによる島観光に関するアン
ケート調査（回答700サンプル）を実施した。そして、真鍋島
の観光のあり方についての提言をまとめ、2016年3月25日真
鍋島ふるさとふれあいセンターにおいて、学生3名が地元島
民等20名を前にその内容を報告した。

３．調査結果の概要
　（１）学生から見た真鍋島の魅力

　学生たちは現地調査によって、まず真鍋島の魅力を整理
した。魅力をくくるキーワードとして、「猫」、「静かな環境」、
「家並み」、「五里五里という歴史背景」、「映画のロケに
なった小・中学校」、「何もない自然を満喫」などが出てきた。
またある学生は、その魅力をアピールする次のようなキャッチ
コピーを作成した。「瀬戸内海の中心で暇をもて遊ぶ」、「こ
の島くれば友達100匹できるかな（猫のこと：筆者註）」、「“何
もしない”を味わいつくせ」。さらに別の学生は、次のような地
図も作成した（図参照のこと）。

　（２）真鍋島の観光上の課題
　その一方で、観光において次のような課題があることがわ
かった。一つはJR笠岡駅から船乗り場までの道には看板は

あるものの、初めて訪れる人はそれに気づかず、道に迷う可
能性がある。もう一つは、真鍋島を巡る道、特に城跡や展望
所につながる遊歩道において、看板整備が必要であること
がわかった。所どころには不法投棄されたゴミ等も散乱して
いた。さらに大学生という視点から、若者の興味を引くところ
がないという意見も出た。

　（３）観光プラン作成に向けての提言
　以上を踏まえた上で、学生たちは整備が必要な遊歩道に
注目した。真鍋島に観光で訪れた人は、島内の名所・旧跡・
絶景スポットを巡る可能性が高いからである。本来であれば
その整備は笠岡市が行うべきなのだが、現状はわずかなお
金で島民にそれを委託しているそうである。しかし、高齢化
によってままならないというのが島の実情でもあった。学生た
ちは、そこでその整備を学生や観光客が一緒になってでき
る方法はないかと考えた。結果、打ち立てたのが、「地域の
課題解決と観光の融合」というコンセプトである。
　それは、島内外の人たちが義務やボランティアとして道整
備を行うのではなく、楽しみの要素を付け加え観光としても
立ち活かせながら、素敵な道を作ろうというものである。　
　例えば、島をLED、あるいはろうそくでイルミネーションした
り、島を巡る魚釣りマップの作成、島の人と一緒にご飯を作っ
たりと、何かを共に作り上げるという作業をしながら、遊歩道
も整備するという内容である。さらに、遊歩道で花植えを行
い、そこを花に包まれた道にしていくという構想も出された。
実際、近くの六島では水仙を植えるツアーを実施していると
いう。真鍋島でもそれが可能であると判断した。

４．おわりに
　以上、簡単ではあるが、本調査研究の概要について説明し
てきた。今回の調査が縁となって、2016年5月28日真鍋島小・中
学校・公民館合同運動会への協力参加という副産物も生むこ
とができた。さらに2016年度の同じ予算も獲得し、現在さらに調
査研究を継続しているところである。
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おかやま大学生中山間地域等研究・連携促進事業

笠岡諸島観光プラン等調査を実施して
調査分析担当者　経営学部　教授 三好　宏

　二松學舍大学との共同研究の一環として、昨年度から進めていた
「ショッピングモール」に関する研究の成 果として、ナカニシヤ出版から
2016年7月30日付で「ショッピングモールと地域」が出版された。本学か
らは、経営学部の教員5名が著者となり、第1部ショッピングモールから
みる地域社会を本学の教員、第2章蒲和重教授、第3章岡本輝代志、
第4章、第5章三好宏教授、第6章大東正虎准教授、第7章大石貴之
講師が担当した。出版記念の講演会を12月16日岡山商科大学地域交
流室で開催し、二松學舍大学渡辺和則前学長、江藤茂博文学部長、
本学からは、上記5名の著者、大﨑紘一副学長が出席し、約80名の参
加者を得て開催された。本学としても他大学との共同研究の成果発表会であり、一般の方々の参加を頂いて、盛会裏に終
えることができた。なお今後の共同研究の継続について江藤学部長から、引き続き著書の出版を考えながら次のテーマで
共同研究を継続することの提案があった。後日談ではあるが、「ショッピングモールと地域」の著書は好評で、多くの方々に読
まれているので、ナカニシヤ出版から、次の著書の出版を依頼されているとのご連絡を頂き、江藤学部長の提案を受けて、
次の共同研究を進めることになっている。

副学長　大﨑　紘一

井尻昭夫、江藤茂博、大﨑紘一、松本健太郎編

岡山商科大学　二松學舍大学　合同公開講演会

「ショッピングモールと地域」

▼合同公開講
演会

▼産学官連携
センター受託

研究

『ショッピングモールと地域』出版記念／ 2016年12月16日開催

＜プログラム＞
１． 開会の挨拶　　13：00～13：10
　 二松學舍大学　前学長　渡辺　和則 氏
　 岡山商科大学　副学長　大﨑　紘一

２． 基調講演　　　13：15～14：15
　 二松學舍大学　文学部長　教授　江藤　茂博 氏（第1章）
　 「ショッピングモールの隆盛が意味するもの：
　　　　歴史的地理空間のなかのショッピングモール」

３． 著書内容紹介　14：30～16：10
　 岡山商科大学
　 　経営学部　商学科　　教授　　蒲　和重　　（第2章）
　　　「大規模小売店舗に対する社会的要請と法律」
　 　経営学部　商学科　　教授　　岡本　輝代志（第3章）
　　　「商業投資額と自治体財政規模との関連性」
　 　経営学部　商学科　　教授　　三好　宏　　（第4,5章）
　　　「ショッピングモールと企業戦略：小売業態論の視角から」
　　　「ショッピングモールと地元商店街」
　 　経営学部　経営学科　准教授　大東　正虎　（第6章）
　　　「ショッピングモールと地域社会：交通問題を中心に」
　 　経営学部　商学科　　講師　　大石　貴之　（第7章）
　　　「地理学からみた商業環境とショッピングモール」

４． 今後の展開　　16：15～16：25
　 二松學舍大学
　 文学部長　 教授　江藤　茂博 氏

５． 閉会の挨拶　　16：25～16：30
　 岡山商科大学 副学長　大﨑　紘一

会場：岡山商科大学
　　　地域交流談話室（学生会館2階）
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１．はじめに
　本学は、2015年度に岡山県の「おかやま大学生中山間地
域等研究・連携促進事業」の補助金を獲得し、岡山県笠岡市
に位置するいわゆる笠岡諸島の観光プラン作成に向けた調
査研究を、経営学部学生のべ15名が実施した。

２．調査研究の概要
　（１）調査 目的

　本調査は、笠岡諸島における観光事業の可能性につい
て調査研究することを目的とし、諸島の中でも、特に真鍋島
をその対象とした。
　（２）調査内容

　調査は、インターネット他による各種資料収集に加え、6回
の現地調査、1回のインターネットによる島観光に関するアン
ケート調査（回答700サンプル）を実施した。そして、真鍋島
の観光のあり方についての提言をまとめ、2016年3月25日真
鍋島ふるさとふれあいセンターにおいて、学生3名が地元島
民等20名を前にその内容を報告した。

３．調査結果の概要
　（１）学生から見た真鍋島の魅力

　学生たちは現地調査によって、まず真鍋島の魅力を整理
した。魅力をくくるキーワードとして、「猫」、「静かな環境」、
「家並み」、「五里五里という歴史背景」、「映画のロケに
なった小・中学校」、「何もない自然を満喫」などが出てきた。
またある学生は、その魅力をアピールする次のようなキャッチ
コピーを作成した。「瀬戸内海の中心で暇をもて遊ぶ」、「こ
の島くれば友達100匹できるかな（猫のこと：筆者註）」、「“何
もしない”を味わいつくせ」。さらに別の学生は、次のような地
図も作成した（図参照のこと）。

　（２）真鍋島の観光上の課題
　その一方で、観光において次のような課題があることがわ
かった。一つはJR笠岡駅から船乗り場までの道には看板は

あるものの、初めて訪れる人はそれに気づかず、道に迷う可
能性がある。もう一つは、真鍋島を巡る道、特に城跡や展望
所につながる遊歩道において、看板整備が必要であること
がわかった。所どころには不法投棄されたゴミ等も散乱して
いた。さらに大学生という視点から、若者の興味を引くところ
がないという意見も出た。

　（３）観光プラン作成に向けての提言
　以上を踏まえた上で、学生たちは整備が必要な遊歩道に
注目した。真鍋島に観光で訪れた人は、島内の名所・旧跡・
絶景スポットを巡る可能性が高いからである。本来であれば
その整備は笠岡市が行うべきなのだが、現状はわずかなお
金で島民にそれを委託しているそうである。しかし、高齢化
によってままならないというのが島の実情でもあった。学生た
ちは、そこでその整備を学生や観光客が一緒になってでき
る方法はないかと考えた。結果、打ち立てたのが、「地域の
課題解決と観光の融合」というコンセプトである。
　それは、島内外の人たちが義務やボランティアとして道整
備を行うのではなく、楽しみの要素を付け加え観光としても
立ち活かせながら、素敵な道を作ろうというものである。　
　例えば、島をLED、あるいはろうそくでイルミネーションした
り、島を巡る魚釣りマップの作成、島の人と一緒にご飯を作っ
たりと、何かを共に作り上げるという作業をしながら、遊歩道
も整備するという内容である。さらに、遊歩道で花植えを行
い、そこを花に包まれた道にしていくという構想も出された。
実際、近くの六島では水仙を植えるツアーを実施していると
いう。真鍋島でもそれが可能であると判断した。

４．おわりに
　以上、簡単ではあるが、本調査研究の概要について説明し
てきた。今回の調査が縁となって、2016年5月28日真鍋島小・中
学校・公民館合同運動会への協力参加という副産物も生むこ
とができた。さらに2016年度の同じ予算も獲得し、現在さらに調
査研究を継続しているところである。
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おかやま大学生中山間地域等研究・連携促進事業

笠岡諸島観光プラン等調査を実施して
調査分析担当者　経営学部　教授 三好　宏

　二松學舍大学との共同研究の一環として、昨年度から進めていた
「ショッピングモール」に関する研究の成 果として、ナカニシヤ出版から
2016年7月30日付で「ショッピングモールと地域」が出版された。本学か
らは、経営学部の教員5名が著者となり、第1部ショッピングモールから
みる地域社会を本学の教員、第2章蒲和重教授、第3章岡本輝代志、
第4章、第5章三好宏教授、第6章大東正虎准教授、第7章大石貴之
講師が担当した。出版記念の講演会を12月16日岡山商科大学地域交
流室で開催し、二松學舍大学渡辺和則前学長、江藤茂博文学部長、
本学からは、上記5名の著者、大﨑紘一副学長が出席し、約80名の参
加者を得て開催された。本学としても他大学との共同研究の成果発表会であり、一般の方々の参加を頂いて、盛会裏に終
えることができた。なお今後の共同研究の継続について江藤学部長から、引き続き著書の出版を考えながら次のテーマで
共同研究を継続することの提案があった。後日談ではあるが、「ショッピングモールと地域」の著書は好評で、多くの方々に読
まれているので、ナカニシヤ出版から、次の著書の出版を依頼されているとのご連絡を頂き、江藤学部長の提案を受けて、
次の共同研究を進めることになっている。

副学長　大﨑　紘一

井尻昭夫、江藤茂博、大﨑紘一、松本健太郎編

岡山商科大学　二松學舍大学　合同公開講演会

「ショッピングモールと地域」

▼合同公開講
演会

▼産学官連携
センター受託

研究

『ショッピングモールと地域』出版記念／ 2016年12月16日開催

＜プログラム＞
１． 開会の挨拶　　13：00～13：10
　 二松學舍大学　前学長　渡辺　和則 氏
　 岡山商科大学　副学長　大﨑　紘一

２． 基調講演　　　13：15～14：15
　 二松學舍大学　文学部長　教授　江藤　茂博 氏（第1章）
　 「ショッピングモールの隆盛が意味するもの：
　　　　歴史的地理空間のなかのショッピングモール」

３． 著書内容紹介　14：30～16：10
　 岡山商科大学
　 　経営学部　商学科　　教授　　蒲　和重　　（第2章）
　　　「大規模小売店舗に対する社会的要請と法律」
　 　経営学部　商学科　　教授　　岡本　輝代志（第3章）
　　　「商業投資額と自治体財政規模との関連性」
　 　経営学部　商学科　　教授　　三好　宏　　（第4,5章）
　　　「ショッピングモールと企業戦略：小売業態論の視角から」
　　　「ショッピングモールと地元商店街」
　 　経営学部　経営学科　准教授　大東　正虎　（第6章）
　　　「ショッピングモールと地域社会：交通問題を中心に」
　 　経営学部　商学科　　講師　　大石　貴之　（第7章）
　　　「地理学からみた商業環境とショッピングモール」

４． 今後の展開　　16：15～16：25
　 二松學舍大学
　 文学部長　 教授　江藤　茂博 氏

５． 閉会の挨拶　　16：25～16：30
　 岡山商科大学 副学長　大﨑　紘一

会場：岡山商科大学
　　　地域交流談話室（学生会館2階）
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フィールドスタディの
取り組み
　本学は、「地学地就」、つまり地域に関する知識を有する人材育成及び学生の
現場力、地域力を高めることなど、実践教育活動を必要欠くべからざるものと考
えています。こうした考えにもとづき地域実践活動を学生参画型で行うことによ
り、本学の学生の実践教育、教員の教育・研究活動をより多くの方に知っていただ
き、地域のみなさまとのさらなる連携を実現していきたいと思います。

笠岡諸島

�湯原温泉郷「6.26露天風呂の日」
2016.6.26　湯原温泉郷
商学科：5名　交換留学生：1名
●6.26露天風呂の日実行委員会
（湯原町旅館協同組合）から依頼
をうけ、会場準備と運営参加。神
官や巫女役として、行事にも携わ
る。
経営学部
岸田　芳朗　教授　

�観光地計画論
2016.8.5～8、2016.8.7～10
岡山県真庭市蒜山高原、岡山県真庭市湯原温泉
経営学科４名、商学科６名
●蒜山高原の道の駅で職場実習を実施。
●観光施設に対するインタビュー調査を実施し、今後の活性化策につい
て提案した。
●湯原温泉で行われる地域の祭り
に運営スタッフとして参加した。
●湯原温泉の旅館経営者に対する
インタビュー調査や座談会を実施
し、今後の活性化策についてまと
めた。
経営学部
大石　貴之　講師　

�博物館資料の取り扱い ―古文書・典籍―
2016.7.1　岡山県立記録資料館（岡山市）
博物館実習（４年次）  履修生３名（経営学部２名・法学部１名）
●資料館の記録資料の取り扱い方、
整理・調査方法等を学生自ら体
験。

経営学部
柳瀨　昭彦　特任教授　

�エコナイト
2016.7.8　奉還町商店街
学生有志9名
●パネル展示、コンテナにアヒルを
放飼し、市民が触れ合えるブースを
設置。無農薬で作られた野菜の販
売や「リユースをゲームで！」として、
家庭で不要になったものを集め、射的の景品とするゲーム行った。

経営学部
岸田　芳朗　教授

�博物館見学実習
2016.9.16・23・30、10.7
つやま自然のふしぎ館・奈義町現代美術館、
広島県立歴史博物館・ふくやま美術館（福山市）、
地中美術館・家プロジェクト

（香川県直島町）、
姫路市立水族館・姫路市立動物園
博物館実習（４年次）
履修生３名（経営学部２名・法学部１名）

�岡山商工会議所小規模事業者支援推進事業
　 新発想ワークショップ
2016.9.26/10.6、10.4、10.16、10.19、12.1、12.27
ソバラ屋文具店、㈱モダン・プロ、FreeDesign㈱の各事業所、
本学（(有)サトハル、香喜心、池田電業(株)）
商学科：26名
商学研究科：1名
●空いてる2階の活用法、新製品の
販路開拓等各社が今現在抱えて
いる課題の解決策を、従業員と学
生が一緒になってブレーンストーミ
ングとKJ法によってまとめた。
経営学部
三好　宏　教授

�社祭り（式内八社の大祭）
2016.10.9　真庭市社地区
法学科：4名　経営学科：1名
商学科：2名
●真庭市から神輿の担ぎ手がいな
いと依頼があり、「社祭り（式内八
社の大祭）」の運営協力。地域の
方と共に他大学の学生とまじっ
て、巫女役や神輿を担いで回り、
地域の文化や伝統にふれた。

産学官連携センター　
�第7回発想法ワークショップ
　(岡山商工会議所共催)
2016.10.1　岡山商科大学
商学科：9名
●岡山商工会議所との共催する異
業種交流型の研修に学生を参
加させるもの。

●社会人に交じり、新顧客を引きつ
ける方法をテーマに、ブレーンス
トーミングとKJ法をおこなった。
経営学部
三好　宏　教授
大東　正虎　准教授　

�備中県民局
　人づくり地域づくり応援隊事業
2016.10.15/16、2016.1113　矢掛町
商学科：2名
●矢掛町地域おこし協力隊がコー
ディネートする、県内大学生が矢掛
町に宿泊滞在しまちの魅力をSNS
で情報発信したり、課題を検討した
りするワークショップに参加。
経営学部
三好　宏　教授　

�キッズマネー教室
　 コンソーシアム岡山「日ようび子ども大学」
　 での実施
2016.6.5開催　2015.11.12～2016.2.26の期間
岡山県生涯学習センター（岡山市）
経営学部商学科
1年生８名、２年生１４名、３．４年生有志３名

�ＦＰコース・会社見学会
2016.9.13
日本銀行岡山支店、ＳＭＢＣ日興証券岡山支店
商学科ＦＰコース２年生：6名
●日本銀行岡山支店において岡山県の経済動向や金融政策等の最新
情報についてのヒアリング調査を実施した。

●ＳＭＢＣ日興証券岡山支店にお
いて、証券会社の業務内容等に
ついてのレクチャー、営業フロア
見学等を実施した。

経営学部
鳴滝　善計　教授
海宝　賢一郎　准教授　

�若者による少子化対策
　 プロジェクト①
2016.6.4　津山市圏域雇用労働センター（津山市）
経済学科：6名
●行政主導の婚活支援を
調査するため、「縁結びサ
ポーター登録研修」に参
加。
経済学部
國光　類　講師　

�キッズマネー教室
吉備信用金庫、総社市こども課他が共同開催する
支援事業「地域における子育て支援サービスの充実」
活動への参加。
2016.8.8開催　2016.4.14～2016.7.21の期間
吉備信用金庫（総社市）
経営学部商学科
1年生６名、２年生８名、３．４年生有志４名
●16年度前期基礎、教養演習で金
融リテラシーマップに基づく課題
の設定。
●シナリオやプレゼンテーション資料
作成。

●当日実施。
経営学部
髙林　宏一　教授

�博物館学外実習
夏期休暇中の５～８日間
岡山県立博物館（岡山市）、大原美術館、
岡山シティミュージアム
博物館実習（４年次）
履修生３名（経営学部２名・法学部１名）
●履修学生が希望する博物館で５～８日間の実務研修を受け入れてもらう。
●学生は学芸員としての基礎を実地に学ぶ。
●後日、授業で各自体験内容を発表。
経営学部
柳瀨　昭彦　特任教授　

�ＦＰコース・定例合宿
　～空き家再生に関する現地調査～
2016.8.21～8.22
尾道市街地（尾道市）、国土交通省中国地方整備局（広島市）
商学科ＦＰコース生有志：4名
●ＮＰＯ法人尾道空き家再生プロジェクト
　による再生物件の視察およびＮＰＯ法人へ
のヒアリング調査を実施した。
●国土交通省中国地方整備局にて、中国地
方における中古住宅活性化に向けた取り
組みに関するヒアリング調査を実施した。

●調査結果を報告会にて発表。
経営学部
海宝　賢一郎　准教授
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�テーマパークデザイン論
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2016.8.29～9.1　徳島県名西郡神山町
経営学科５名、商学科３名、短期留学生２名
●神山町の地域づくりに関する様々な場所や人々の様子を観察し、情
報収集を実施した。

●神山町への移住者や、地域住民に対するインタビュー調査を行った。
●調査結果を取りまとめ、現地で
　発表会を行った。
経営学部
三好　宏　教授
（馬淵　キノエ　特任教授）
ソ　ユンゾン　講師
大石　貴之　講師

�キッズビジネスパーク
2016.8.28　岡山ふれあいセンター
法学科1名、経済学科2名、経営学科14名、商学科11名
●学生が店長となって、企業の方や
高校生と共に一つの職業ブース
を運営し、子どもたちの就業体験
のサポートを行うことにより、子ど
もを通して働くことや社会の仕組
みについて学習する。
経営学部
海宝　賢一郎　准教授

�海田天日干し番茶プロジェクトへの協力
2016.8.2～8.7　美作市海田地区
商学科：6名　経営学科：1名
●伝統的番茶製法と茶畑景観の
保存に取り組む地元団体の番茶
製作イベントへ協力。

●袋詰めした番茶を学祭、近隣のイ
ベント等での販売も行う。
経営学部　三好　宏　教授　

�フィールドスタディ（国際観光論）
2016.11.6　島根県浜田市三隅町『石州和紙会館』
国際観光論の受講生33名
●和紙の歴史や製造工程を学ぶ。
●手すき和紙体験。
経営学部
ソ　ユンゾン　講師　
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●1５年度後期基礎、教養演習で金
融リテラシーマップに基づく課題
の設定。
●シナリオやプレゼンテーション資料
作成。

●会場設営・進行・運営等
経営学部　髙林　宏一　教授

�岡山中央卸売市場「いちば大学」
2016.12.3　岡山市中央卸売市場
法学科3名、経済学科6名、経営学科2名、商学科9名
●水産物や青果物市場のせり売り
や食品の衛生管理、市場の現状
について話を伺い、貴重な旬のも
のを頂きながら、卸売市場の役割
や流通の仕組みなどを学習する。
経営学部
大東　正虎　准教授
海宝　賢一郎　准教授
産学官連携センター　

�社会人基礎力育成グランプリ
2016.12.4　松山大学（愛媛県松山市）
経済学科：3名
●「若者による少子化対策プロジェ
クト」の活動報告。準優秀賞（中・
四国地区2位）を受賞。

経済学部
國光　類　講師
井尻　裕之　講師　

�経済学部留学生オリエンテーション
2016.12.10　閑谷学校（備前市）
経済学科留学生：約40名
●伝統ある講堂（国宝）において、
昔ながらの学習を体験。プロの陶
芸家の指導のもと、備前焼を体
験。

経済学部
國光　類　講師

�第12回岡山地区ＥＳＤフェスティバル
2017.1.28～29　岡山市立京山公民館
商学科：3名　留学生：2名
●ESD（持続可能な開発のための
教育）への理解を進めるために岡
山市京山地区ESD推進協議会
などと共に中国文化の発表やス
タンプラリーを実施。また、茶畑維
持活動をしている美作市海田地
区の天日干し番茶を販売。

経営学部
大﨑　紘一　教授

�基礎演習（２年ゼミ）
2017.2.4　岡山県備前市伊部地区
　　　　　　（備前焼ミュージアムほか）
商学科２名
●備前焼ミュージアムにおいて、備
前焼の概要や歴史について説明
を受けた。
●窯元において、備前焼の製作現
場を見学し、販売方法やその特
徴について説明を受けた。

●備前焼の製作体験を実施した。
経営学部
大石　貴之　講師

�笠岡諸島における観光の可能性に関する
　 調査研究（おかやま大学生中山間地域等
　 研究・連携促進事業）
2017.2.27
2017.3.1～5、13、20～21、24
笠岡諸島地域（高島、白石島、
北木島、真鍋島、飛島、六島）
延べ21名（商学科）
●笠岡諸島に関する観光プラン作
成のため、現地踏査やNPO組
織、旅館関係者他にヒアリングを
行う。

経営学部
三好　宏　教授
大石　貴之　講師

●単なる展示見学ではなく、バックヤードを含め
た博物館機能や内容についての、専門学芸
員の解説・説明及び質疑応答による研修。
経営学部
柳瀨　昭彦　特任教授

�真鍋島小・中学校・公民館
　 合同運動会への参加

●中学生が1人となった運動会を
盛り上げるため、真鍋島公民館
長からの依頼により協力参加し
た。
●中学生と一緒になって二人三
脚、我々だけのしっぽとりゲーム
を含め、競技具の準備片づけ等も補助した。
●終了後は島の人たちによる神社への遊歩道整備活動にも協力した。
経営学部
三好　宏　教授　

2016.5.28
笠岡市真鍋島
商学科：７名、経営学科：1名

�若者による少子化対策
　プロジェクト②
2016.11.24
おかやま出会い・結婚サポートセンター（岡山市）
経済学科：4名
●結婚サポート事業に対する意見
交換会を実施。若者の意識と10
年先の長期ビジョンを提案。

経済学部
國光　類　講師　

�フィールドスタディ（国際観光論）
2016.11.19　宮島『厳島神社』
国際観光論の受講生48名
●大鳥居、千畳閣、五重塔、多宝塔、大願寺など宮島の主要な観光資
源の調査。

経営学部
ソ　ユンゾン　講師　

�
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フィールドスタディの
取り組み
　本学は、「地学地就」、つまり地域に関する知識を有する人材育成及び学生の
現場力、地域力を高めることなど、実践教育活動を必要欠くべからざるものと考
えています。こうした考えにもとづき地域実践活動を学生参画型で行うことによ
り、本学の学生の実践教育、教員の教育・研究活動をより多くの方に知っていただ
き、地域のみなさまとのさらなる連携を実現していきたいと思います。

笠岡諸島

�湯原温泉郷「6.26露天風呂の日」
2016.6.26　湯原温泉郷
商学科：5名　交換留学生：1名
●6.26露天風呂の日実行委員会
（湯原町旅館協同組合）から依頼
をうけ、会場準備と運営参加。神
官や巫女役として、行事にも携わ
る。
経営学部
岸田　芳朗　教授　

�観光地計画論
2016.8.5～8、2016.8.7～10
岡山県真庭市蒜山高原、岡山県真庭市湯原温泉
経営学科４名、商学科６名
●蒜山高原の道の駅で職場実習を実施。
●観光施設に対するインタビュー調査を実施し、今後の活性化策につい
て提案した。
●湯原温泉で行われる地域の祭り
に運営スタッフとして参加した。
●湯原温泉の旅館経営者に対する
インタビュー調査や座談会を実施
し、今後の活性化策についてまと
めた。
経営学部
大石　貴之　講師　

�博物館資料の取り扱い ―古文書・典籍―
2016.7.1　岡山県立記録資料館（岡山市）
博物館実習（４年次）  履修生３名（経営学部２名・法学部１名）
●資料館の記録資料の取り扱い方、
整理・調査方法等を学生自ら体
験。
経営学部
柳瀨　昭彦　特任教授　

�エコナイト
2016.7.8　奉還町商店街
学生有志9名
●パネル展示、コンテナにアヒルを
放飼し、市民が触れ合えるブースを
設置。無農薬で作られた野菜の販
売や「リユースをゲームで！」として、
家庭で不要になったものを集め、射的の景品とするゲーム行った。

経営学部
岸田　芳朗　教授

�博物館見学実習
2016.9.16・23・30、10.7
つやま自然のふしぎ館・奈義町現代美術館、
広島県立歴史博物館・ふくやま美術館（福山市）、
地中美術館・家プロジェクト

（香川県直島町）、
姫路市立水族館・姫路市立動物園
博物館実習（４年次）
履修生３名（経営学部２名・法学部１名）

�岡山商工会議所小規模事業者支援推進事業
　 新発想ワークショップ
2016.9.26/10.6、10.4、10.16、10.19、12.1、12.27
ソバラ屋文具店、㈱モダン・プロ、FreeDesign㈱の各事業所、
本学（(有)サトハル、香喜心、池田電業(株)）
商学科：26名
商学研究科：1名
●空いてる2階の活用法、新製品の
販路開拓等各社が今現在抱えて
いる課題の解決策を、従業員と学
生が一緒になってブレーンストーミ
ングとKJ法によってまとめた。
経営学部
三好　宏　教授

�社祭り（式内八社の大祭）
2016.10.9　真庭市社地区
法学科：4名　経営学科：1名
商学科：2名
●真庭市から神輿の担ぎ手がいな
いと依頼があり、「社祭り（式内八
社の大祭）」の運営協力。地域の
方と共に他大学の学生とまじっ
て、巫女役や神輿を担いで回り、
地域の文化や伝統にふれた。

産学官連携センター　
�第7回発想法ワークショップ
　(岡山商工会議所共催)
2016.10.1　岡山商科大学
商学科：9名
●岡山商工会議所との共催する異
業種交流型の研修に学生を参
加させるもの。
●社会人に交じり、新顧客を引きつ
ける方法をテーマに、ブレーンス
トーミングとKJ法をおこなった。
経営学部
三好　宏　教授
大東　正虎　准教授　

�備中県民局
　人づくり地域づくり応援隊事業
2016.10.15/16、2016.1113　矢掛町
商学科：2名
●矢掛町地域おこし協力隊がコー
ディネートする、県内大学生が矢掛
町に宿泊滞在しまちの魅力をSNS
で情報発信したり、課題を検討した
りするワークショップに参加。
経営学部
三好　宏　教授　

�キッズマネー教室
　 コンソーシアム岡山「日ようび子ども大学」
　 での実施
2016.6.5開催　2015.11.12～2016.2.26の期間
岡山県生涯学習センター（岡山市）
経営学部商学科
1年生８名、２年生１４名、３．４年生有志３名

�ＦＰコース・会社見学会
2016.9.13
日本銀行岡山支店、ＳＭＢＣ日興証券岡山支店
商学科ＦＰコース２年生：6名
●日本銀行岡山支店において岡山県の経済動向や金融政策等の最新
情報についてのヒアリング調査を実施した。

●ＳＭＢＣ日興証券岡山支店にお
いて、証券会社の業務内容等に
ついてのレクチャー、営業フロア
見学等を実施した。
経営学部
鳴滝　善計　教授
海宝　賢一郎　准教授　

�若者による少子化対策
　 プロジェクト①
2016.6.4　津山市圏域雇用労働センター（津山市）
経済学科：6名
●行政主導の婚活支援を
調査するため、「縁結びサ
ポーター登録研修」に参
加。

経済学部
國光　類　講師　

�キッズマネー教室
吉備信用金庫、総社市こども課他が共同開催する
支援事業「地域における子育て支援サービスの充実」
活動への参加。
2016.8.8開催　2016.4.14～2016.7.21の期間
吉備信用金庫（総社市）
経営学部商学科
1年生６名、２年生８名、３．４年生有志４名
●16年度前期基礎、教養演習で金
融リテラシーマップに基づく課題
の設定。
●シナリオやプレゼンテーション資料
作成。

●当日実施。
経営学部
髙林　宏一　教授

�博物館学外実習
夏期休暇中の５～８日間
岡山県立博物館（岡山市）、大原美術館、
岡山シティミュージアム
博物館実習（４年次）
履修生３名（経営学部２名・法学部１名）
●履修学生が希望する博物館で５～８日間の実務研修を受け入れてもらう。
●学生は学芸員としての基礎を実地に学ぶ。
●後日、授業で各自体験内容を発表。
経営学部
柳瀨　昭彦　特任教授　

�ＦＰコース・定例合宿
　～空き家再生に関する現地調査～
2016.8.21～8.22
尾道市街地（尾道市）、国土交通省中国地方整備局（広島市）
商学科ＦＰコース生有志：4名
●ＮＰＯ法人尾道空き家再生プロジェクト
　による再生物件の視察およびＮＰＯ法人へ
のヒアリング調査を実施した。
●国土交通省中国地方整備局にて、中国地
方における中古住宅活性化に向けた取り
組みに関するヒアリング調査を実施した。

●調査結果を報告会にて発表。
経営学部
海宝　賢一郎　准教授
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2016.8.29～9.1　徳島県名西郡神山町
経営学科５名、商学科３名、短期留学生２名
●神山町の地域づくりに関する様々な場所や人々の様子を観察し、情
報収集を実施した。
●神山町への移住者や、地域住民に対するインタビュー調査を行った。
●調査結果を取りまとめ、現地で
　発表会を行った。
経営学部
三好　宏　教授
（馬淵　キノエ　特任教授）
ソ　ユンゾン　講師
大石　貴之　講師

�キッズビジネスパーク
2016.8.28　岡山ふれあいセンター
法学科1名、経済学科2名、経営学科14名、商学科11名
●学生が店長となって、企業の方や
高校生と共に一つの職業ブース
を運営し、子どもたちの就業体験
のサポートを行うことにより、子ど
もを通して働くことや社会の仕組
みについて学習する。
経営学部
海宝　賢一郎　准教授

�海田天日干し番茶プロジェクトへの協力
2016.8.2～8.7　美作市海田地区
商学科：6名　経営学科：1名
●伝統的番茶製法と茶畑景観の
保存に取り組む地元団体の番茶
製作イベントへ協力。
●袋詰めした番茶を学祭、近隣のイ
ベント等での販売も行う。
経営学部　三好　宏　教授　

�フィールドスタディ（国際観光論）
2016.11.6　島根県浜田市三隅町『石州和紙会館』
国際観光論の受講生33名
●和紙の歴史や製造工程を学ぶ。
●手すき和紙体験。
経営学部
ソ　ユンゾン　講師　

▼フィールド
スタディ

岡山県

�
��

��

�

�

�

�
�

����
����
���　

��

�

�

●1５年度後期基礎、教養演習で金
融リテラシーマップに基づく課題
の設定。
●シナリオやプレゼンテーション資料
作成。
●会場設営・進行・運営等
経営学部　髙林　宏一　教授

�岡山中央卸売市場「いちば大学」
2016.12.3　岡山市中央卸売市場
法学科3名、経済学科6名、経営学科2名、商学科9名
●水産物や青果物市場のせり売り
や食品の衛生管理、市場の現状
について話を伺い、貴重な旬のも
のを頂きながら、卸売市場の役割
や流通の仕組みなどを学習する。
経営学部
大東　正虎　准教授
海宝　賢一郎　准教授
産学官連携センター　

�社会人基礎力育成グランプリ
2016.12.4　松山大学（愛媛県松山市）
経済学科：3名
●「若者による少子化対策プロジェ
クト」の活動報告。準優秀賞（中・
四国地区2位）を受賞。

経済学部
國光　類　講師
井尻　裕之　講師　

�経済学部留学生オリエンテーション
2016.12.10　閑谷学校（備前市）
経済学科留学生：約40名
●伝統ある講堂（国宝）において、
昔ながらの学習を体験。プロの陶
芸家の指導のもと、備前焼を体
験。

経済学部
國光　類　講師

�第12回岡山地区ＥＳＤフェスティバル
2017.1.28～29　岡山市立京山公民館
商学科：3名　留学生：2名
●ESD（持続可能な開発のための
教育）への理解を進めるために岡
山市京山地区ESD推進協議会
などと共に中国文化の発表やス
タンプラリーを実施。また、茶畑維
持活動をしている美作市海田地
区の天日干し番茶を販売。

経営学部
大﨑　紘一　教授

�基礎演習（２年ゼミ）
2017.2.4　岡山県備前市伊部地区
　　　　　　（備前焼ミュージアムほか）
商学科２名
●備前焼ミュージアムにおいて、備
前焼の概要や歴史について説明
を受けた。
●窯元において、備前焼の製作現
場を見学し、販売方法やその特
徴について説明を受けた。

●備前焼の製作体験を実施した。
経営学部
大石　貴之　講師

�笠岡諸島における観光の可能性に関する
　 調査研究（おかやま大学生中山間地域等
　 研究・連携促進事業）
2017.2.27
2017.3.1～5、13、20～21、24
笠岡諸島地域（高島、白石島、
北木島、真鍋島、飛島、六島）
延べ21名（商学科）
●笠岡諸島に関する観光プラン作
成のため、現地踏査やNPO組
織、旅館関係者他にヒアリングを
行う。

経営学部
三好　宏　教授
大石　貴之　講師

●単なる展示見学ではなく、バックヤードを含め
た博物館機能や内容についての、専門学芸
員の解説・説明及び質疑応答による研修。
経営学部
柳瀨　昭彦　特任教授

�真鍋島小・中学校・公民館
　 合同運動会への参加

●中学生が1人となった運動会を
盛り上げるため、真鍋島公民館
長からの依頼により協力参加し
た。
●中学生と一緒になって二人三
脚、我々だけのしっぽとりゲーム
を含め、競技具の準備片づけ等も補助した。
●終了後は島の人たちによる神社への遊歩道整備活動にも協力した。
経営学部
三好　宏　教授　

2016.5.28
笠岡市真鍋島
商学科：７名、経営学科：1名

�若者による少子化対策
　プロジェクト②
2016.11.24
おかやま出会い・結婚サポートセンター（岡山市）
経済学科：4名
●結婚サポート事業に対する意見
交換会を実施。若者の意識と10
年先の長期ビジョンを提案。
経済学部
國光　類　講師　

�フィールドスタディ（国際観光論）
2016.11.19　宮島『厳島神社』
国際観光論の受講生48名
●大鳥居、千畳閣、五重塔、多宝塔、大願寺など宮島の主要な観光資
源の調査。
経営学部
ソ　ユンゾン　講師　

�
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　2016年5月28日、笠岡市
真鍋島における小学校・中
学校・公民館合同運動会に
留学生2名を含む学生8名
が参加し、心地よい汗を流
しながら地域貢献を果たし
てきた。これは、真鍋島での
観光プラン作成調査活動
で面識ができた島の公民館長から、運動会への協力要請が
あったことにより実現したものである。というのも、同島の中学在
校生が1人になり単体での運動会が成り立たず、小学校や公
民館との共同開催としているが、島全体でも若者の減少という
現状があり、ぜひ元気な大学生も一緒にという依頼となったの
である。我々はこの要請に快く応じただけではなく、商学科が
実施する徳島県神山町でのフィールドスタディでお世話になっ
ている株式会社リレイションや笠岡商業高校にも声かけをし、
その方々の協力参加も得ることができた。
　学生たちは、中学生と合同の「二人三脚」、我々だけの「しっ
ぽとりゲーム」、各種年代が入り混じったパン食い競争・リレー
等の競技に参加した。また、それ以外にもプログラム進行のお
手伝いや道具類の片づけ等も積極的に行った。天候は雨交じ

りで今一つだったが、運動会自体は大いに盛り上がり、島民の
方からは久々若い人が多い運動会であったと高評価を頂戴し
た。
　さらに午後からは、島にあるふれあいパークや神社へと続く
海辺の遊歩道が、雨のため通りにくくなっているのを整備する
作業も、若い力で手伝った。
　学生たちは、こうした体験を通じて少子高齢化が引き起こす
地域の課題や、それらを住民たち自ら解決しなければならない
という、地域づくりの困難さについて生きた学習をすることがで
きたのではないかと思う。今後も単に調査等で地域と関わるだ
けではなく、なにがしかのお役に立てる活動も積極的に取り組
んでいくつもりである。

中学生と共に二人三脚

茶葉の刈り取り

茶葉を大釜で煮出す

地域の方と綱引き 遊歩道整備のお手伝い

2016年度経済学部ゼミ対抗プレゼンテーション大会

　商学科三好ゼミ3年生
は、現在地域の課題解決
に向けてのプロジェクトに
取り組んでいる。それは、美
作市海田地区で生産され
た番茶を販売するというも
のである。そもそもこうした
活動に取り組むようになっ

たのは、同地区での番茶作りイベントに学生を派遣してもらえ
ないかという依頼がきっかけである。
　協力依頼があった団体
とは、名称を「海田天日干し
番茶」プロジェクトといい、
室町時代から続く伝統的
番茶製法と茶畑の景観保
存に取り組んでいる地元の
組織である。同地区はもとも
と番茶づくりが盛んであっ

たが、嗜好の変化や高齢化によって耕作放棄の茶畑が増えて
来たという。それをなんとか食い止めたいという有志たちの組
織である。
　番茶作りイベントへは、2016年8月2日～7日、三好ゼミ3年生を
中心にのべ学生7名が参加した。作業は、朝6時半から茶葉を
刈り取ることから始まり、刈った茶葉を大釜で煮た後天日干しを
行う。2日ほど干す間に、その釜の煮え湯を数回かけるというの
が、海田番茶の独特な製法だそうだ。
　学生たちは、こうした活動を維持発展させるためには、やは
り作った番茶が売れて活動資金が獲得できなければ難しいと
いうことを、地元の方 と々交流する中で痛感した。その結果、現
在は海田番茶をいかに売るかということに取り組んでいる。こ
れまで、大学祭や津島小学校でのイベント他において販売活
動を行った。もちろん、そう簡単には売れないという現実に直面
しているのも事実である。しかし、この販売の困難さを克服しよ
うとする学生たちの工夫や努力の過程が、ビジネスによって地
域課題の解決を実現できるのだという貴重な学習の機会と
なっていることは間違いない。

経営学部　教授　三好　宏　

経営学部　教授　三好　宏　

▼フィールド
スタディ

瀬戸内海の中心で汗をかく～真鍋島合同運動会への参加～ 第2回フィールドスタディ報告会について

プレゼンテーション大会について
ビジネスの力で地域貢献～海田番茶販売大作戦～
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１． 報告会の目的
　経営学部商学科では、学科教育の方針の一つとして
フィールドスタディに特に力を入れている。今後もこの取り組み
をさらに進展させるために、主に1年生に対しその内容の報
告会を、以下の要領で昨年に続き開催した。

２． 報告会の概要
　①日　時：2016年11月24日　14：40～16：10
　②場　所：7号館773教室
　③参加者：学生約100名、高校教員 2名、
　　　　　　学科教員他学内関係者18名
　④報告者：１）空き家対策研究チーム　学生 3名　
　　　　　　　（担当：海宝准教授）
　　　　　　２）学芸員チーム　学生2名
　　　　　　　（担当：栁瀨特任教授）
　　　　　　３）観光実習チーム　学生1名
　　　　　　　（担当：大石講師）
　　　　　　４）他に、報告する学生が授業中の関係で
　　　　　　　岸田教授、三好が報告を行った

　⑤内　容：各フィールドスタディの概要、目的、成果、
　　　　　　今後の課題等を、パワーポイントを用いて
　　　　　　報告。出席者には、そのスライドを印字した
　　　　　　ものを資料として配布。

３． 今回の特徴
　今回の特徴は、報告を学生主体で行うことであった。前回
は準備期間を十分に確保することができず、教員主体のもの
となってしまったことへの反省からである。報告会は下級生に
次年度の活動に積極的に参加させることを主目的としている
が、同時に報告する学生のプレゼンテーション能力の向上に
も役立つ。この意味で、今回の報告会はどの学生も適切にプ
レゼンテーションを行ったことから、ひとまず成功を収めたとい
えるだろう。なお、報告会には鴨方高校と笠岡商業の教員2名
の参加を頂戴した。また、参
加には至らなかったが、当
日配布した資料を請求され
た高校が7校あったことを
併記しておく。

　経済学部では2016年11月24日にゼミ対抗プレゼンテーショ
ン大会を開催いたしました。本大会は所属ゼミへの学生の帰
属意識を高め、ゼミ生同士の交流・親睦を深めながら、協調
性やプレゼン力などを磨くことを目的として2012年より毎年開
催し今年度で5回目を迎えました。また、準備、発表、当日のプ
ログラム運営に至るまで学生が中心になって行っています。今
年度は14ゼミ中11ゼミが発表し、3ゼミが準備・当日運営に当
たりました。発表ゼミ数はこれまでで最多です。また、数のみな
らず、年々内容も幅広く中身の濃いものに、加えて、プレゼン
テーションでの発表資料や話し方についてもレベルアップされ
てきています。発表テーマは「中国の労働市場」（駿河）、「選
挙の怖さ」（山根）、「本当に分る？偽ブランド」（三谷）、「ゲー
ム理論を使って浮気を回避できるか？」（加藤）、「電子マネー

使っていますか？脚光あびるモバイル決済」（田中康秀）、「ア
ジア四大妖術」（田中勝次）、「ゼロから始める農業生活」（佐
藤）、「西洋史・大航海時代」（両角）、「若者視点の少子化対
策プロジェクト」（國光）、「30年間の日本マクロ経済の変遷に
ついて」（山下）、「スマホによる経済効果の将来の展望（日本
と中国の比較）」（井尻）【※（）内はゼミ指導教員（敬称略）】
と多彩でした。学生の投票の結果、1位は両角ゼミ、2位は田
中康秀ゼミ、3位は佐藤ゼミと國光ゼミ、努力賞は駿河ゼミ、デ
ザイン賞は加藤ゼミに対して、大会後の懇親会で表彰いたし
ました。商大経済学部生のポテンシャルの高さが目に見える
形で現れた大会でした。来年度以降も継続していく予定で
す。ご期待 ください。

経営学部　教授　三好　宏

経済学部　准教授　山下賢二
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　2016年度採択中の科研費　

于　琳
（経営学部・准教授）
駿河　輝和

（経済学部・教授）
伊藤　治彦

（法学部・教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）
三谷　直紀

（経済学部・教授）
伴　恒信

（経営学部・教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）
駿河　輝和

（経済学部・教授）
箕輪　弘嗣

（経営学部・准教授）
田村　直樹

（経営学部・准教授）
九鬼　一人

（法学部・教授）
前田　健一

（経済学部・教授）
佐井　至道

（経済学部・教授）
箕輪　弘嗣

（経営学部・准教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）

▼科学研究
費助成事業

科学研究費助成事業への取り組み
　科学研究費補助金（科研費）とは、わが国の学術振興を図るため、人文・社会科学から自然科学分野まで、あらゆる分野に
おける独創的・先駆的研究の発展を目的とする文部科学省による研究助成費です。
　大学等の研究者又は研究グループが自発的に計画する多様な学術研究のうち、学術の動向に即して、特に重要なものを
取り上げて研究を助成するものです。学術研究を推進し、わが国の研究基盤を形成するための基幹的な経費として、その役
割を果たしています。（2016年度予算額約2,273億円、採択課題数8万1千件。）
　本学からも、毎年多数の研究者が申請を行っており、2016年度では以下のテーマで研究費の交付を受けています。研究分
担者としての参画も増えており、研究活動の広がりが伺えます。

　不正行為、不正使用の防止について
　文部科学省では、公的研究費を適切に使用するための指針である「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドラ
イン（実施基準）」を2014年2月18日に改正し、研究機関に公的研究費の使用に当たっての適切なルールの制定と運用を求め
ています。また、2014年8月26日には「研究活動の不正行為への対応等に関するガイドライン」が制定され、研究活動における
不正行為が発生しないよう、倫理教育の徹底と、発生した場合の適切な対応を求めています。
　本学では、2015年3月に関連規程を整備し、研究活動の不正行為の防止、研究費の不正使用の防止に向けて取り組みを
進めています。2016年9月28日には全学教職員会議（FD・SD研修会）において、「研究費の不正使用、研究活動における不
正行為の防止」をテーマとした研修会を実施しました。研修会修了後、理解度を把握するためのチェックリストを配布、回収し、
不正防止の徹底に努めました。
　2016年10月1日からは「岡山商科大学における研究データ等の保存・開示に関する内規」を施行し、適正な研究を行うため
の体制を整備しました。

基盤研究（B）
［研究分担者］H２５～２８
基盤研究（B）

［研究分担者］H２５～２８
基盤研究（A）

［研究分担者］H２５～２８
基盤研究（B）

［研究分担者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究分担者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２９
基盤研究（C）

［研究代表者］H２７～２９
基盤研究（C）

［研究分担者］H２７～２９
基盤研究（B）

［研究代表者］H２８～３０
若手研究（B）

［研究代表者］ H２８～３０
基盤研究（C）

［研究分担者］ H２８～３０
基盤研究（C）

［研究分担者］ H２８～３０

▼包括協定▼包括協定

2016年度包括協定
和気町と包括連携協定を締結
　2016年7月29日（金）、本学は、和気町と包括協定を締結しました。
　本学では、これまで県内の自治体と包括協定を締結し、学生が地域を実践教育の場とし
て活動するフィールドスタディや、教員が積極的に地域と関わり、専門知識の提供や地域の
研究を行うなどの活動を行ってきました。
　和気町では、赤磐市・瀬戸内市と連携した「吉井川流域DMO」を置き、吉井川流域に点
在する観光資源を一体のものとして、広域周遊ルートの設定など行うことを計画しています。
地域の観光資源の連携について、経営学部商学科に観光コースを持つ本学として、専門
分野を生かし協力することが期待されています。
　大森町長は、「かつて和気町は、吉井川を渡る高瀬舟により交通の要衝として栄えていた。赤磐市、瀬戸内市と連携し、吉井川流域の観光
産業を活性化していくことを考えており、岡山商科大学の協力をお願いしたい。さらには、産業、文化、教育分野での連携も進めていきたい。」と
挨拶 されました。
　本学井尻学長は、「本学は、地域連携活動において多くの実績がある。観光分野で対応できる教員は複数おり、全面的に協力させていただ
く。教育研究の場を提供いただき感謝している。」と応えました。
　今回の包括協定締結により、連携する自治体は新庄村、笠岡市、瀬戸内市、岡山市、備前市、津山市、真庭市、和気町の８市町村となりました。
※DMO･･･Destination Management/Marketing Organization（観光地域づくりを推進する専門性の高い組織・機能）

　岡山商科大学研究ブランディング事業について
　本学では、県内8市町村と包括協定を締結し、地域を基盤とした教育研究に取り組んでいます。
　文部科学省から「学長のリーダーシップのもと、優先課題として全学的な独自色を大きく打ち出す研究に取り組む私立大学」を重点的に支
援する「私立大学研究ブランディング事業」の公募が2016年度より始まりました。
　そこで、本学としては、各学部から研究テーマを募り、下表の７テーマについて研究費を配分し、研究事業を始めました。
　産業界や自治体の有識者からご意見をいただくための「教育研究協議会」、また包括協定を締結している各自治体からこれら研究事業へ
のご協力をいただくための「RB事業委員会」を設置し、着実な事業の推進を行っています。
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科学技術政策と産業クラスターの存続に関する国際比較研究：
企業家再生産と産官学連携
東南アジアの次世代型成長メカニズムの萌芽とその政治経済学
的課題
イギリスの公法改革における普遍性と固有性の相互関係再編に
関する総合的比較法研究
配偶子・性腺凍結保存に伴う「生殖年齢の変化」「商品化」に関す
る学際的研究

学歴と賃金構造の国際比較

民主主義理念と次世代市民の道徳性育成の歴史的展開と将来
像に関する研究
アジア移植ツーリズムに関する社会調査の実施とそれに基づく
ELSIの検討

ラオス北部における契約栽培と地方生活の動態的変化

化学プロセス産業における事故・災害防止のための変更管理支援
システムの開発

商業における老舗の競争優位に関する地域間比較研究

価値合理性の復権―とくに新カント学派の規範概念を中心に

中学生の批判的思考力を育成する社会科授業開発に関する発達
的研究

公的大規模データの利用におけるプライバシー保護の理論と応用

複数事例の進展統合化グラフによる事業所内の潜在的リスク可
視化システムの開発

北海道における高齢者の孤立化に関する発展的研究

高度先端医療の説明義務と裁量に関する倫理・法・社会的視点か
らの複合的研究

2016－2017 年度　岡山商科大学　研究ブランディング事業　一覧
No. 研究テーマ 概　　　要 学　部
1

2

3

4

5

6

7

「法教育・
　主権者教育の
　　現状と課題」

「地域社会と経済
　　　　地域と政策」

「地域社会と経営」

「岡山県におけるフードビ
ジネスに関連した地域振
興に関する研究」

「岡山県の企業に対する
クラウドファンディングによ
る資金調達に関する研
究」

「岡山市における観光案
内サインの多言語表記に
ついての研究」

「地域活性化戦略につな
げる IoT プラットフォーム
の開発」

学習指導要領、教科書等の内容を踏まえ、提携市町村のうち、任意の小中高等学校における法
教育・主権者教育の実践状況に打ち手アンケート調査を行う。調査方法は、法教育・主権者教育
に関して、地域の小中高校がどの程度必要性を認識しているのか、また本研究について、どのよ
うな関心や要望があるかを判断できるような選択式及び記述式のアンケート項目を設けて、それ
に対する回答を参考にしながら、次年度に向けての教材作成に活かしていく。

婚活支援調査、婚活支援の効果分析等を通じて、地域の少子化対策事業における婚活支援
の効果検証、自治体の少子化対策事業における調査研究・効果検証、政策立案の支援、人口
シミュレーションを行う。

岡山における地域ブランドの価値評価、岡山の持続的成長を多角的に調査することで、岡山県
に人を定着させ、県外から人を惹きつけるために、産業を高付加価値化することで雇用を創出
し、「稼げる地域」とするための実践的提言を行う。

食や農に関連した産業・ビジネス（フードビジネス）が地域の活性化に貢献するために、個別・具
体的な地域課題を事例として理論的かつ実践的な研究を行う。具体的には、本学と協定を結ん
でいる8市町村を研究対象地域都市、当該地域で取り組まれている食や農に関する地域振興
の取り組みについて分析すると共に、有用な政策提言やプランの提案などを行う。

岡山県中小企業団体中央会、瀬戸内市との連携により、岡山県のクラウドファンディングについ
て、その利用企業の発掘調査を行う。その結果をもって、個々の企業ニーズに適合するプラット
ホームの選定を行い、企業とつなげる。企業の資金調達の実現をフォローし、結果をヒアリング、ア
ンケートにより調査・分析する。

東京都産業労働局観光部が実施した訪日外国人対するWeb調査の結果では「多言語表記が
間違っていた」その回答が21.9％も占めている。多言語表記のガイドラインを持たない岡山市に
ついて、観光地案内サイン多言語表記に対する政策ガイダンスの現状、観光地の案内サイン多
言語表記の現状について研究し、課題と解決策を探る。

新庄村の特産、観光名所について、PRの効果が測定できておらず地域活性化戦略の判断材
料が不足している。そこで、地域活性化戦略の判断材料として、情報の収集、PRの促進などの
ためのPR促進・行動分析プラットフォームを開発する。

法学部

経済学部

経営学部

研究種目・期間 研　究　課　題 研究者（所属）

岡山商科大学研究ブランディング事業
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　2016年度採択中の科研費　

于　琳
（経営学部・准教授）
駿河　輝和

（経済学部・教授）
伊藤　治彦

（法学部・教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）
三谷　直紀

（経済学部・教授）
伴　恒信

（経営学部・教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）
駿河　輝和

（経済学部・教授）
箕輪　弘嗣

（経営学部・准教授）
田村　直樹

（経営学部・准教授）
九鬼　一人

（法学部・教授）
前田　健一

（経済学部・教授）
佐井　至道

（経済学部・教授）
箕輪　弘嗣

（経営学部・准教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）
粟屋　剛

（法学部・教授）

▼科学研究
費助成事業

科学研究費助成事業への取り組み
　科学研究費補助金（科研費）とは、わが国の学術振興を図るため、人文・社会科学から自然科学分野まで、あらゆる分野に
おける独創的・先駆的研究の発展を目的とする文部科学省による研究助成費です。
　大学等の研究者又は研究グループが自発的に計画する多様な学術研究のうち、学術の動向に即して、特に重要なものを
取り上げて研究を助成するものです。学術研究を推進し、わが国の研究基盤を形成するための基幹的な経費として、その役
割を果たしています。（2016年度予算額約2,273億円、採択課題数8万1千件。）
　本学からも、毎年多数の研究者が申請を行っており、2016年度では以下のテーマで研究費の交付を受けています。研究分
担者としての参画も増えており、研究活動の広がりが伺えます。

　不正行為、不正使用の防止について
　文部科学省では、公的研究費を適切に使用するための指針である「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドラ
イン（実施基準）」を2014年2月18日に改正し、研究機関に公的研究費の使用に当たっての適切なルールの制定と運用を求め
ています。また、2014年8月26日には「研究活動の不正行為への対応等に関するガイドライン」が制定され、研究活動における
不正行為が発生しないよう、倫理教育の徹底と、発生した場合の適切な対応を求めています。
　本学では、2015年3月に関連規程を整備し、研究活動の不正行為の防止、研究費の不正使用の防止に向けて取り組みを
進めています。2016年9月28日には全学教職員会議（FD・SD研修会）において、「研究費の不正使用、研究活動における不
正行為の防止」をテーマとした研修会を実施しました。研修会修了後、理解度を把握するためのチェックリストを配布、回収し、
不正防止の徹底に努めました。
　2016年10月1日からは「岡山商科大学における研究データ等の保存・開示に関する内規」を施行し、適正な研究を行うため
の体制を整備しました。

基盤研究（B）
［研究分担者］H２５～２８
基盤研究（B）

［研究分担者］H２５～２８
基盤研究（A）

［研究分担者］H２５～２８
基盤研究（B）

［研究分担者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究分担者］H２６～２８
基盤研究（C）

［研究代表者］H２６～２９
基盤研究（C）

［研究代表者］H２７～２９
基盤研究（C）

［研究分担者］H２７～２９
基盤研究（B）

［研究代表者］H２８～３０
若手研究（B）

［研究代表者］ H２８～３０
基盤研究（C）

［研究分担者］ H２８～３０
基盤研究（C）

［研究分担者］ H２８～３０

▼包括協定▼包括協定

2016年度包括協定
和気町と包括連携協定を締結
　2016年7月29日（金）、本学は、和気町と包括協定を締結しました。
　本学では、これまで県内の自治体と包括協定を締結し、学生が地域を実践教育の場とし
て活動するフィールドスタディや、教員が積極的に地域と関わり、専門知識の提供や地域の
研究を行うなどの活動を行ってきました。
　和気町では、赤磐市・瀬戸内市と連携した「吉井川流域DMO」を置き、吉井川流域に点
在する観光資源を一体のものとして、広域周遊ルートの設定など行うことを計画しています。
地域の観光資源の連携について、経営学部商学科に観光コースを持つ本学として、専門
分野を生かし協力することが期待されています。
　大森町長は、「かつて和気町は、吉井川を渡る高瀬舟により交通の要衝として栄えていた。赤磐市、瀬戸内市と連携し、吉井川流域の観光
産業を活性化していくことを考えており、岡山商科大学の協力をお願いしたい。さらには、産業、文化、教育分野での連携も進めていきたい。」と
挨拶 されました。
　本学井尻学長は、「本学は、地域連携活動において多くの実績がある。観光分野で対応できる教員は複数おり、全面的に協力させていただ
く。教育研究の場を提供いただき感謝している。」と応えました。
　今回の包括協定締結により、連携する自治体は新庄村、笠岡市、瀬戸内市、岡山市、備前市、津山市、真庭市、和気町の８市町村となりました。
※DMO･･･Destination Management/Marketing Organization（観光地域づくりを推進する専門性の高い組織・機能）

　岡山商科大学研究ブランディング事業について
　本学では、県内8市町村と包括協定を締結し、地域を基盤とした教育研究に取り組んでいます。
　文部科学省から「学長のリーダーシップのもと、優先課題として全学的な独自色を大きく打ち出す研究に取り組む私立大学」を重点的に支
援する「私立大学研究ブランディング事業」の公募が2016年度より始まりました。
　そこで、本学としては、各学部から研究テーマを募り、下表の７テーマについて研究費を配分し、研究事業を始めました。
　産業界や自治体の有識者からご意見をいただくための「教育研究協議会」、また包括協定を締結している各自治体からこれら研究事業へ
のご協力をいただくための「RB事業委員会」を設置し、着実な事業の推進を行っています。
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科学技術政策と産業クラスターの存続に関する国際比較研究：
企業家再生産と産官学連携
東南アジアの次世代型成長メカニズムの萌芽とその政治経済学
的課題
イギリスの公法改革における普遍性と固有性の相互関係再編に
関する総合的比較法研究
配偶子・性腺凍結保存に伴う「生殖年齢の変化」「商品化」に関す
る学際的研究

学歴と賃金構造の国際比較

民主主義理念と次世代市民の道徳性育成の歴史的展開と将来
像に関する研究
アジア移植ツーリズムに関する社会調査の実施とそれに基づく
ELSIの検討

ラオス北部における契約栽培と地方生活の動態的変化

化学プロセス産業における事故・災害防止のための変更管理支援
システムの開発

商業における老舗の競争優位に関する地域間比較研究

価値合理性の復権―とくに新カント学派の規範概念を中心に

中学生の批判的思考力を育成する社会科授業開発に関する発達
的研究

公的大規模データの利用におけるプライバシー保護の理論と応用

複数事例の進展統合化グラフによる事業所内の潜在的リスク可
視化システムの開発

北海道における高齢者の孤立化に関する発展的研究

高度先端医療の説明義務と裁量に関する倫理・法・社会的視点か
らの複合的研究

2016－2017 年度　岡山商科大学　研究ブランディング事業　一覧
No. 研究テーマ 概　　　要 学　部
1

2

3

4

5

6

7

「法教育・
　主権者教育の
　　現状と課題」

「地域社会と経済
　　　　地域と政策」

「地域社会と経営」

「岡山県におけるフードビ
ジネスに関連した地域振
興に関する研究」

「岡山県の企業に対する
クラウドファンディングによ
る資金調達に関する研
究」

「岡山市における観光案
内サインの多言語表記に
ついての研究」

「地域活性化戦略につな
げる IoT プラットフォーム
の開発」

学習指導要領、教科書等の内容を踏まえ、提携市町村のうち、任意の小中高等学校における法
教育・主権者教育の実践状況に打ち手アンケート調査を行う。調査方法は、法教育・主権者教育
に関して、地域の小中高校がどの程度必要性を認識しているのか、また本研究について、どのよ
うな関心や要望があるかを判断できるような選択式及び記述式のアンケート項目を設けて、それ
に対する回答を参考にしながら、次年度に向けての教材作成に活かしていく。

婚活支援調査、婚活支援の効果分析等を通じて、地域の少子化対策事業における婚活支援
の効果検証、自治体の少子化対策事業における調査研究・効果検証、政策立案の支援、人口
シミュレーションを行う。

岡山における地域ブランドの価値評価、岡山の持続的成長を多角的に調査することで、岡山県
に人を定着させ、県外から人を惹きつけるために、産業を高付加価値化することで雇用を創出
し、「稼げる地域」とするための実践的提言を行う。

食や農に関連した産業・ビジネス（フードビジネス）が地域の活性化に貢献するために、個別・具
体的な地域課題を事例として理論的かつ実践的な研究を行う。具体的には、本学と協定を結ん
でいる8市町村を研究対象地域都市、当該地域で取り組まれている食や農に関する地域振興
の取り組みについて分析すると共に、有用な政策提言やプランの提案などを行う。

岡山県中小企業団体中央会、瀬戸内市との連携により、岡山県のクラウドファンディングについ
て、その利用企業の発掘調査を行う。その結果をもって、個々の企業ニーズに適合するプラット
ホームの選定を行い、企業とつなげる。企業の資金調達の実現をフォローし、結果をヒアリング、ア
ンケートにより調査・分析する。

東京都産業労働局観光部が実施した訪日外国人対するWeb調査の結果では「多言語表記が
間違っていた」その回答が21.9％も占めている。多言語表記のガイドラインを持たない岡山市に
ついて、観光地案内サイン多言語表記に対する政策ガイダンスの現状、観光地の案内サイン多
言語表記の現状について研究し、課題と解決策を探る。

新庄村の特産、観光名所について、PRの効果が測定できておらず地域活性化戦略の判断材
料が不足している。そこで、地域活性化戦略の判断材料として、情報の収集、PRの促進などの
ためのPR促進・行動分析プラットフォームを開発する。

法学部

経済学部

経営学部

研究種目・期間 研　究　課　題 研究者（所属）

岡山商科大学研究ブランディング事業
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2016年度私立大学等改革
　　　　総合支援事業について
1． 2016年度の採択状況

　2016年度の申請を9月上旬に行い、本年度は新規事業として研究ブランディング事業が本事業の直

前に申請とその採択の決定がされたため、本事業の採択の発表が遅れたが、タイプ1「建学の精神を

生かした大学教育の質向上」、タイプ2「特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり」、タイ

プ4「グローバルへの対応」、の3件が採択になりました。また、関連する「平成28年度私立大学等教育

研究活性化設備整備事業」としては、現在実施しているアクティブラーニング教育の質向上のために

「ICTベースのアクティブラーニングの実施」として90台のコンピュータを図書館棟7階のアクティブラー

ニングルームに導入できることになりました。

2． タイプ１「教育の質的転換」

　タイプ1は、学生教育の基本体制に関する評価項目で構成されており、本年度から「高大連携改革

の推進」に関する項目が追加され、多様な能力を有する学生に対応した入試体制の整備に関する設

問項目が追加されました。本学は、昨年度から多様な入試への対策を始めていたため、5項目の設問に

対して対応ができました。特に設問「能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価する入学の選抜」に

対しては、「学力の3要素」を基本にした評価について検討をしていた結果を活用することで対応できま

した。また設問「入学者選抜体制の充実強化」については、アドミッションオフィスの設置と共に、オフィス

所属の高大連携アドバイザーを任命することで、高等学校との連携をスムーズに行うことが出来るよう

になりました。これら2つの設問の配点は高かったのですが、事前の組織的な体制整備により、今回は

対応できました。

　更に2016年度は、「3つのポリシー」の改訂を行い、ディプロマ、カリキュラム、アドミッションの3つのポリ

シーを「学力の3要素」を基本にして統一的に対応しましたので、追加された設問項目には十分に対応

ができました。しかし、教育の質向上に関するPDCAサイクルの確立に関する項目で、「教員の評価制

度の設定」については、授業評価アンケート、教員活動申告書は毎年調査集計をしていますが、学生に

よる教員評価は「学内GP」でできましたが、教育、研究、社会貢献、大学貢献活動による教員評価制度

ができていないので、できるだけ早い時期に「教員活動申告書」に基づく評価制度の確立を進めて行く

ことです。

　文部科学省もタイプ１「教育の質的転換」では、教育の多様な面で取組みを評価する設問を設定さ

れますので、出来るだけ早めに教育体制の整備を全学的に行うように常に配慮しなければなりません。

3． タイプ2「地域発展」

　タイプ2では、21項目ある設問の内3設問だけが対応ができず、他の18設問は対応できているので、

今後は、各設問の点数を上げるべく努力します。

4． タイプ４「グローバル化」

　タイプ４では、得点が5点と高い設問「外国語のみでの履修による卒業」、「日本人学生の在学中の

海外留学の必修化」については、本学では制度としての対応ができておらず、設問「海外大学へ留学

する学生の割合」については、制度はできていますが留学希望の学生が少なく加点できませんでした。

特に海外への留学については、海外留学支援制度を整備して留学を推進していますが、成果は今一

つの所です。本学は20年前から学長のリーダーシップの下、東南アジア特に中国、韓国からの留学生

の受け入れを実施しており、留学生の受け入れに関する制度は20年間でかなり整備されているため、

30設問の内対応ができていない設問が上記3設問と「サマースクールの実施」の合計4設問でありまし

た。

5． タイプ3「産業界・国内の大学等との連携」

　タイプ3は、3年間連続して不採用になっています。その原因は、産学連携に関する設問では、「企業

等との長期インターンシップの実施」に関する協定が締結できていないこと、「企業等との知的財産・技

術の実用化、事業化」は、社会科学系の大学であるので、実例がないこと、「大学発ベンチャーの設

立」もないこと、他の国内大学等との連携に関する設問では、「他大学との交流協定等に基づく学生の

派遣・受入」は、交流協定の締結はありますが、実績が少ないこと、「他大学との間での学内施設・設備

の共同利用」、「教員の人事交流」は殆ど行っていないこと、であり、今後の大学としての対応が必要で

あります。平成29年度には、2大学以上での教育研究プラットホームの設置と活動という新しいタイプの

公募が始まりますので、タイプ3との対応を見据えた取り組みを行っていきます。

6． 今後に向けて

　大学に於ける種々の活動を点数化し、申請をして採択される制度は、活動の改善目標を決めやすく、

成果が「見える化」できるので、今後も同様な方法での申請事業は継続されることが予想されますの

で、教職員各位の総力により、これに対応して頂くことをお願いする次第です。

副学長　大﨑　紘一
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2016年度私立大学等改革
　　　　総合支援事業について
1． 2016年度の採択状況

　2016年度の申請を9月上旬に行い、本年度は新規事業として研究ブランディング事業が本事業の直

前に申請とその採択の決定がされたため、本事業の採択の発表が遅れたが、タイプ1「建学の精神を

生かした大学教育の質向上」、タイプ2「特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり」、タイ

プ4「グローバルへの対応」、の3件が採択になりました。また、関連する「平成28年度私立大学等教育

研究活性化設備整備事業」としては、現在実施しているアクティブラーニング教育の質向上のために

「ICTベースのアクティブラーニングの実施」として90台のコンピュータを図書館棟7階のアクティブラー

ニングルームに導入できることになりました。

2． タイプ１「教育の質的転換」

　タイプ1は、学生教育の基本体制に関する評価項目で構成されており、本年度から「高大連携改革

の推進」に関する項目が追加され、多様な能力を有する学生に対応した入試体制の整備に関する設

問項目が追加されました。本学は、昨年度から多様な入試への対策を始めていたため、5項目の設問に

対して対応ができました。特に設問「能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価する入学の選抜」に

対しては、「学力の3要素」を基本にした評価について検討をしていた結果を活用することで対応できま

した。また設問「入学者選抜体制の充実強化」については、アドミッションオフィスの設置と共に、オフィス

所属の高大連携アドバイザーを任命することで、高等学校との連携をスムーズに行うことが出来るよう

になりました。これら2つの設問の配点は高かったのですが、事前の組織的な体制整備により、今回は

対応できました。

　更に2016年度は、「3つのポリシー」の改訂を行い、ディプロマ、カリキュラム、アドミッションの3つのポリ

シーを「学力の3要素」を基本にして統一的に対応しましたので、追加された設問項目には十分に対応

ができました。しかし、教育の質向上に関するPDCAサイクルの確立に関する項目で、「教員の評価制

度の設定」については、授業評価アンケート、教員活動申告書は毎年調査集計をしていますが、学生に

よる教員評価は「学内GP」でできましたが、教育、研究、社会貢献、大学貢献活動による教員評価制度

ができていないので、できるだけ早い時期に「教員活動申告書」に基づく評価制度の確立を進めて行く

ことです。

　文部科学省もタイプ１「教育の質的転換」では、教育の多様な面で取組みを評価する設問を設定さ

れますので、出来るだけ早めに教育体制の整備を全学的に行うように常に配慮しなければなりません。

3． タイプ2「地域発展」

　タイプ2では、21項目ある設問の内3設問だけが対応ができず、他の18設問は対応できているので、

今後は、各設問の点数を上げるべく努力します。

4． タイプ４「グローバル化」

　タイプ４では、得点が5点と高い設問「外国語のみでの履修による卒業」、「日本人学生の在学中の

海外留学の必修化」については、本学では制度としての対応ができておらず、設問「海外大学へ留学

する学生の割合」については、制度はできていますが留学希望の学生が少なく加点できませんでした。

特に海外への留学については、海外留学支援制度を整備して留学を推進していますが、成果は今一

つの所です。本学は20年前から学長のリーダーシップの下、東南アジア特に中国、韓国からの留学生

の受け入れを実施しており、留学生の受け入れに関する制度は20年間でかなり整備されているため、

30設問の内対応ができていない設問が上記3設問と「サマースクールの実施」の合計4設問でありまし

た。

5． タイプ3「産業界・国内の大学等との連携」

　タイプ3は、3年間連続して不採用になっています。その原因は、産学連携に関する設問では、「企業

等との長期インターンシップの実施」に関する協定が締結できていないこと、「企業等との知的財産・技

術の実用化、事業化」は、社会科学系の大学であるので、実例がないこと、「大学発ベンチャーの設

立」もないこと、他の国内大学等との連携に関する設問では、「他大学との交流協定等に基づく学生の

派遣・受入」は、交流協定の締結はありますが、実績が少ないこと、「他大学との間での学内施設・設備

の共同利用」、「教員の人事交流」は殆ど行っていないこと、であり、今後の大学としての対応が必要で

あります。平成29年度には、2大学以上での教育研究プラットホームの設置と活動という新しいタイプの

公募が始まりますので、タイプ3との対応を見据えた取り組みを行っていきます。

6． 今後に向けて

　大学に於ける種々の活動を点数化し、申請をして採択される制度は、活動の改善目標を決めやすく、

成果が「見える化」できるので、今後も同様な方法での申請事業は継続されることが予想されますの

で、教職員各位の総力により、これに対応して頂くことをお願いする次第です。

副学長　大﨑　紘一
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　2016年6月5日（日）に、岡山県生涯学習センターにおいて大
学コンソーシアム岡山主催による「日ようび子ども大学」が開催
され、県内14大学、2短期大学がブースの出展を行いました。
当日は、一昨年の約1,900名、昨年の約2,100名をさらに上回る
約2,579名の参加がありました。参加者は、未就学児童が44%、
小学校低学年が36%、その他が20%でした。
　本学が毎年出展するキッズマネー教室は、年間行事の代表
的なイベント（運動会、遠足、夏休み、クリスマス、お正月等）を
例に出し、自分が欲しい物を手に入れるまでの計画を立案し、手に入れるまでの課程で、お金についての知識・理解を身につける
ことを目標とする、金融教育に関する出展です。
　経営学部髙林宏一准教授による指導の下、学生13名がゲーム内容について説明し、来場した児童とその保護者71名が楽し
くゲームに参加していました。児童にとってわかりにくいお金についての教育を、シナリオゲームを用いてわかりやすく伝えるキッズ
マネー教室は、児童とその保護者に好評で毎年参加者を増やしています。
　参加者から回収したアンケートでは、①「日ようび子ども大学は楽しかったですか」の問いに対し、「楽しかった」等と応えた方
が94％、②「日ようび子ども大学に魅力を感じたことは何ですか」の問いに対し、「大学の先生や大学生とふれあえて良かった」
が28.2％、「子どもにとって刺激や教育効果があった」が61.6％と、とても好評であったことが伺えました。

　2016年7月8日（土）に、10大学の学生が参加しエコに関する展示や発表を行
うイベント「エコナイト」が開催されました。例年、岡山駅東口広場で実施されて
いましたが、天候によりイベント内容が大きく左右されることが課題となっていた
ため、平成27年度から、奉還町商店街振興組合の共催として、奉還町商店街
「りぶら」周辺で開催されています。
　本学からは、昨年度に引き続き、本学が包括協定を結ぶ瀬戸内市や新庄村
で積極的に取り組まれている「アヒル農法」に関する展示を行いました。アヒル
農法はアヒルが雑草や害虫を
駆除する環境に配慮した農法
で、経営学部岸田芳朗教授が
普及に努めているものです。ア
ヒル農法で活躍するアヒルは、
毎年、本物のかわいい雛がお
目見えしており、人気を集めて
います。ステージ発表では経
営学部商学科2年の木内翔

太さん、中村光輝さん、吉田翔鷹さんがアヒルを見せながら、アヒル農法につい
てわかりやすく解説しました。
　また、新しい取り組み「リユースをゲームで！」として、家庭で不要になったもの
を集め、射的の景品とするゲームを行いました。射的は子どもたちの関心が高
く、多くの来場者を集めていました。開催日は、奉還町商店街土曜夜市に設定
されていたため、夕方からはとても多くの来場者があり、射的の待ち行列が途
切れることが無いほど賑わいました。

「日ようび子ども大学」

環境について考える「エコナイト」

2017年3月卒の就活を振り返る

企業は早めに動くが、学生の決心は遅い!!
　2016年3月卒業者から就職活動時期が変更、2017年3月卒
業者からは面接選考解禁時期が変更されるなど目まぐるし
い近年の大学生の就職活動。学生は決められた時期に応じ
た活動すればいいのですが、企業は、求める人材に早く出
会いたいとの一心から工夫を凝らした対応をされています。
特に近年、目を引くのは就職活動解禁日の3年生3月1日以前
に開催する学生との出会いを求めたイベントです。昨年から3
年の夏休みや冬休みを利用した1～2日のインターンシツプや
業界研究会はまさにこれの代名詞です。就活解禁前に学生
がやらなければならないことの一つが「業界・企業研究」。
正にそのタイミングで企業が学生達と出会うことは自社への
志望度を高める絶好のチャンス。出会った学生達の中で優
秀な学生がいたならばリクルーターを通じて接触、一次試験
免除等の特典をつけその学生を確保するのも狙いです。か
つてのリクルーター制度は大学のOBである社員がその後輩
たちに就活解禁前に直接接触するスタイルが主流でしたが、
今ではこのようなスタイルに代わりつつあります。優秀な学生
には数多くの企業のリクルーターが付き受験までの間、就職
相談、人生相談にのってくれます。ところが学生達も就活前
に就職先を1社に絞ることには抵抗を感じており、複数のリ
クルーターを付けたまま複数内定をいただく。さらに新たな
企業も受験し内定を得ているのが現状です。最も企業の方
を困らせるのは彼らの決断の遅いこと。売手市場では複数

内定を維持しながら社会の動向を探る「したたかな学生」も
出てきました。
　このような環境の中で本学の2017年3月卒の就職状況（学
生側・企業側）はどのようなものであったかをご紹介させて
いただきます。

学生側
① 内定を取得する時期が早まった。
② 就職を人生のゴールと考える学生が増え企業選択が
 　慎重になり、複数内定学生の決断時期が遅くなった。
③ 売手市場の言葉から学生の心にゆとりが生じ緊張感が
　 薄れた。
④ 受験先を保護者と相談する学生が増えた。
⑤ キャリアセンターで企業と学生をマッチングすることに
　 よる内定取得者が増えた。
企業側
① 日本経済団体連合会が定めた就活日程を守らない
 　一部大手企業（金融機関を含む。）も 出てきた。
② 地元中小企業は内々定を大手企業の前に出せるよう
　 採用計画を立てた。
③ 大学内での個別企業説明会、学内合説への参加希望
 　企業が大幅に増えた。

企業の採用活動スケジュール

バスツアーで参加した広島の合同企業
説明会（2016年3月4日開催）

学内合同企業説明会
（2016年4月26日開催）

出典：2017年卒マイナビ企業新卒採用予定調査
※採用スケジュールは企業によって異なります。上図は「2017年卒マイナビ企業新卒採用予定調査」による、各選考
　段階でもっとも回答数の多かった開始時期を表示しています。
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学コンソーシアム岡山主催による「日ようび子ども大学」が開催
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当日は、一昨年の約1,900名、昨年の約2,100名をさらに上回る
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マネー教室は、児童とその保護者に好評で毎年参加者を増やしています。
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が94％、②「日ようび子ども大学に魅力を感じたことは何ですか」の問いに対し、「大学の先生や大学生とふれあえて良かった」
が28.2％、「子どもにとって刺激や教育効果があった」が61.6％と、とても好評であったことが伺えました。

　2016年7月8日（土）に、10大学の学生が参加しエコに関する展示や発表を行
うイベント「エコナイト」が開催されました。例年、岡山駅東口広場で実施されて
いましたが、天候によりイベント内容が大きく左右されることが課題となっていた
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農法はアヒルが雑草や害虫を
駆除する環境に配慮した農法
で、経営学部岸田芳朗教授が
普及に努めているものです。ア
ヒル農法で活躍するアヒルは、
毎年、本物のかわいい雛がお
目見えしており、人気を集めて
います。ステージ発表では経
営学部商学科2年の木内翔

太さん、中村光輝さん、吉田翔鷹さんがアヒルを見せながら、アヒル農法につい
てわかりやすく解説しました。
　また、新しい取り組み「リユースをゲームで！」として、家庭で不要になったもの
を集め、射的の景品とするゲームを行いました。射的は子どもたちの関心が高
く、多くの来場者を集めていました。開催日は、奉還町商店街土曜夜市に設定
されていたため、夕方からはとても多くの来場者があり、射的の待ち行列が途
切れることが無いほど賑わいました。

「日ようび子ども大学」

環境について考える「エコナイト」

2017年3月卒の就活を振り返る

企業は早めに動くが、学生の決心は遅い!!
　2016年3月卒業者から就職活動時期が変更、2017年3月卒
業者からは面接選考解禁時期が変更されるなど目まぐるし
い近年の大学生の就職活動。学生は決められた時期に応じ
た活動すればいいのですが、企業は、求める人材に早く出
会いたいとの一心から工夫を凝らした対応をされています。
特に近年、目を引くのは就職活動解禁日の3年生3月1日以前
に開催する学生との出会いを求めたイベントです。昨年から3
年の夏休みや冬休みを利用した1～2日のインターンシツプや
業界研究会はまさにこれの代名詞です。就活解禁前に学生
がやらなければならないことの一つが「業界・企業研究」。
正にそのタイミングで企業が学生達と出会うことは自社への
志望度を高める絶好のチャンス。出会った学生達の中で優
秀な学生がいたならばリクルーターを通じて接触、一次試験
免除等の特典をつけその学生を確保するのも狙いです。か
つてのリクルーター制度は大学のOBである社員がその後輩
たちに就活解禁前に直接接触するスタイルが主流でしたが、
今ではこのようなスタイルに代わりつつあります。優秀な学生
には数多くの企業のリクルーターが付き受験までの間、就職
相談、人生相談にのってくれます。ところが学生達も就活前
に就職先を1社に絞ることには抵抗を感じており、複数のリ
クルーターを付けたまま複数内定をいただく。さらに新たな
企業も受験し内定を得ているのが現状です。最も企業の方
を困らせるのは彼らの決断の遅いこと。売手市場では複数

内定を維持しながら社会の動向を探る「したたかな学生」も
出てきました。
　このような環境の中で本学の2017年3月卒の就職状況（学
生側・企業側）はどのようなものであったかをご紹介させて
いただきます。

学生側
① 内定を取得する時期が早まった。
② 就職を人生のゴールと考える学生が増え企業選択が
 　慎重になり、複数内定学生の決断時期が遅くなった。
③ 売手市場の言葉から学生の心にゆとりが生じ緊張感が
　 薄れた。
④ 受験先を保護者と相談する学生が増えた。
⑤ キャリアセンターで企業と学生をマッチングすることに
　 よる内定取得者が増えた。
企業側
① 日本経済団体連合会が定めた就活日程を守らない
 　一部大手企業（金融機関を含む。）も 出てきた。
② 地元中小企業は内々定を大手企業の前に出せるよう
　 採用計画を立てた。
③ 大学内での個別企業説明会、学内合説への参加希望
 　企業が大幅に増えた。

企業の採用活動スケジュール

バスツアーで参加した広島の合同企業
説明会（2016年3月4日開催）

学内合同企業説明会
（2016年4月26日開催）

出典：2017年卒マイナビ企業新卒採用予定調査
※採用スケジュールは企業によって異なります。上図は「2017年卒マイナビ企業新卒採用予定調査」による、各選考
　段階でもっとも回答数の多かった開始時期を表示しています。
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▼高大連携

岡山県立笠岡商業高等学校  校　　長

　　　　　　　　　　　　　指導教諭
岡田　哲朗
東　　義信

実践的な商業教育の取り組みについて
携
連
大
高
▼

『地域創生に資する「笠岡諸島観光資源開発への一歩」』

１　はじめに

　本校は今年創立１１５年を迎える、県内でも古き伝統のある単
独商業高校である。生徒はいたって素朴で真面目であり、「誠実
　健康　努力」の校訓の下に学習・部活動両面に自主自立の精
神で取り組んでいる。商業科特有の資格取得にも学校を上げて
取り組み、全国の商業関連学科を持つ高校の中でも高度資格
取得率はトップレベルである。その資格を活かし、就職・進学面で
も毎年実績を残しているところは烏滸がましいながら自負するとこ
ろである。しかしながら、この地域は少子化の波が地域を広く包
み、中学生数は今後10年間で現在の約７割くらいに減少すること
が見込まれている。そのため、本校が単独商業として存続するにはあらゆる取り組みと手段を駆使する必要に迫
られている。商業高校はもはや資格取得オンリーでは生き残れず、地域を元気にし、人口流出に歯止めをかけ、
地域に必要とされる高校になることが必至である。そういった厳しい環境の中で、かねてから地元笠岡諸島の観
光資源開発に取り組み、内外からこの地へ人を呼び込み地域を元気にする取り組みを模索していたところ、岡
山商科大学　経営学部　三好　宏教授より声をかけていただいた。笠岡諸島の活性化に取り組む連携事業
である。こういった取り組みには以前から思いを馳せていたが、昨年度から準備を行い、今年度は授業の中で取
り組み、その第１歩「笠岡諸島観光ツアー」の実践の運びとなった。

２　背景と経緯

　笠岡市周辺地域は少子高齢化現象が著しく、人口減少に歯止めがかからない。当然のことながら近い将来、
生産年齢人口も大幅に減少することは明白で、さらに元気のない地域となることが予測される。瀬戸内海の豊か
な自然に恵まれてはいるが、笠岡諸島31島のうち、有人６島も過疎化し人口減少が著しい。国内はインバウンド
（訪日外国人）の大幅な増加が見られるが、この地域にはまだまだ及んでいない。地元行政等も力を入れている
が、地域に必要とされる商業高校を目指す本校は本県商業教育の重点目標である、「地域活性化・地域再生」を
目指し、笠岡諸島の観光資源開発への取り組みを模索してきた。折しも昨年度より三好教授との間で、高大が連
携して笠岡諸島の活性化に取り組む内容の話が浮き上がった。三好教授とはかつて勤務していた高校で、高大
連携での地域活性化の取り組みを実践した経緯があり、今年度は笠岡諸島の中の有人島である、真鍋島等の
活性化に協力する方針を確認した。そのため本校は今年度より、３年生の課題研究の授業の中に笠岡諸島の
観光開発に取り組む講座を設置した。

３　今年度の取り組み

　今年度５月、三好教授をはじめとする岡山商科大学の学生約
20名と共に、本校の生徒が真鍋島の運動会に参加した。これを
皮切りに、課題研究の観光開発班の生徒15名が半年をかけ真
鍋島、北木島、高島などを訪問し観光スポットなどを調査してきた。
この間、地元行政や笠岡市の活性化をすすめる「かさおかブラン
ド協議会」等の協力を得て、各諸島の観光名所を巡る日帰り観光
ツアープランを企画しチラシを作成、平成29年１月10日より井笠観
光株式会社の協力を得てツアー参加者の募集を行った。観光ツ
アープランは、真鍋島コース、北木島コース、高島コースの３本を
提案し、ツアー参加募集を行ってまもなく定員に達した。観光ツアーは2月11日（土）に実施。当日は今シーズン一番
の寒波で、海上の波も心配されたが予定どおり実施できた。慣れない本校の生徒のガイドではあったが、参加者
の方からは大満足の声や賞賛の声をいただいた。

４　今後の展望

　「商業高校が実践する取り組みは本物のビジネスでないとダメ」というのが本校の目指すところである。模擬体
験やごっこビジネスでは危機感や信憑性がなく、実社会から乖離したものとなるというのがその理由である。だか
ら本物の「もの作り」に取り組む工業科や農業科の方がインパクトがある。そんな意味で今回の笠岡諸島観光ツ
アープランの実施は最終目的ではなく、本校の取り組みのほんの第１歩である。素晴らしい自然を有する笠岡諸
島へ人を呼び、イベント的に笠岡諸島を元気にするだけではビジネスとはいえず、人を呼ぶことによって継続的に
経済効果を生み出し、島の魅力に魅せられて島へ移住する人を一人でも増やすことで人口減少を食い止める。
そんな取り組みから笠岡の元気を再生することが本校のミッションの一つだと考えるところである。本物のビジネス
として利益を追求し継続性が生まれる取り組みにしていくことが必要であり、そのための内容に発展していくこと
こそが今後の本校と岡山商科大の連携での取り組みの課題といえる。

北木島の壮大な石切場跡

真鍋島の運動会
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　本校は今年創立１１５年を迎える、県内でも古き伝統のある単
独商業高校である。生徒はいたって素朴で真面目であり、「誠実
　健康　努力」の校訓の下に学習・部活動両面に自主自立の精
神で取り組んでいる。商業科特有の資格取得にも学校を上げて
取り組み、全国の商業関連学科を持つ高校の中でも高度資格
取得率はトップレベルである。その資格を活かし、就職・進学面で
も毎年実績を残しているところは烏滸がましいながら自負するとこ
ろである。しかしながら、この地域は少子化の波が地域を広く包
み、中学生数は今後10年間で現在の約７割くらいに減少すること
が見込まれている。そのため、本校が単独商業として存続するにはあらゆる取り組みと手段を駆使する必要に迫
られている。商業高校はもはや資格取得オンリーでは生き残れず、地域を元気にし、人口流出に歯止めをかけ、
地域に必要とされる高校になることが必至である。そういった厳しい環境の中で、かねてから地元笠岡諸島の観
光資源開発に取り組み、内外からこの地へ人を呼び込み地域を元気にする取り組みを模索していたところ、岡
山商科大学　経営学部　三好　宏教授より声をかけていただいた。笠岡諸島の活性化に取り組む連携事業
である。こういった取り組みには以前から思いを馳せていたが、昨年度から準備を行い、今年度は授業の中で取
り組み、その第１歩「笠岡諸島観光ツアー」の実践の運びとなった。

２　背景と経緯

　笠岡市周辺地域は少子高齢化現象が著しく、人口減少に歯止めがかからない。当然のことながら近い将来、
生産年齢人口も大幅に減少することは明白で、さらに元気のない地域となることが予測される。瀬戸内海の豊か
な自然に恵まれてはいるが、笠岡諸島31島のうち、有人６島も過疎化し人口減少が著しい。国内はインバウンド
（訪日外国人）の大幅な増加が見られるが、この地域にはまだまだ及んでいない。地元行政等も力を入れている
が、地域に必要とされる商業高校を目指す本校は本県商業教育の重点目標である、「地域活性化・地域再生」を
目指し、笠岡諸島の観光資源開発への取り組みを模索してきた。折しも昨年度より三好教授との間で、高大が連
携して笠岡諸島の活性化に取り組む内容の話が浮き上がった。三好教授とはかつて勤務していた高校で、高大
連携での地域活性化の取り組みを実践した経緯があり、今年度は笠岡諸島の中の有人島である、真鍋島等の
活性化に協力する方針を確認した。そのため本校は今年度より、３年生の課題研究の授業の中に笠岡諸島の
観光開発に取り組む講座を設置した。

３　今年度の取り組み

　今年度５月、三好教授をはじめとする岡山商科大学の学生約
20名と共に、本校の生徒が真鍋島の運動会に参加した。これを
皮切りに、課題研究の観光開発班の生徒15名が半年をかけ真
鍋島、北木島、高島などを訪問し観光スポットなどを調査してきた。
この間、地元行政や笠岡市の活性化をすすめる「かさおかブラン
ド協議会」等の協力を得て、各諸島の観光名所を巡る日帰り観光
ツアープランを企画しチラシを作成、平成29年１月10日より井笠観
光株式会社の協力を得てツアー参加者の募集を行った。観光ツ
アープランは、真鍋島コース、北木島コース、高島コースの３本を
提案し、ツアー参加募集を行ってまもなく定員に達した。観光ツアーは2月11日（土）に実施。当日は今シーズン一番
の寒波で、海上の波も心配されたが予定どおり実施できた。慣れない本校の生徒のガイドではあったが、参加者
の方からは大満足の声や賞賛の声をいただいた。

４　今後の展望

　「商業高校が実践する取り組みは本物のビジネスでないとダメ」というのが本校の目指すところである。模擬体
験やごっこビジネスでは危機感や信憑性がなく、実社会から乖離したものとなるというのがその理由である。だか
ら本物の「もの作り」に取り組む工業科や農業科の方がインパクトがある。そんな意味で今回の笠岡諸島観光ツ
アープランの実施は最終目的ではなく、本校の取り組みのほんの第１歩である。素晴らしい自然を有する笠岡諸
島へ人を呼び、イベント的に笠岡諸島を元気にするだけではビジネスとはいえず、人を呼ぶことによって継続的に
経済効果を生み出し、島の魅力に魅せられて島へ移住する人を一人でも増やすことで人口減少を食い止める。
そんな取り組みから笠岡の元気を再生することが本校のミッションの一つだと考えるところである。本物のビジネス
として利益を追求し継続性が生まれる取り組みにしていくことが必要であり、そのための内容に発展していくこと
こそが今後の本校と岡山商科大の連携での取り組みの課題といえる。

北木島の壮大な石切場跡

真鍋島の運動会
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▼教員免許
状更新講習

　2009年～2013年まで、商大にお世話になりました。勉強は勿論のこと、人としてのスキルを学んだ場所のように思えま

す。入学当初は、記憶のなかの「教師」という職業に興味を持ち、教職課程を履修しました。その中で学んだことが、今まで

「生徒」目線を「教師」目線に持ち上げることの難しさでした。卒業後、最初にお世話になったのが玉野市立玉野商業高

等学校でした。仕事と勉強の両立が難しいから自分で時間を作るよう、教職課程の先生に言われていたにも関わらず、目

の前の生徒に一生懸命になっているだけが現実でした。しかし、勤務校での激励の言葉、何より、今関わっている生徒た

ちへ、1年ではなく3年間で何かを伝えたいと強く思うようになり、自分のスイッチが切りかわりました。生徒たちに「頑張れ」と

言っているのだから、自分も頑張らなければならない、そう思いながら勉強しました。　

　講師として玉野商業にお世話になって3年目、ようやく講師経験を活かすチャンスに恵まれました。しかし、2次試験の対

策は、初めての経験で何から対策をすればよいのかわからずにいました。そんなとき、手を差し伸べてくださったのは、職場の

同僚の方々でした。多くの資料から大切なところを、丁寧に教えて頂きました。模擬授業では、何度も多様な生徒役をしてく

ださいました。残念ながら、その年は合格を勝ち取ることは出来ませんでした。転勤することが決まり、玉野商業の生徒の前

で「次こそ受かります」と宣言し、今の岡山県立岡山南高校に赴任しました。こち

らでも、多くの先生が未熟な私を応援・激励してくださいました。結果として、

2017年度採用候補者として、教員採用試験を突破することが出来ました。よう

やく、先生方、生徒たちに恩返しするチャンスがやってきました。ここからが私の

勝負です。これから出会う子供たちに、少しでも良い先生であるように、日々精進

していきます。

教諭としてのスタート
岡山県立岡山南高等学校　勤務　末田  真奈美氏　（2013年岡山商科大学卒業）
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教員免許状更新講習について
　教員免許更新制は、「その時々で教員として必要な資質
能力が保持されるよう、定期的に最新の知識技能を身に付
けることで、教員が自信と誇りを持って教壇に立ち、社会の
尊敬と信頼を得ること」を目指し、平成21年4月1日から導
入されました。
　これに伴い、岡山商科大学におきましても、高等学校の
授業現場においても活用できる内容をご提供したいと考
え、毎年度、選択領域２講座を開講してまいりました。２日間
で４コマの講義は、担当させていただく本学の教員も「受講
される先生方の熱意が伝わってきて、教える側も緊張感を
もって講義 をしている」ようです。
　今後も、“商大らしい・商大にしかできない”講義内容をご
提供することにより、地域の教育力向上の一助に寄与して
まいりたいと考えおります。

平成２９年度教員免許状更新講習の開設について
　下記のとおり、選択領域２講座の開設を予定しておりま
す。詳細につきましては、３月２０日頃、本学ホームページ
（http://www.osu.ac.jp/）上にてお知らせいたします。
　受講期間に該当される先生は、是非、ご受講ください。

【選択領域】
　８月８日（火）
●英国のEU離脱と米国のトランプ効果，クオリティマネジメ
　ントにおける統計的品質管理（ビジネス経済・ビジネス情
　報処理）
　８月９日（水）
●マーケティング・コミュニケーションによる需要創造，現代
　会計の動向（広告と販売促進・簿記会計）

＊更新講習の募集要項について、郵送をご希望の場合は、
　岡山商科大学教務課までお知らせください。

模擬授業の様子
岡山商科大学での「先生のたまご」たちです。
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▼国内単位
互換制度

　私が甲南大学で学びたいと考えた理由は三つあります。一
つはカリキュラムの豊富さです。例えば、起こしたい事業を考
え、様 な々角度から分析をし、空想のものを実現可能な範囲
にもっていく実践的経営シミュレーションや、様 な々ベンチャー
企業の方々が講義をするベンチャービジネス論、コンサル会社
の企業の方が実際に講義をする経営コンサルティング論など
があり、それらを受講したかったためです。そして二つめは多
くの企業へインターンシップに行きたかったためです。特に関
西の企業を見たい私にとっては立地が大切でした。そして三
つ目は友達の輪を広げたいと考えていたためです。

●授業について
　他の大学でも講義を受けたかった私にとってはとても満足
でした。講義の難易度は本学とあまり差はありませんでした
が、ディスカッションや、考えた内容を人前で話す機会が多く、
自分たちで考える講義が沢山ありました。また、企業との距離
も近く、よく講義をしていただきました。その中で、印象的だった
講義は経営コンサルティング論です。この講義は「＠stream」
という経営コンサルティング会社の方が実際に講義をしに来ら
れ、現場で実際にしていること学び、毎回課題を出され、ディス
カッションをし、発表をする講義です。コンサルティング会社の人
と間近に話すと、経営学部で学んでいることが実際企業で活
用されているのが実感できるので、とても勉強になりました。

●ゼミの活動について
　私の入ったゼミは、舞台に立たせてもらう機会が多くありまし
た。例えば、北は北海道、南は大分まで各大学の経営学部な
どが集まり、プレゼンテーションをしあう合宿や大手の企業のこ
れからを担う方々の前で発表も行いました。また、エムラボにも
参加でき、甲南大学の経営学部の各ゼミがプレゼンをしあう
「ゼミ甲子園」にも参加させてもらい、おかげ様で私たちの
チームは準優勝となりました。多くの機会を提供してくれたゼミ

担当の奥野教授、一緒に頑張ってきたゼミ仲間の皆さん、本
当にありがとうございました。

●インターンシップについて
　関西という立地をいかし、十数社ほどインターンシップへ参
加させてもらいました。ほとんどが１dayのインターンです。ゼミ
の活動が思いのほか忙しくうまく時間がとれなかったため、1
週間近くのインターンシップもしたかったのですが、逆に考えれ
ば多くの企業へ目を通せると思い、1dayのインターンを手あた
り次第、数多くいきました。業界について学ぶことができただけ
でなく、何よりプレゼンテーションやディスカッションなどの力が身
につき成長している自分がとても嬉しく思いました。

まとめ
　最初は甲南大学に入り、勉強についていけるか心配でした
が、正直、本学と大差はありません。しかし、甲南大学には多く
のカリキュラムがあり、とても魅力的です。また、学部も多く、
様 な々人と交流ができたことが新鮮でした。友たちが作れるか
心配な方も多くいると思いますが、甲南大学はとても優しい人
が多く、様 な々人に声をかけてもらえるので、すぐ友達ができま
す。また、周りには起業したい人たちや実際起業している人た
ち、投資をしている人たちが沢山いるため、とても刺激を受け、
実際自分の行動も変わったように感じました。インターンシップ
については関西で就職したい人にはうってつけかもしれませ
ん。岡山に比べると、関西へ安価で簡単に行ける点も良いと
思います。
　学生生活がマンネリ化している人は刺激を求めて、ぜひ行
くべきだと私は思います。ただ、三年生からの就職活動などの
カリキュラムは甲南大学で受講できないこともありますが、様々
な企業が開催しているセミナーへ行けばいいため、問題ありま
せん。
　皆さんもぜひ行ってみてはどうでしょうか。
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単位互換制度を使用した甲南大学での学びについて岡山商科大学 50周年記念式典・祝賀会

▼50周年記
念式典・祝賀

会

　岡山商科大学は、昭和41
（1966）年に創立され、平成27
（2015）年で50周年を迎えるに当
たり、大学、同窓会で各種事業を
行いました。中でも、産業界の
方々、卒業生、本学教職員の皆様
にご参加いただき、平成27（2015）
年5月23日（土）岡山プラザホテル
において、式典・祝賀会を挙行しま
した。
　ご来賓の皆様、卒業生の皆様、
教職員の皆様の400名以上のご参加を賜り、厳粛なる記念式典、盛大なる祝賀会となり、「地域に貢献する大学」を標榜して教育
研究・地域貢献活動をした成果の一端を見ることができたと、教職員一同身の引き締まる思いと共に、今後への着実な歩みの必
要性を身に染みて感じた次第です。
　創立から３０周年頃までは、日本は高度経済成長期にあり、本学も学生数の増加、学舎の建設など大学が収容定員を含めて発
展してきました。教育は、欧米先進国水準の先進国を目指して、量的拡大のために均質な労働者を多数育成する必要があり、知
識を詰め込むマス教育が初等中等高等教育では必要条件でした。しかし、いざ頂点に達すると、自分で考え、判断して行動する
ことの重要性を教育していなかった日本では、方向性のはっきりしない「空白の10年間」に陥ってしまい、やっと、教育でも「量から質
への転換」のために問題解決能力を修得させる教育方法として、受動型(知識詰め込み型)から、能動型（アクティブアラーニング
型）への教育方法の多様化と、個々人の個性を尊重し伸ばしていくという教育方法に大きく舵を切っています。
　本学では、多様な学生を受け入れ、個性を生かし自分の針路を明確にして卒業させる「教育プログラム」の充実に力を入れて
おり、その成果は、就職率、資格取得率の向上として、平成26（2014）年度（公財）日本高等教育評価機構による7年毎の認証評価
に於いて高い外部評価を得ました。
　本学の50年間の卒業生は、約2万3千人に達しており、岡山県のみならず中国・四国各県で経済分野を中心に活躍されており、
本学の実学の精神を如何なく発揮しされておられます。また高等学校を中心とした商業、公民担当の教員とし約250名、税理士と
して100名強の先輩諸氏が、教育界、会計界でも活躍されておられます。
　本学では、入学、教育、卒業に関して「3つのポリシー」を明記し、ポリシーに沿った学生教育・支援活動を明文化して示しており、
若年人口の減少の状況下での入学定員の確保を第1議とし、入学後の学生の基礎・実学教育により社会に必要とする人材として
育成のできる教育体制・支援体制に革新するように日々 取り組んでいます。
　来る2065年の100周年に向けて着実に教育・研究・地域貢献活動に取り組んでいくこと「継続は力なり」を、50周年の式典を挙
行して深く心に刻む機会となりました。

経営学部経営学科3年　大森　卓弥５０周年記念式典事業部会　代表　大﨑　紘一

ゼミ合宿 企業訪問

岡山商科大学では在籍したまま、国内の他大学で一定期間学ぶことができます。協定大学である松山大学、甲南大学と
単位互換制度を実施し、それぞれの派遣先大学において修得した単位を卒業要件単位数に組み入れることができます。
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海外との交流
▼海外との交

流

　海外の語学研修先として大連外国語大学など5ヶ国の大学へ留学することができます。現地でみっちり語学を学ぶとともに、
現地を小旅行して肌でその国の文化に触れ、かつ制度的・恒久的な交流を行うことを通じて、国際感覚を磨くことを目的としま
す。また、部活動でも海外の大会へ赴き、交流を深めています。

●マルタ共和国語学研修について　経営学部経営学科3年　松下 大雅
　8月19日、私達は関西空港からトルコにあるイスタンブール空港へと向かい、20日の朝9
時（現地時間）にマルタに到着しました。飛行機からの景色では本当に小さい国で、一日
歩けば端から端まで行けるのではないかというように感じました。
　そして、初授業の日、心弾ませながら教室へ向かいましたが、ここで改めて海外である
ことを実感しました。英語を英語で学ぶということがとても新鮮に思えたからです。同時
に、私は英語を書くことはできるのですが、話すことができないという本当の厳しさも体感
しました。日常生活に困らない程度の英語力では、なかなか友達ができないということに
も気付かされました。
　初授業で頭をうたれたものの、開き直ることもできました。英語はあくまでも言語。文法
が多少違っても伝わる。間違えることを恐れない。このように考えることで、気持ちもだい
ぶ楽になり、少しずつですが会話に参加できるようになりました。しばらくすると、海外の友人と一緒に海に行ったり、買い物や観光をし
たりと、日本人だけでなく海外の方とも行動を共にするようになりました。様 な々国の人がいたので、それぞれの出身国の話も聞くことが
でき、勉強 になりました。
　今回、語学研修でマルタに行き、日本しか知らなかった私にとって本当に良い刺激になりました。それぞれの国でのものの見方や考
え方、文化などを知ることができ、自分の無知さを改めて実感することができた本当に価値のある経験であったと思います。この経験
をただ思い出だけで終わらせることのないよう今後の生活に活かしていきます。ありがとうございました。

●韓国語学研修について　経営学部商学科1年　佐々木 優果
　私が韓国で学んだ事や感じた事は３点あります。
　第１に、韓国でも自給自足が発達している事について。私は、韓国は凄くビ
ルが立ち並ぶ都会をイメージしていましたが、韓国にも日本にある様な田園風
景がありました。又、韓国では唐辛子を至る所に栽培していました。韓国の唐
辛子は日本でいう醤油と同じです。日本料理に何でもかんでも醤油を入れる
様に、韓国でも何でもかんでも唐辛子を入れます。韓国で生活していくにつ
れ、韓国人の生活に欠かせない調味料だと分かり、唐辛子の栽培が盛んなこ
とが理解できました。
　第２に、テコンドーについて。韓国でテコンドーを体験させて頂きました。私
は、テコンドーの型といえば、空手の様に突きや蹴りなどを組み合わせて型を
するのだと思っていました。しかし、私の想像とはかけ離れたダンスの様な型
でとても驚きました。テコンドーのショーを見せて頂いた時に突きや蹴りもありま
したが、突きや蹴りというよりは、ダンスのパフォーマンスといった様な感じでし
た。又、木の板を割るというダイナミックスなパフォーマンスもあり、とても迫力が
あり、感銘を受けました。
　第３に、他国の方との交流について。私は、高校の修学旅行でアメリカに行
き、その時も人間は、例え言葉が通じなかったとしてもジェスチャーなどで通じ
合え、又、文章でなくとも単語だけで通じ合えるという喜びを感じました。大学
生になり２度目の海外旅行でしたが、今回韓国に行って、言葉が通じなくても
心は通じ合えると更に身に染みて感じました。何故なら、韓国人だけではなく、
中国人や台湾人とも話す機会があり、一緒に写真も撮るなど、沢山の交流を
深める事が出来たためです。とてもいい経験となりました。
　今回の韓国短期留学は一週間という短い研修でしたがとても楽しかった
です。今回の留学では本当に沢山の方 に々お世話になりました。この経験を
生かし、岡山商科大
学に帰って来ても、他
国の方と交流出来る
様に努力します。本当
に楽しい語学研修で
した。本当に、本当に、
本当にありがとうござ
いました。

●柔道部
マレーシア遠征
Jigoro Kano Judo Championship
2016.12.1～12.6　マレーシア・ペナン州
柔道部11名参加（法学部・経営学部）
　ペナン柔道連盟
からの招待で国際
大会(１５ヵ国参加）
に参加。男子7階
級、女子4階級にエ
ントリー。9名が優
勝、1名が3位。

●ボウリング部
経営学部商学科2年　石本 美来
●第14回世界ユース選手権大会・マスターズ戦
　2016.7.24～8.3
　アメリカ合衆国・ネブラスカ州リンカーン
　日本代表選手団へ代表入りし、3位に入賞、銅メダル
を獲得。前回2年前の第13回大会では、1位入賞、金メ
ダルを獲得しており、引き続き実力どおりの優秀な成績
を残しました。
●第24回アジアボウリング選手権大会
　2016.9.18～28
　中華人民共和国・香港
　女子トリオ戦にて優勝。

社会総合研究所　次長
経営学部 准教授　海宝 賢一郎

▼ボランティ
アスタッフ派

遣

　公益社団法人岡山青年会議所主催の「第３回キッズビジネスパークin岡山～ぼくたち・私たちの夢さがし～」が、2016年8月28
日に岡山ふれあいセンターで開催されました。これは小学校3年生～6年生の児童を対象とした就業体験イベントで、3回目を迎え
た今回は参加児童500名と昨年より100名増え、子供向けの大きなイベントとして定着してきたことが伺えます。本学からは学生28
名がボランティアスタッフとして参加しました。
　当イベントは、警察・消防などの公的機関をはじめ、やきそば・ホットドック・パティシエなどの飲食業、歯科、放送局、大工、ネイル
アート、ヘアメイク、カメラマンなどの多種多様な職業が50店舗出店する中、参加児童は「希望した仕事を体験し、給与を仮想通貨
でもらい、その通貨を使って買い物をする。」これを最大4回繰り返すことができます。
　児童にとって、興味のある仕事を体験することで、将来の夢を見つけることができるかもしれません。さらには、「自身が働いてお
金を稼ぎ、得たお金を使って買い物をする」といった、金融リテラシーの初等教育が実現できる貴重な機会でもあると考えます。
　また、店長として参加した本学の学生にとっては、それぞれ担当する店舗での事前の企画・準備、当日の児童への指導といった
多忙なスケジュールの中、児童が楽しく仕事ができる環境づくり、店長としての責任感など、普段の学生生活では学ぶことができな
い貴重な経験を積むことができたと思われます。2017年度も多くの学生が参加して当イベントに貢献できることを期待しています。

｢キッズビジネスパークin岡山｣への参加

　金融庁、消費者庁、文部科学省、金融関係団体（全国銀行協会、日本証券協
会、日本損害保険協会、日本ＦＰ協会ほか）などで構成された金融経済教育推進会
議が、年齢階層別に金融リテラシー（お金の知識・判断力）について金融リテラシー・
マップを作成、小学生層からシニア層まで7段階に分類して、各段階で「生活スキ
ル」として身に付ける必要がある内容を項目別に分類し、金融教育の推進目標を提
示しています。
　小学生には、家計管理・生活設計・金融知識などの項目について、小学生レベル
での「働いてお金を得ること、お金の計画的な使い方、貯蓄する習慣づけ」などが示
されています。

金融リテラシーとは？ Column



37

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.26

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
派
遣

海外との交流
▼海外との交

流

　海外の語学研修先として大連外国語大学など5ヶ国の大学へ留学することができます。現地でみっちり語学を学ぶとともに、
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議が、年齢階層別に金融リテラシー（お金の知識・判断力）について金融リテラシー・
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▼産学官連携
センター学生活

動支援

　協定を結んでいる真庭市から、真庭市社地区で行われている「社祭り
（式内八社の大祭）」の神輿の担ぎ手がいないため、学生に手伝ってもらい
たいと協力依頼があり、10月9日（日）に本学学生7名と、岡山大学、岡山県立
大学の学生を含めた約30名が参加しました。
　祭りがはじまる前に、社地区の法被や巫女の衣装に着替えたところ、巫
女の衣装は約20年前に着用した以来のため、地元の方から「今年は巫女
さんがいる！」と大変喜ばれました。二宮神社から神様を神輿にのせ、大笹
神社、横見神社、形部神社、神集場と4台の神輿を担いで回り、午後から、
慶事ごとがあった氏子さん宅まで神輿を練り歩きました。アットホームな雰囲
気の中、氏子さんから温かい団子汁やお菓子、飲み物のふるまいがあり、
地域の方や他大学の学生と存分に交流を深めることができました。
　参加学生は、地元の方と交流する中で地域の文化や伝統に触れると共に、他大学の友人もでき、また来年も行きたい！と、とても
楽しそうでした。また、本学からは中国の留学生、岡山大学からはバングラデシュなどの留学生が来ており、国際交流もすることが
できました。学びの多かった社祭り、また来年も参加したいと考えております。

▼
社
祭
り
・
い
ち
ば
大
学

「社祭り（式内八社の大祭）への参加」

　昨年度に引き続き、岡山中央魚市株式会社　同前代表取締役社長のご紹
介により、「岡山市中央卸売市場いちば大学」（12月3日（土）実施）へ参加する機
会を頂きました。
　朝4時から水産や青果市場のせりを見学、マグロの解体見学やマイナス50℃
の冷凍庫を体験し、食育講演会では食の大切さや市場の現状を勉強しました。
受講後は、旬のお魚や野菜などを具材にした巻き寿司やリンゴの食べ比べなど、
貴重な旬のものを沢山頂くこと
ができました。
　朝早くからのイベントでした

が、仲卸業者の方と直接お話することもでき、「食」の流通の背後にいる人の存
在を感じてもらいたい旨や、勉強の仕方と仕事の仕方、本質は同様のため、し
っかり大学で学び、社会でいかしてほしいと励ましていただきました。市場関係
者の方の「食」に対する覚悟と気概を実際に目で見て、感じ、舌で味わう、大変
有意義な経験をさせて頂きました。

「岡山市中央卸売市場“いちば大学”への参加」
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学
がく

講座

「時代の“潮流と深層”を読み解く」をコンセプトに、各分野の第一線で活躍する研究者・経営者・文化人等を講師に招いて開催する
講演会『夕学（せきがく）五十講』（主催：株式会社慶應学術事業会）を全国で見られるサービスです。最先端の動画データ圧縮技術
と安定した配信技術により、高精度の画質と迫力ある音声で受講していただけます。

時代の“潮流と深層”を読み解く。
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2017年度前期配信講座一覧

【受講イメージ】

サテライト会場
（全国）東京会場

『夕学五十講』会場
（東京・丸ビル）

サテライト会場
 （全国のパートナー会場）

中継 受信

インターネット
配信

2017年3月1日現在の予定です。都合により変更となる場合があります。
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慶應丸の内シティキャンパスの定例講演会

 『夕学（せきがく）五十講』（東京開催）を
　　　　　　　　　インターネットで中継配信

＜2017年度前期の講演テーマ＞

人を活かす
経営

世界の中の
日本

未来を創る
技術と戦略

この人に聞く

心と体に
向き合う

4月12日（水）

安部 修仁│ 株式会社吉野家ホールディングス
会長

「吉野家の歴史から学ぶ
　　～変える勇気と守り抜く意思～」

▼
慶
應
Ｍ
Ｃ
Ｃ
夕
学
講
座

＜人を活かす経営＞

6月9日（金）

佐藤 　優│ 作家・元外交官

「世界はどう変わるか」

＜世界の中の日本＞

6月21日（水）

吉川 　洋│ 立正大学経済学部 教授、東京大学名誉教授

「人口減少とビジネスチャンス」

＜世界の中の日本＞

6月29日（木）

石黒 　浩│ 大阪大学大学院基礎工学研究科 教授

「アンドロイドと近未来社会」

＜未来を創る技術と戦略＞

7月19日（水）

守島 基博│ 一橋大学大学院商学研究科 教授

「人視点からの人材マネジメント
　　～働く人を幸せにする企業が強くなる～」

＜人を活かす経営＞

7月21日（金）

佐山 展生│インテグラル株式会社 代表取締役パートナー、
スカイマーク株式会社 代表取締役会長、
一橋大学大学院国際企業戦略研究科 教授

「新生スカイマークと企業再生」

＜未来を創る技術と戦略＞

7月26日（水）

佐藤 祐輔│ 新政酒造株式会社 代表取締役社長

「日本酒リノベーション」

＜未来を創る技術と戦略＞

7月27日（木）

服部 匡志│フリーランスの眼科医

「人間は、人を助けるようにできている」

＜この人に聞く＞

6月23日（金）

坂井 豊貴│慶應義塾大学経済学部 教授

「多数決ではない決め方と、多数決の正しい使い方」

＜世界の中の日本＞

4月19日（水）

山田 邦雄│ロート製薬株式会社
代表取締役会長兼CEO

「真のダイバーシティに向けて」

＜人を活かす経営＞

4月25日（火）

高橋 俊介│慶應義塾大学大学院政策・
メディア研究科 特任教授

「働き方改革とワークライフ」

＜人を活かす経営＞

5月10日（水）

國田 圭作│株式会社博報堂行動デザイン研究所
所長

「行動デザイン
　　～人を動かすマーケティングの新潮流～」

＜人を活かす経営＞

5月23日（火）　

仲道 郁代│ピアニスト

「ピアノの魅力、音楽の力、芸術の力」

＜この人に聞く＞

5月25日（木）

川野 泰周│ 臨済宗建長寺派 林香寺住職、精神科医

「禅とマインドフルネス
　　～現代に求められる自己への気づき～」

＜心と体に向き合う＞

6月1日（木）

朝倉 祐介│ 政策研究大学院大学　客員研究員
（前ミクシィ代表取締役）

「市場経済における会社と個人のあるべき姿」

＜未来を創る技術と戦略＞
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～出前講義：講師がお近くまで伺います！～

商大講座のご案内

▼商大講座

★お申し込みができるのは？
　３０名程度の聴講者が見込める、岡山県内の公共・一般団体や企業です。

★講座のプログラムは？
　次ページをご参照ください。
　１講座1時間から2時間（質疑応答含む）の構成になっております。プログラムに掲載のないテーマにも
対応させていただきますのでご相談ください。

★費用は？
　講師料は無料です。ただし、会場の手配・設営及び案内発送に係わる事務作業や費用は主催者側でお願
いします。（※受講者から料金を徴収されている場合は、講師料が発生します。 講師料は応相談。）

★申込手続は？
　お電話、ＦＡＸ、Ｅメールで下記までお問い合わせください。手続をさせていただきます。

★決定および通知
　決定通知書を担当者あてに送付します。

★開講にあたっての注意
　教員の都合等により、必ずしもご希望に添えないことがあります。

2016年度実績
8/2(火)　岡山県中小企業組合士会
「岡山県中小企業組合士会研修会」
　「地域の活性化について
　　　　　～若者よ地域社会へ飛び込め～」
　　岸田　芳朗（経営学部 教授）

8/25(木)　京山公民館
「京山長寿生きがいセミナー特別編」
　「現代社会における生活習慣病とその対策
　　　　　 ～元気にいきいき毎日を送るために～」
　　岩橋　邦彦（経営学部 教授）

10/1(土)　岡山商工会議所
 「新商品・新サービスを発想するワークショップ」
　　三好　　宏（経営学部　教授）
　　大東　正虎（経営学部　准教授）

10/6(木)　おかやま信用金庫
「おかやま信用金庫マネジメントサポーター養成塾」
　「投資信託のトピックスとその背景」
　　鳴滝　善計（経営学部　教授）
　「終末期医療について―刑法の観点から―」
　　加藤　摩耶（法学部　准教授）
　「日本人はどんな県に住みたいのか？
　　　　：人々の居住県選択と地域の特性」
　　山根　智沙子（経済学部 准教授）

岡山商工会議所
「新発想ワークショップ」
　　三好　　宏（経営学部　教授）
9/26(月)・10/6(木)　ソバラ屋文具店
　「うちの２階何とかしてくれぇ～。
　　　　　　　使い道の可能性をさぐる」
10/4(火)  株式会社モダン・プロ
　「こんなんもあります！！売り場の新たな展開をさぐる」
11/16(水)  有限会社サトハル
　「化粧水のパッケージデザインも含む販売方法」
11/19(土)  FreeDsign株式会社
　「弁当の宅配サービスを通して、地域課題の改善、
　　　解決をはかる新規事業におけるアイデア」
12/3(土)  香喜心
　「お片づけ講座への集客方法」
12/27(火)　 池田電業株式会社
　「住まいの電気に関する
　　　おたすけ隊の販路開拓を考えよう」

1/17(火)　おかやま信用金庫
「若手経営者の会　おかやまPRODUCE」
　ワークショップ「一人のひらめき×あなたのひらめき」
　　三好　　宏（経営学部　教授）
　　大東　正虎（経営学部　准教授）

～お問合せ先～
　岡山商科大学社会総合研究所
　　〒700-8601 岡山市北区津島京町２－１０－１
　　TEL／FAX　０８６－２５６－６６５６[直通]
　　E-mail   syaken@po.osu.ac.jp
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相克は越えられるのか/見たことのない時代を拓く/しなやかに生きる/
経営の筋力と弾力/変わりゆく神話をめぐってテーマ2016年度 前期 サテライト配信講演実績

人の力を信じる経営/戦略と技術が時代を創る/ミクロとマクロの日本論/
先の見えない時代の生き方/国のかたちを考える/この人に聞くテーマ2016年度 後期 サテライト配信講演実績

▼
慶
應
Ｍ
Ｃ
Ｃ
夕
学
講
座

4月13日（水）　 ＜相克は越えられるのか＞

竹中 平蔵 （たけなか　へいぞう）

慶應義塾大学名誉教授、東洋大学教授

「歴史の名言から未来を読む」

6月30日（木）　＜しなやかに生きる＞

原 晋 （はら　すすむ）

青山学院大学陸上競技部監督

「東京オリンピックに向けての陸上改革」

7月1日（金）　  ＜変わりゆく神話をめぐって＞

鎌田 浩毅 （かまた　ひろき）

京都大学教授・地球科学者

「日本列島に迫り来る火山と地震の危機
　  －「大地変動の時代」を生き延びる－」

7月8日（金）　  ＜しなやかに生きる＞

小松 和彦 （こまつ　かずひこ）

国際日本文化研究センター 所長

「日本の妖怪文化 －その歴史と特徴－」

7月13日（水）　＜経営の筋力と弾力＞

一條 和生 （いちじょう　かずお）

一橋大学大学院国際企業戦略研究科 研究科長 教授
IMD特任教授

「実践経験を通じて培った
　実践知としての「リーダーシップの哲学」
　─リーダーシップ・ジャーニーを歩むために－」

7月28日（木）　＜見たことのない時代を拓く＞

名和 高司 （なわ　たかし）

一橋大学大学院国際企業戦略研究科 特任教授

「CSV経営 －高収益と社会問題の
　　　　　　　　　同時解決を目指す」

4月14日（木）　＜見たことのない時代を拓く＞

楠木 建 （くすのき　けん）

一橋大学大学院国際企業戦略研究科 教授

「長期利益の源泉を考える：
　　　　オポチュニティとクオリティ」

4月19日（火）　＜しなやかに生きる＞

山本 昌 （やまもと　まさ）

スポーツコメンテーター

「継続する心」

5月31日（火）　＜経営の筋力と弾力＞

山岸 俊男 （やまぎし　としお）

一橋大学大学院国際企業戦略研究科 特任教授

「安心社会から信頼社会へ」

6月2日（木）　　＜見たことのない時代を拓く＞

石坂 典子 （いしざか　のりこ）

石坂産業株式会社 代表取締役

「自然と地域が共生を目指す
　～共に育み、共に栄える、100年先の企業づくり～」

6月8日（水）　 ＜経営の筋力と弾力＞

高田 朝子 （たかだ　あさこ）

法政大学経営大学院イノベーション・マネジメント研究科 教授

「女性 マネージャーを育む、活かす、押し上げる」

6月16日（木）  　＜経営の筋力と弾力＞

荒木 香織 （あらき　かおり）

園田学園女子大学人間健康学部 教授

「ラグビー日本代表チームを変えたメンタルコーチ」

6月20日（月）  　＜しなやかに生きる＞

塩沼 亮潤 （しおぬま　りょうじゅん）

仙台市・秋保 　慈眼寺 住職

「いつも明るい心で生きて行く」

4月27日（水）　＜経営の筋力と弾力＞

山根 節 （やまね　たかし）

早稲田大学大学院教授（ビジネススクール）
慶應義塾大学名誉教授（ビジネススクール）

「なぜあの人は経営のプロと呼ばれるのか？」

5月27日（金）　＜変わりゆく神話をめぐって＞

姜 尚中 （かん　さんじゅん）

東京大学名誉教授、熊本県立劇場館長

「悪との向き合い方」

10月4日（火）　 ＜人の力を信じる経営＞

金井 壽宏 （かない　としひろ）

神戸大学大学院経営学研究科 教授

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 特別招聘教授

「私のリーダーシップ研究の旅」

11月15日（火）　＜国のかたちを考える＞

小川 和久 （おがわ　かずひさ）

静岡県立大学特任教授、
NPO法人 国際変動研究所理事長、軍事アナリスト

「国際水準から見た日本の危機管理」

1月17日（火）　＜人の力を信じる経営＞

清水 聰 （しみず　あきら）

慶應義塾大学商学部 教授

「新たな顧客 マネジメント
　　　～循環型マーケティングの提案～」

1月24日（火）　＜先の見えない時代の生き方＞

田口 佳史 （たぐち　よしふみ）

東洋思想研究家、株式会社イメージプラン 代表取締役社長

「人生は噛みしめるように生きる」

11月18日（金）　＜国のかたちを考える＞

早野 透 （はやの　とおる）

元朝日新聞コラムニスト、桜美林大学名誉教授

「わたしの田中角栄論」

12月2日（金）　＜国のかたちを考える＞

池尾 和人 （いけお　かずひと）

慶應義塾大学経済学部 教授

「異次元緩和と財政ファイナンス」

12月8日（木）　　＜先の見えない時代の生き方＞

向谷 実 （むかいや　みのる）

音楽プロデューサー、株式会社音楽館 代表取締役

「好きなことをビジネスに変える
　　　～音楽と鉄道がいっぱい～」

12月13日（火）　＜この人に聞く＞

柳家 花緑 （やなぎや　かろく）

落語家

「笑いと感謝、いま大切におもうこと。」

1月12日（木）　＜戦略と技術が時代を創る＞

志賀 俊之 （しが　としゆき）

日産自動車株式会社 取締役副会長

「日産：変革を支える
　　　　レジリエントオーガニゼーション」

10月5日（水）　 ＜戦略と技術が時代を創る＞

夏野 剛 （なつの　たけし）

「変えること、変わることを恐れてはいけない！」

井上 章一 （いのうえ　しょういち）

国際日本文化研究センター 教授

「京都ぎらいの関西論」

10月17日（月）　＜先の見えない時代の生き方＞

平井 正修 （ひらい　しょうしゅう）

全生庵 第七世住職、日本大学客員教授

「坐禅で作る しなやかな心」

10月27日（木）　＜国のかたちを考える＞

森本 あんり （もりもと　あんり）

国際基督教大学 人文科学デパートメント教授（哲学・宗教学）・
学務副学長

「オバマとトランプ：
　　反知性主義とアメリカの宿命」

11月1日（火）　＜この人に聞く＞

廣瀬 俊朗 （ひろせ　としあき）

元ラグビー日本代表主将

「進化を楽しむ」

11月11日（金）　＜人の力を信じる経営＞

松尾 睦 （まつお　まこと）

北海道大学大学院経済学研究科 教授

「マネジャーになる・育てる：仕事の創り方、与え方」

10月11日（火）  ＜ミクロとマクロの日本論＞
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～出前講義：講師がお近くまで伺います！～

商大講座のご案内

▼商大講座

★お申し込みができるのは？
　３０名程度の聴講者が見込める、岡山県内の公共・一般団体や企業です。

★講座のプログラムは？
　次ページをご参照ください。
　１講座1時間から2時間（質疑応答含む）の構成になっております。プログラムに掲載のないテーマにも
対応させていただきますのでご相談ください。

★費用は？
　講師料は無料です。ただし、会場の手配・設営及び案内発送に係わる事務作業や費用は主催者側でお願
いします。（※受講者から料金を徴収されている場合は、講師料が発生します。 講師料は応相談。）

★申込手続は？
　お電話、ＦＡＸ、Ｅメールで下記までお問い合わせください。手続をさせていただきます。

★決定および通知
　決定通知書を担当者あてに送付します。

★開講にあたっての注意
　教員の都合等により、必ずしもご希望に添えないことがあります。

2016年度実績
8/2(火)　岡山県中小企業組合士会
「岡山県中小企業組合士会研修会」
　「地域の活性化について
　　　　　～若者よ地域社会へ飛び込め～」
　　岸田　芳朗（経営学部 教授）

8/25(木)　京山公民館
「京山長寿生きがいセミナー特別編」
　「現代社会における生活習慣病とその対策
　　　　　 ～元気にいきいき毎日を送るために～」
　　岩橋　邦彦（経営学部 教授）

10/1(土)　岡山商工会議所
 「新商品・新サービスを発想するワークショップ」
　　三好　　宏（経営学部　教授）
　　大東　正虎（経営学部　准教授）

10/6(木)　おかやま信用金庫
「おかやま信用金庫マネジメントサポーター養成塾」
　「投資信託のトピックスとその背景」
　　鳴滝　善計（経営学部　教授）
　「終末期医療について―刑法の観点から―」
　　加藤　摩耶（法学部　准教授）
　「日本人はどんな県に住みたいのか？
　　　　：人々の居住県選択と地域の特性」
　　山根　智沙子（経済学部 准教授）

岡山商工会議所
「新発想ワークショップ」
　　三好　　宏（経営学部　教授）
9/26(月)・10/6(木)　ソバラ屋文具店
　「うちの２階何とかしてくれぇ～。
　　　　　　　使い道の可能性をさぐる」
10/4(火)  株式会社モダン・プロ
　「こんなんもあります！！売り場の新たな展開をさぐる」
11/16(水)  有限会社サトハル
　「化粧水のパッケージデザインも含む販売方法」
11/19(土)  FreeDsign株式会社
　「弁当の宅配サービスを通して、地域課題の改善、
　　　解決をはかる新規事業におけるアイデア」
12/3(土)  香喜心
　「お片づけ講座への集客方法」
12/27(火)　 池田電業株式会社
　「住まいの電気に関する
　　　おたすけ隊の販路開拓を考えよう」

1/17(火)　おかやま信用金庫
「若手経営者の会　おかやまPRODUCE」
　ワークショップ「一人のひらめき×あなたのひらめき」
　　三好　　宏（経営学部　教授）
　　大東　正虎（経営学部　准教授）

～お問合せ先～
　岡山商科大学社会総合研究所
　　〒700-8601 岡山市北区津島京町２－１０－１
　　TEL／FAX　０８６－２５６－６６５６[直通]
　　E-mail   syaken@po.osu.ac.jp
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テ　ー　マ 所属学部等 講師氏名 担当講義・専門分野
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夏目漱石
非帰結主義のあらたな解釈
　　－厚生経済学の一展開

・健康管理とセルフ・コントロール
・日常生活における生活習慣病の予防
戦後ドイツにおける「過去の克服」

・シェイクスピアと言葉
・シェイクスピア劇におけるよりよい生き方
・考古学豆知識
・吉備の考古学
　　　－地域創生のための歴史・文化資源の活用－

法学部教授
法学部教授

経営学部教授

経営学部准教授

経営学部准教授

経営学部
特任教授
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イノベーション・マネジメント
経営戦略論

『商大講座』メニュー一覧　

～出前講義：講師がお近くまで伺います！～

商大講座のご案内

2016年度 

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.26

42



▼
商
大
講
座

テ　ー　マ 所属学部等 講師氏名 担当講義・専門分野

教

　
　
養

法

　
　
学

経
済
学

経

　
営

　
・

　
商

　
学

夏目漱石
非帰結主義のあらたな解釈
　　－厚生経済学の一展開

・健康管理とセルフ・コントロール
・日常生活における生活習慣病の予防
戦後ドイツにおける「過去の克服」

・シェイクスピアと言葉
・シェイクスピア劇におけるよりよい生き方
・考古学豆知識
・吉備の考古学
　　　－地域創生のための歴史・文化資源の活用－

法学部教授
法学部教授

経営学部教授

経営学部准教授

経営学部准教授

経営学部
特任教授

越智　悦子
九鬼　一人

岩橋　邦彦

香月　恵里

松浦 芙佐子

柳瀨　昭彦

近代日本文学
哲学
論理学
倫理学
健康教育
運動生理学
ドイツ語
ドイツ文学
英語学
英文学
考古学
博物館学

生命倫理と法
・消費生活と契約
・法教育、主権者教育、市民教育
交通事故の賠償問題
・裁判員制度の現状
・現在の「治安」について
・少年非行への対応とその課題
国際紛争の処理について

法学部教授
法学部講師

法学部准教授
法学部准教授

法学部准教授

粟屋　　剛
倉持　　弘

下田　大介
白井　　諭

砂川　和泉

医療と法
民法
法学教育
民法
刑事訴訟法
刑事政策

国際法

中国経済の構造転換
金融危機における日米欧の金融政策

経済学部教授
経済学部准教授

田中　勝次
山根 智沙子

国際金融論
金融政策
金融工学入門

・日豪貿易史
・地域社会の近代化と産業遺産
　　　　　－瀬戸内を中心にして－
経営活動のグローバル化とコストマネジメントの国際移転
中国企業の現状と課題
・大学との連携について、高大連携について
・世界、日本における産学構造の変化について
・製造業における生産性について
・これからどうする、日本企業
・著名経営者の素顔と資質
・「現代型リーダー」の条件
・後継者の育成
・「ビジネス・リベラルアーツ」のすすめ
・企業広報とマスコミ
・地域商業の活性
・デザイン思考の経営戦略
・家計収支バランスの改善策
・住宅資金設定
・電子商取引の現在
・電子マネーの現在
日本のスタートアップ企業
・農と食による地域づくり
　―人が地域で安心して暮らすために―
・世界と日本の農と食を取り巻く環境
・地域資源を眠らせない６次産業化
・若者よ地域社会に飛び込め
・教育工学とＩＣＴの利用
・科学・ものづくり教育
・企業と情報
・インターネットと地域社会
・充実したライフデザインと
　キャリアプランシナリオの描き方
・ファイナンシャルプランニングの基礎知識
　財産戦略
おかやま地域の産業・商業振興

消費者の心理とは
・マーケティング戦略
・観光・まちづくりのマーケティング
情報化社会における脅威と身の守り方

・ビジネス・エコシステムのマネジメント
・不均衡と技術変化

経営学部教授

経営学部教授
経営学部准教授
経営学部教授

経営学部教授

経営学部教授

経営学部准教授

経営学部教授

経営学部講師
経営学部教授

経営学部教授

経営学部准教授

経営学部教授

経営学部教授

経営学部准教授
経営学部教授

経営学部准教授

経営学部准教授

天野　雅敏

井上　信一
于　琳
大﨑　紘一

長田　貴仁

岡本 輝代志

海宝 賢一郎

蒲　　和重

川合　一央
岸田　芳朗

小松原　実

大東　正虎

髙林　宏一

田中　　潔

田村　直樹
三好　　宏

箕輪　弘嗣

横澤　幸宏

商業史
日本経済史

管理会計論
国際経営論
産学官連携
経営工学

経営学
企業家論(経営者・後継者論)
人的資源管理
ビジネス・リベラルアーツ（ビジネス教養）
ビジネス・ジャーナリズムと広報戦略

商業学
ビジネスデザイン論
ファイナンシャルプランニング
不動産運用設計論
流通システム論
FP概論
経営史
地域づくり
農と食

情報技術論
マルチメディア表現・技術
経営情報
情報管理
ファイナンシャルプランニング

マーケティング
社会調査
マーケティング
マーケティング
流通システム
メディア情報学
情報ネットワーク論
イノベーション・マネジメント
経営戦略論

『商大講座』メニュー一覧　

～出前講義：講師がお近くまで伺います！～

商大講座のご案内

2016年度 

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.26

43

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.26

▼
学
術
ト
ピ
ッ
ク
ス

著書
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　本書『マナス』はドイツ大都市小説の金字塔『ベルリン・アレクサンダー広場』（1929
年）の作者として有名なアルフレート・デーブリーンが、その前作として1927年に発表
した作品で、『マハーバーラタ』をはじめとするインドの神話・哲学から多くの素材や着
想を得て、インドを舞台に書かれた叙事詩である。
　デーブリーンの作品は、『マナス』以前においては総じて、自然や巨大な無名の集
合的力を前にした個的存在としての人間の無力が描かれており、悲観的宿命論的
世界観が支配的であるといえる。ところが、1920年代に入って自然哲学的思索に没
頭するようになると、かれは徐々に世界と人間存在に対する見方を変えてゆき、作風
も変化してゆく。叙事詩『マナス』はその一連の思索の文学的成果であり、苦悩に導かれたデーブリーンの生涯に
おいて、純粋な精神の躍動が際立つ異色作である。
　マナスというのは主人公の名前であるが、「心」という意味のサンスクリット語で、仏教においては「意」と訳され
る言葉である。この名をもった主人公の王子マナスは悲惨非道の世界に絶望して死を求め、輪廻転生の地ヒマラ
ヤの亡者が原へと向かうが、妻サーヴィトリーの犠牲的愛により個としての自己の最終的解体をまぬかれる。マナ
スは再生を果たし、やがて新たな不滅の自己へと変貌を遂げる。
　『マナス』は文字通り心＝魂の彷徨と再生の物語であり、宿命的世界観を力強く克服した、高らかな、独自な人
間讃歌である。時あたかも全ヨーロッパがナチズムの狂瀾にさらわれてゆく前の、短命で不安定な平和の時代で
あった。

　本書は租税法全般に関する概説書であり、大学の専門科目の受講生を主たる対
象として書かれているが、税理士試験受験者あるいは企業経理担当者の基本書と
して、BEPSなどの国際課税、金融取引、信託など実務上の最新動向にも対応する。
租税法に関しては、多くの入門書や概説書が既に一般に出版されているが、本書は
租税法概説から国際課税までを網羅しており、その特色としては執筆者の各々の個
性を活かした点にある。
　内容については、わかりやすさを追求すべく安易にレベルをさげるのではなく、学
生が主体的に質問に来るような教科書を目指した。たとえば、学生が自分で考えるこ
とができるように、抽象的になりがちな必要経費の説明については事例問題を複数
掲載した。また、文字が多く読みづらいという法律系の教科書への苦手意識に対しては、図表を多く組み込むこと
で視覚からの理解につなげている。
　このほかにも、租税法は私法上の経済行為に基づいて適用されるため、憲法はもちろん、民法や会社法など関
連する法分野についても理解する必要があることから難解といわれるが、本書ではコラムを設けて、租税法と私法
との関係性や、海外の法制度、裁判官の反対意見についての説明を加えることで、読者が租税法だけではなく関
連分野にも自然と関心が向くように構成されている。さらに、ステップアップには一歩進んだ判例や税制ついて解説
しているため、学部生や大学院生から実務家まで幅広い読者のニーズに対応することができる。
　本書をきっかけとして、租税法に興味をもっていただければ幸いである。

　*本書の「はしがき」および帯をもとに引用改変している。

翻訳『マナス』

『テキストブック租税法』

経営学部　教授　岸本 雅之

法学部　准教授　加藤 友佳

アルフレート・デーブリーン著　岸本雅之訳（白水社、2016年）

水野忠恒［編］
中央経済社（2016年）
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　二松學舍大学との共同研究の一環として、2015年度から進めていた地域社会への
影響の大きい「ショッピングモール」に関する研究の成果として、ナカニシヤ出版から2016
年7月30日付で「ショッピングモールと地域」が出版されました。本書は、第1部「ショッピング
モールからみる地域社会」、第2部「ショッピングモールからみる現代文化」の2部構成で
あり、今日のショッピングモールの商業空間を起点として、地域の変容をとらえること、更に
現代文化の諸相をとらえることを目途としています。
　第1部はショッピングモールから「地域社会」を考察するうえでの基本となる視点を、二
松學舍大学の1名の教員と本学の5名の教員が以下のテーマで論じています。第1部第
1章で、二松学舎大学江藤茂博教授は、昨今のショッピングモールが都市機能を備えつ
つある点を踏まえ、交通網や地理空間の問題も考慮して、その位置づけについて論じて
います。第2章以降は本学の教員が担当して、第2章で蒲和重教授は、ショッピングセン
ターの始まりと定義、その後の「百貨店法」、「大店法」、そして「町づくり3法」等の商法的な論点、第3章で岡本輝代志
教授は、商業施設の複合化、超大型化に於ける施設建設の総投資額、自治体の財政規模の財政的な論点、第4章で
三好宏教授は、ショッピングモールの業態特性を企業戦略からの論点、第5章で三好教授宏教授は、中心市街地のま
ちづくりを踏まえて、ショッピングモールと地域商店街との関係性の論点、第6章で大東正虎准教授は、大型店舗開店に
伴う交通渋滞の問題の論点、第7章で大石貴之講師は、ショッピングモールとの関係性の中で変容する商店街の論点
についてまとめています。
　第2部は、ショッピングモールから「現代文化」を見る様 な々視点が論じられています。第8章で、遠藤英樹氏は、「モビ
リティーズ時代の幻影(ファンタスマゴリー)：ショッピングモールの寓意(アレゴリー)的読解を目指して」、第9章で、二松学舎
大学松本健太郎氏は、「現代に於ける『意味の帝国』としてのショッピングモール：その記号空間の構成を考える」、第10
章で、塙幸枝氏は、「ショッピングモールにおける記号としてのユニバーサルデザイン：「全ての人々」をめぐる同化と異文
化の装置」、第11章で、カレン・コリガン＝テイラー氏は、「ショッピングモールの隠れたコスト：グローバルネットワークにおけ
る結び目としてのモール」、第12章で、平崎真右氏は、「ショッピングモールと「モール化する書店」」、第13章で、江博氏、
劉韻超氏、王勇萍氏、楊爽氏、平崎真右氏は、「ショッピングモールの比較研究のために：中国に於ける現地報告を中心
に」、第14章で、大塚泰造氏は、「隠喩としてのショッピングモール：インターネットにおける空間設計とその変容」と、ショッピ
ングモールの現代社会での位置づけ、人々の心の中での位置づけ、海外での位置づけ等について広く論じています。

『ショッピングモールと地域』

副学長　大﨑 紘一

編　井尻昭夫、江藤茂博、大﨑紘一、松本健太郎　株式会社ナカニシヤ出版（2016年）

『地域創生イノベーション
　　─企業家精神で地域の活性化に挑む─』

経営学部　准教授　于　琳

忽那憲治・山田幸三（共編著）中央経済社（2016年）

　企業家精神を発揮したイノベーションの遂行は、既存の成功した制度や仕組みに対し、
新たな方向性を提示して創造的に破壊し、変革しようとする活動や行動に他ならない。
　本書はファミリービジネス、グローバル地域企業、産業集積地の中核企業と地域中小企
業とのネットワーク、伝統的地場産業企業、産地・名産品の活用、若者の中小企業における
実践型インターンシップ、事業創造のためのビジネスプランニングなど多様な視点から、群
馬県、岡山県、香川県などの6県の多様な地域の企業を事例として取り上げて議論し、だ
れでも、どこでも、企業家精神を持って地域創生に真摯に取り組めば、価値創造をもたらす
イノベーションは可能であるというメッセージを発信している。
　本書では、12名の大学教員が地域オンリーワン企業による地域創生の取り組みに関す
る事例を議論し、6章に分けて分担執筆した。著者（于琳）は、山田幸三、戸前壽夫とともに
「第1章　地域オンリーワン企業のグローバル挑戦」を担当した。この章は、ファミリービジネ
スと企業家活動の視点から、岡山県内のカモ井加工紙株式会社（1923年創業、4代目）、内山工業株式会社（1898年
創業、4代目）、株式会社メイト（1937年創業、2代目）の3社を取り上げて分析した。3社とも、創業家を中核とする事業承
継の安定を基盤とし、創業からの経営理念を一貫して受け継いだ経営をしており、地域創生の核となるオンリーワン企
業である。岡山に根差した土着性の強い企業でありながら、リードユーザーや海外の見本市などの情報を有効に活用
し、オンリーワン製品の開発に次 と々成功している。また、3社ともファイミリー経営者が若手の時期から海外志向である
共通点を持っている。
　地域オンリーワン企業の事業承継における正当性の保持は、企業家活動の活性化に触媒の役割を果たす。先代の
経営を単に墨守するのではなく、組織の凝集性の向上と後継者の育成に資することができれば、企業の存続に良い影
響を及ぼすのではないだろうか。地方創生は、国の将来を左右する課題である。地域オンリーワン企業の企業家活動と
グローバル事業展開への挑戦に、今後ますます注目していく必要があるだろう。
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著書
紹介

　1857（安政4）年に創業し、歴史分野を中心に専門出版社として歩んできた吉川弘文
館が、「人類誕生から現在に至る「人類の遺産・教訓」としてのあらゆる分野の歴史と文
化を「歴史文化ライブラリー」として刊行すること」にしたのは、1996年10月のことであっ
た。この歴史文化ライブラリーシリーズは2016年10月に創刊20周年を迎え、それを記念し
て、永らく品切れとなっていた7点の書籍の復刊を企て、林玲子・天野雅敏〔編〕『日本の
味  醤油の歴史』もその1点として記念復刊された。
　同書は、ヤマサ醤油を中心とする銚子醤油醸造業を対象とした林玲子編『醤油醸造
業史の研究』（吉川弘文館、1990年）や近世龍野醤油醸造業を研究対象とした長谷川
彰『近世特産物流通史論』（柏書房、1993年）をふまえ、それに続き公刊された地方の中
小産地の研究成果を包摂した林玲子・天野雅敏編『東と西の醤油史』（吉川弘文館、
1999年）などにもとづき、広範な読者を念頭において執筆されたものである。
　同書の構成と執筆担当は、「日本の醤油とは―プロローグ」（林玲子・天野雅敏）、「国際的商品となった日本醤油」

（林玲子）、「関西地方の醤油産地」（天野雅敏）、「関東地方の醤油醸造」（谷本雅之・花井俊介）、「北部九州の醤
油」（井奥成彦）、「醤油あれこれ―エピローグ」（林玲子・天野雅敏）となっている。そして、同書の復刊と軌を一にして、
野田醤油醸造業史を対象とする公益財団法人高梨本家（上花輪歴史館）監修、井奥成彦・中西聡編『醤油醸造業と
地域の工業化―高梨兵左衛門家の研究―』（慶応義塾大学出版会）が2016年6月に刊行されており、同書には、天野
雅敏「明治後期・大正初期における醤油醸造経営とその収支」という論稿も所収されている。醤油醸造業史研究は着
実に進展していることを報じておきたい。

『日本の味  醤油の歴史』

経営学部　教授　天野 雅敏

林玲子・天野雅敏〔編〕
吉川弘文館・歴史文化ライブラリー創刊

20周年記念復刊（2016年）

▼
学
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＜新レベル表対応版＞　 

『品質管理検定講座 ＱＣ検定1・2・3・4級模擬問題集』

経営学部　教授　西　敏明

細谷克也[編著]，岩崎日出男，今野勤，竹山象三，竹士伊知郎，西敏明[著]
株式会社日科技連出版社（※2015年，2016年）※「ＱＣ検定２級模擬問題集」のみ2015年

　“品質管理検定”（略して、“QC
検定”と呼ばれる）は、日本の品質
管理の様々な組織・地域への普
及、ならびに品質管理そのものの
向上・発展に資することを目的に
創設されたものである。 2005年12
月に始められ、全国で年2回の試
験が実施されており、品質管理検
定センターの資料によると、2016年
9月の第22回検定試験で、総申込者数が800,290人、総合格者数が415,659人となった。
　QC検定の認定は、品質管理の実践や品質管理の手法について、知識、能力に関するレベルを設定し、筆記試験に
より、知識レベルを評価するもので、1級・準1級から4級まで、4つの級が設定されている。受検者にとっては、自己能力の
アピールや、仕事の幅を広げるチャンスが拡大すること、就職における即戦力をアピ－ルする強力な武器となる、などのメ
リットがある。
　品質管理検定運営委員会では、品質管理検定レベル表（ver.20081008.3） 1）を改定し、新レベル表（Ver.20150130.1）
を2015年2月3日に公表し、第20回試験から適用している。
　今回の改定のポイントは、項目の内容について再検討し、必要に応じて項目の分割などの整理・並べ替えを行うこと、
同一項目における級ごとの出題内容を区別して明確にすることの2点である。そこで、このレベル表から問題と解説につ
いて見直し、新問や新しく解説も入れて再構成を行い、先の『QC検定模擬問題集』シリーズをリニユーアル、QC検定1
級模擬問題集の完成とともに『新レベル表対応版 QC検定模擬問題集』(品質管理検定講座（全4巻）が刊行された。
　本シリーズが、合格者の輩出に役立つとともに、QC検定制度の普及、日本のモノづくりの強化と日本の国際競争力の
向上に結び付くことを期待している。
　なお、この本文は、「QC検定１級模擬問題集」の「はじめに」より一部を引用・改変している。
　1） www.jsa.or.jp/kentei/content/uploads/level_20150130.1.pdf　（2017年1月20日閲覧）
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岡
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）

　2011年度【前期】経営学特殊講義　　おかやま県外の企業における「地域での金融・保険の役割」

岡山経営者論（経営学特殊講義）（（一社）岡山経済同友会 
ボランティアプロフェッサー 講義）

（一社）岡山経済同友会とタイアップした
「経営人材育成プログラム」

▼岡山経営者
論（経営学特殊

講義）

　本講義は、（一社）岡山経済同友会のご協力のもとに、日本の将来を担う本学学生に、「企業経営」をテーマにして、御社の未来への想い、
想いを実現させる企業活動について、講義をしていただく、ボランティアプロフェッサー・オープンカンパニーとして1996年から実施されており、
2017年度で22年目を迎えます。2015年度からは、これまで「経営学特殊講義」としていた科目名を、「岡山経営者論」と改め、経営者の想い
を伝えて頂く講義 としています。
　2014年4月から開始したアクティブラーニング形式の講義では、1回目はご講義で各社の内容（例えば社是・社訓、経営理念、経営活動等）
についてご講義を頂いています。2回目は、講義の最初又はあらかじめ与えられたテーマ（各社に関すること、社会状況に関することなど）につい
て、10～15人のグループで議論、まとめ、発表、講師の講評をいただく形式で講義を実施して頂いています。
　社会科学系の社会人として必要な学力の３要素｛（知識・技能）、（思考力・判断力・表現力）、（主体性を持って協働して学ぶ態度）｝を修得さ
せるために、新しい形式でのご講義をお願いしています。
　最近、企業では、若者の商品に対する嗜好傾向の意見を集めるために、学生の参画による商品開発、マーケティングを実施されるケースが
見られるようになりました。第2回目の講義は、各社の課題解決の一部としてご参考にしていただいています。

「地域での金融の役割」
　㈱山陰合同銀行　常務取締役  小田光則 様

「企業におけるコンプライアンス」
「広島銀行とその人材」
　㈱広島銀行　執行役員 岡山支店長  三吉吉三 様

「地域活性化への取り組み」
　㈱百十四銀行　
　営業統括部地域コンサルティンググループ長 國村一郎 様
　営業統括部地域コンサルティング調査役  加門直人 様
　香川経済研究所常務理事兼所長  野口裕一 様

「生命保険を理解し、業界最前線を知る！」
　日本生命保険（相）　岡山支社長　　　　　　　 井藤徹也 様
　　　　　　　　　　岡山支社次長　　　　　　 俵坂浩光 様

「生命保険会社の事業と現況」
　明治安田生命（相）　岡山支社長　　　　　　　 小出和久 様
　　　　　　　　　　企画部審議役　　　　　　 永井雅章 様
　　　　　　　　　　総務・内部管理推進部長 倉田治行 様

「地域での金融の役割」
　三井住友海上火災保険㈱　岡山支店長 前田達也 様

　2011年度【後期】経営学特殊講義　　おかやま県外の企業における「地域での営業活動」
「アサヒビールの地域共生活動」
　アサヒビール㈱　九州統括本部営業企画部担当部長
　   　　　 紫藤正徳 様

「嗜好品『たばこ』の戦略」
　日本たばこ産業㈱　岡山支店長  近田仙之 様

「キリンビールの地域営業戦略について」
　キリンビール㈱　　岡山支社長　  大角晋朗 様

「地域での営業活動」
　 大和ハウス工業㈱　岡山支店長  瀧川和民 様

「地域での営業活動」
　㈱パソナ岡山　代表取締役社長  炭田信明 様

「地域での営業活動」
　日本電気㈱　岡山支店長   横山英明 様

　2012年度【前期】経営学特殊講義　　岡山経済界における若手・中堅経営者の経営
「自動車販売会社の経営」
　㈱日産サティオ岡山　代表取締役社長  若林信吾 様

「おもちゃ屋からこども産業へ」
「サンヨープレジャーグループの考える
　　　　　　企業の社会的責任の果たし方」
　㈱サンヨープレジャー　代表取締役社長  高谷昌宏 様
　　　　　　　　　　 総務部マネージャー 金子嘉宏 様

「㈱ファジアーノ岡山スポーツクラブの経営」
　㈱ファジアーノ岡山スポーツクラブ　代表取締役社長 木村正明 様

「㈱ミツバファクトリーの経営」
　㈱ミツバファクトリー　代表取締役社長　　　　　　 江見慎之介 様

「カーツ㈱の経営」
　カーツ㈱　代表取締役社長　　　　　　　 勝矢雅一 様

「岡山湯郷Belleの経営」
　岡山湯郷Belle　ゼネラルマネージャー  黒田和則 様

　2012年度【後期】経営学特殊講義　　岡山県内の地方自治体における若手・中堅市長の地域への取組施策
「総社市の取組施策」
　総社市　市長   片岡聡一 様

「浅口市の取組施策」
　浅口市　市長   栗山康彦 様

「瀬戸内市の取組施策」
　瀬戸内市　市長　   武久顕也 様

「玉野市の取組施策」
　 玉野市　市長   黒田　晋 様

「地方行政における総合計画と財政運営」
　笠岡市　市長   三島紀元 様

「小さな村の地域づくり」
　新庄村　村長   笹野　寛 様

　2013年度【前期】経営学特殊講義　　中堅・女性経営者の経営
「税理士とは」
　税理士法人パートナーズ　代表社員  川本　洋 様

「㈱サンラヴィアンの経営」
　 ㈱サンラヴィアン　代表取締役社長  占部守弘 様

「旅館御園の経営」
　旅館御園　専務取締役   今井真貴子 様

「とら醤油㈱の経営」
　とら醤油㈱　代表取締役社長　　　　　　 三宅正記 様

「㈱岡山高島屋の経営」
　㈱岡山高島屋　代表取締役社長　　　　　　　 肥塚見春 様

「岡山トヨタ自動車㈱の経営」
　岡山トヨタ自動車㈱　代表取締役社長  梶谷俊介 様

　2013年度【後期】経営学特殊講義　　人と心による経営
「RNN、黒住教の活動」
　黒住教　副教主   黒住宗道 様

「イスラームの活動」
　イスラーム　「アル・アマーナ」代表  河田尚子 様

「カトリックの活動」
　カトリック　カトリック倉敷教会　  バルト神父 様
　カトリック　カトリック倉敷教会　  ロジェ神父 様

「真言宗の活動」
　真言宗　長泉寺住職   宮本龍門 様

「天台宗の活動」
　天台宗　本性院住職   永宗幸信 様
　　　　　インド禅定林住職  サンガラトナ・法天・マナケ 様

「金光教の活動」
　金光教　金光教平和活動センター専務理事 杉本健志 様

　2014年度【前期】経営学特殊講義　　将来を考える経営（アクティブラーニング形式による）
「ベネッセ、アート活動、直島、地域社会…
　　アート活動は地域社会を変えていけるか？
　　　－これまでの経緯の整理と、これからの展望－」

「絵画作品を使ったVTS（対話型鑑賞教育）」
　公益法人福武財団　事務局長  金代健次郎 様
　　　　　　　　　　国吉康雄分室アドバイザー 森　弥生 様

「全ては、このオルガンから始まった！！」
　岡山市商店会連合会　会長　　　　　　 長谷川誠 様

「街をつくる」「見られる自分」
　岡山市中之町街づくり(株)　代表取締役社長 片山進平 様

「コンベンション（MICE）について」
　㈱岡山コンベンションセンター　代表取締役社長 藤原隆昭 様

「山陽ＳＣ開発㈱の経営」
　山陽ＳＣ開発㈱　代表取締役社長　　　　　　　 押川正大 様

「将来を考える経営
　（アクティブラーニング形式による）」
　備前焼作家   藤原　和 様

　2014年度【後期】経営学特殊講義　　将来を考える経営（アクティブラーニング形式による）
「中核技術経営と継続的革新経営」
　（一社）岡山経済同友会　代表幹事  萩原邦章 様

「サンワサプライ㈱の経営」
　サンワサプライ㈱　代表取締役社長　  山田哲也 様

「株式会社シーズの経営」
　㈱シーズ　代表取締役社長　  平川清高 様

「社会起業家として、母・妻・女性として…」
　NPO法人輝くママ支援ネットワークぱらママ　代表 藤井弥生 様

「うらじゃ踊り連をつくり、
　　一緒に活動してくれる仲間を増やす！」
　岡山商工会議所スポーツ支援委員会 委員長　うらじゃ振興会
    延原正浩 様

「岡山中央卸売市場について」
　岡山中央魚市㈱　代表取締役社長  同前裕一朗 様

　2015年度【前期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「岡山経済同友会における経営」
　（一社）岡山経済同友会　代表幹事  松田　久 様

「両備グループにおける経営」
　両備ホールディングス㈱　代表取締役社長 松田　久 様

「㈱環光における経営」
　㈱環光　代表取締役社長  吉田縉史 様

「小倉産業㈱における経営」
　小倉産業㈱　代表取締役社長  冨山明寿 様

「㈱リプロにおける経営」
　㈱リプロ　代表取締役社長  岡田謙吾 様

「丸正製粉㈱における経営」
　丸正製粉㈱　代表取締役社長　　　　　　　 柾本健太郎 様

「蜂谷工業㈱における経営」
　蜂谷工業㈱　代表取締役社長  蜂谷泰祐 様

　2015年度【後期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「畠山製菓㈱における経営」
　畠山製菓㈱　代表取締役社長  畠山敏雄 様

「キミセ醤油㈱における経営」
　キミセ醤油㈱　代表取締役社長　  永原琢朗 様

「梶原乳業㈱における経営」
　梶原乳業㈱　代表取締役社長　  梶原康彦 様

「カモ井加工紙㈱における経営」
　カモ井加工紙㈱　代表取締役社長  鴨井尚志 様

「㈱アイネットにおける経営」
　㈱アイネット　代表取締役社長  山本由佳里 様

「㈱セントラルフーズにおける経営」
　㈱セントラルフーズ　代表取締役社長  秋山裕一 様

　2016年度【前期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「㈱デンショクにおける経営」
　㈱デンショク　取締役副社長  野田　令 様

「中国電力㈱における経営」
　中国電力㈱ 岡山支社　執行役員支社長 佐藤幸次 様

「たった1つの製品で世界に勝負する」
　㈱オーエム・エックス　代表取締役社長  髙畑宗明 様

「サントリーの角ハイボール戦略」
　サントリー酒類㈱ 岡山支店　支店長  村田良成 様

「幸福な社会人生活を送る為　
　　能力・感性を高めて成長しよう！！」
　ライト電業㈱　代表取締役社長  岡本典久 様

「ヤンマー農機製造㈱における経営」
　ヤンマー農機製造㈱　代表取締役社長  池内　導 様

　2016年度【後期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「㈱アイスラインにおける経営」
　㈱アイスライン　代表取締役会長  石井秀明 様

「木下サーカス㈱における経営」
　木下サーカス㈱　代表取締役社長　  木下唯志 様

「（公財）岡山県農林漁業
　　担い手育成財団における経営」
　（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団　本部長 増本信行 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長 黒住繁久 様

「コミュニティ放送 諏訪大社 御柱祭への取組」
　㈱倉敷ケーブルテレビ　代表取締役社長 坂本万明 様

「㈱丸五における経営」
　㈱丸五　代表取締役社長  藤木茂彦 様

「岡山エフエム放送株式会社における経営」
　岡山エフエム放送株式会社　代表取締役社長 石井正人 様
　　　　　　　　　　　　　 DJ  牛嶋俊明 様

＜2011～2016年度の登壇者一覧＞
　（2006～2010年度は商大レビューVol.20へ掲載しています。）
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　2011年度【前期】経営学特殊講義　　おかやま県外の企業における「地域での金融・保険の役割」

岡山経営者論（経営学特殊講義）（（一社）岡山経済同友会 
ボランティアプロフェッサー 講義）

（一社）岡山経済同友会とタイアップした
「経営人材育成プログラム」

▼岡山経営者
論（経営学特殊

講義）

　本講義は、（一社）岡山経済同友会のご協力のもとに、日本の将来を担う本学学生に、「企業経営」をテーマにして、御社の未来への想い、
想いを実現させる企業活動について、講義をしていただく、ボランティアプロフェッサー・オープンカンパニーとして1996年から実施されており、
2017年度で22年目を迎えます。2015年度からは、これまで「経営学特殊講義」としていた科目名を、「岡山経営者論」と改め、経営者の想い
を伝えて頂く講義 としています。
　2014年4月から開始したアクティブラーニング形式の講義では、1回目はご講義で各社の内容（例えば社是・社訓、経営理念、経営活動等）
についてご講義を頂いています。2回目は、講義の最初又はあらかじめ与えられたテーマ（各社に関すること、社会状況に関することなど）につい
て、10～15人のグループで議論、まとめ、発表、講師の講評をいただく形式で講義を実施して頂いています。
　社会科学系の社会人として必要な学力の３要素｛（知識・技能）、（思考力・判断力・表現力）、（主体性を持って協働して学ぶ態度）｝を修得さ
せるために、新しい形式でのご講義をお願いしています。
　最近、企業では、若者の商品に対する嗜好傾向の意見を集めるために、学生の参画による商品開発、マーケティングを実施されるケースが
見られるようになりました。第2回目の講義は、各社の課題解決の一部としてご参考にしていただいています。

「地域での金融の役割」
　㈱山陰合同銀行　常務取締役  小田光則 様

「企業におけるコンプライアンス」
「広島銀行とその人材」
　㈱広島銀行　執行役員 岡山支店長  三吉吉三 様

「地域活性化への取り組み」
　㈱百十四銀行　
　営業統括部地域コンサルティンググループ長 國村一郎 様
　営業統括部地域コンサルティング調査役  加門直人 様
　香川経済研究所常務理事兼所長  野口裕一 様

「生命保険を理解し、業界最前線を知る！」
　日本生命保険（相）　岡山支社長　　　　　　　 井藤徹也 様
　　　　　　　　　　岡山支社次長　　　　　　 俵坂浩光 様

「生命保険会社の事業と現況」
　明治安田生命（相）　岡山支社長　　　　　　　 小出和久 様
　　　　　　　　　　企画部審議役　　　　　　 永井雅章 様
　　　　　　　　　　総務・内部管理推進部長 倉田治行 様

「地域での金融の役割」
　三井住友海上火災保険㈱　岡山支店長 前田達也 様

　2011年度【後期】経営学特殊講義　　おかやま県外の企業における「地域での営業活動」
「アサヒビールの地域共生活動」
　アサヒビール㈱　九州統括本部営業企画部担当部長
　   　　　 紫藤正徳 様

「嗜好品『たばこ』の戦略」
　日本たばこ産業㈱　岡山支店長  近田仙之 様

「キリンビールの地域営業戦略について」
　キリンビール㈱　　岡山支社長　  大角晋朗 様

「地域での営業活動」
　 大和ハウス工業㈱　岡山支店長  瀧川和民 様

「地域での営業活動」
　㈱パソナ岡山　代表取締役社長  炭田信明 様

「地域での営業活動」
　日本電気㈱　岡山支店長   横山英明 様

　2012年度【前期】経営学特殊講義　　岡山経済界における若手・中堅経営者の経営
「自動車販売会社の経営」
　㈱日産サティオ岡山　代表取締役社長  若林信吾 様

「おもちゃ屋からこども産業へ」
「サンヨープレジャーグループの考える
　　　　　　企業の社会的責任の果たし方」
　㈱サンヨープレジャー　代表取締役社長  高谷昌宏 様
　　　　　　　　　　 総務部マネージャー 金子嘉宏 様

「㈱ファジアーノ岡山スポーツクラブの経営」
　㈱ファジアーノ岡山スポーツクラブ　代表取締役社長 木村正明 様

「㈱ミツバファクトリーの経営」
　㈱ミツバファクトリー　代表取締役社長　　　　　　 江見慎之介 様

「カーツ㈱の経営」
　カーツ㈱　代表取締役社長　　　　　　　 勝矢雅一 様

「岡山湯郷Belleの経営」
　岡山湯郷Belle　ゼネラルマネージャー  黒田和則 様

　2012年度【後期】経営学特殊講義　　岡山県内の地方自治体における若手・中堅市長の地域への取組施策
「総社市の取組施策」
　総社市　市長   片岡聡一 様

「浅口市の取組施策」
　浅口市　市長   栗山康彦 様

「瀬戸内市の取組施策」
　瀬戸内市　市長　   武久顕也 様

「玉野市の取組施策」
　 玉野市　市長   黒田　晋 様

「地方行政における総合計画と財政運営」
　笠岡市　市長   三島紀元 様

「小さな村の地域づくり」
　新庄村　村長   笹野　寛 様

　2013年度【前期】経営学特殊講義　　中堅・女性経営者の経営
「税理士とは」
　税理士法人パートナーズ　代表社員  川本　洋 様

「㈱サンラヴィアンの経営」
　 ㈱サンラヴィアン　代表取締役社長  占部守弘 様

「旅館御園の経営」
　旅館御園　専務取締役   今井真貴子 様

「とら醤油㈱の経営」
　とら醤油㈱　代表取締役社長　　　　　　 三宅正記 様

「㈱岡山高島屋の経営」
　㈱岡山高島屋　代表取締役社長　　　　　　　 肥塚見春 様

「岡山トヨタ自動車㈱の経営」
　岡山トヨタ自動車㈱　代表取締役社長  梶谷俊介 様

　2013年度【後期】経営学特殊講義　　人と心による経営
「RNN、黒住教の活動」
　黒住教　副教主   黒住宗道 様

「イスラームの活動」
　イスラーム　「アル・アマーナ」代表  河田尚子 様

「カトリックの活動」
　カトリック　カトリック倉敷教会　  バルト神父 様
　カトリック　カトリック倉敷教会　  ロジェ神父 様

「真言宗の活動」
　真言宗　長泉寺住職   宮本龍門 様

「天台宗の活動」
　天台宗　本性院住職   永宗幸信 様
　　　　　インド禅定林住職  サンガラトナ・法天・マナケ 様

「金光教の活動」
　金光教　金光教平和活動センター専務理事 杉本健志 様

　2014年度【前期】経営学特殊講義　　将来を考える経営（アクティブラーニング形式による）
「ベネッセ、アート活動、直島、地域社会…
　　アート活動は地域社会を変えていけるか？
　　　－これまでの経緯の整理と、これからの展望－」

「絵画作品を使ったVTS（対話型鑑賞教育）」
　公益法人福武財団　事務局長  金代健次郎 様
　　　　　　　　　　国吉康雄分室アドバイザー 森　弥生 様

「全ては、このオルガンから始まった！！」
　岡山市商店会連合会　会長　　　　　　 長谷川誠 様

「街をつくる」「見られる自分」
　岡山市中之町街づくり(株)　代表取締役社長 片山進平 様

「コンベンション（MICE）について」
　㈱岡山コンベンションセンター　代表取締役社長 藤原隆昭 様

「山陽ＳＣ開発㈱の経営」
　山陽ＳＣ開発㈱　代表取締役社長　　　　　　　 押川正大 様

「将来を考える経営
　（アクティブラーニング形式による）」
　備前焼作家   藤原　和 様

　2014年度【後期】経営学特殊講義　　将来を考える経営（アクティブラーニング形式による）
「中核技術経営と継続的革新経営」
　（一社）岡山経済同友会　代表幹事  萩原邦章 様

「サンワサプライ㈱の経営」
　サンワサプライ㈱　代表取締役社長　  山田哲也 様

「株式会社シーズの経営」
　㈱シーズ　代表取締役社長　  平川清高 様

「社会起業家として、母・妻・女性として…」
　NPO法人輝くママ支援ネットワークぱらママ　代表 藤井弥生 様

「うらじゃ踊り連をつくり、
　　一緒に活動してくれる仲間を増やす！」
　岡山商工会議所スポーツ支援委員会 委員長　うらじゃ振興会
    延原正浩 様

「岡山中央卸売市場について」
　岡山中央魚市㈱　代表取締役社長  同前裕一朗 様

　2015年度【前期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「岡山経済同友会における経営」
　（一社）岡山経済同友会　代表幹事  松田　久 様

「両備グループにおける経営」
　両備ホールディングス㈱　代表取締役社長 松田　久 様

「㈱環光における経営」
　㈱環光　代表取締役社長  吉田縉史 様

「小倉産業㈱における経営」
　小倉産業㈱　代表取締役社長  冨山明寿 様

「㈱リプロにおける経営」
　㈱リプロ　代表取締役社長  岡田謙吾 様

「丸正製粉㈱における経営」
　丸正製粉㈱　代表取締役社長　　　　　　　 柾本健太郎 様

「蜂谷工業㈱における経営」
　蜂谷工業㈱　代表取締役社長  蜂谷泰祐 様

　2015年度【後期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「畠山製菓㈱における経営」
　畠山製菓㈱　代表取締役社長  畠山敏雄 様

「キミセ醤油㈱における経営」
　キミセ醤油㈱　代表取締役社長　  永原琢朗 様

「梶原乳業㈱における経営」
　梶原乳業㈱　代表取締役社長　  梶原康彦 様

「カモ井加工紙㈱における経営」
　カモ井加工紙㈱　代表取締役社長  鴨井尚志 様

「㈱アイネットにおける経営」
　㈱アイネット　代表取締役社長  山本由佳里 様

「㈱セントラルフーズにおける経営」
　㈱セントラルフーズ　代表取締役社長  秋山裕一 様

　2016年度【前期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「㈱デンショクにおける経営」
　㈱デンショク　取締役副社長  野田　令 様

「中国電力㈱における経営」
　中国電力㈱ 岡山支社　執行役員支社長 佐藤幸次 様

「たった1つの製品で世界に勝負する」
　㈱オーエム・エックス　代表取締役社長  髙畑宗明 様

「サントリーの角ハイボール戦略」
　サントリー酒類㈱ 岡山支店　支店長  村田良成 様

「幸福な社会人生活を送る為　
　　能力・感性を高めて成長しよう！！」
　ライト電業㈱　代表取締役社長  岡本典久 様

「ヤンマー農機製造㈱における経営」
　ヤンマー農機製造㈱　代表取締役社長  池内　導 様

　2016年度【後期】岡山経営者論 　　各社における経営（アクティブラーニング形式による）
「㈱アイスラインにおける経営」
　㈱アイスライン　代表取締役会長  石井秀明 様

「木下サーカス㈱における経営」
　木下サーカス㈱　代表取締役社長　  木下唯志 様

「（公財）岡山県農林漁業
　　担い手育成財団における経営」
　（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団　本部長 増本信行 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長 黒住繁久 様

「コミュニティ放送 諏訪大社 御柱祭への取組」
　㈱倉敷ケーブルテレビ　代表取締役社長 坂本万明 様

「㈱丸五における経営」
　㈱丸五　代表取締役社長  藤木茂彦 様

「岡山エフエム放送株式会社における経営」
　岡山エフエム放送株式会社　代表取締役社長 石井正人 様
　　　　　　　　　　　　　 DJ  牛嶋俊明 様

＜2011～2016年度の登壇者一覧＞
　（2006～2010年度は商大レビューVol.20へ掲載しています。）
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▼観光振興
論特殊講義

「国の光を観る、もって王に
　賓たるに利し」

　21世紀は観光の時代である。観光の語源は、今から約2000年前にさかのぼることができ、中国の儒教の古典と
される四書五経の一つ『易経』に「観国之光利用賓于王」（「国の光を観る、もって王の賓たるに用いるによろし」）
と記されている。「国」とは当時の中国の状況からみてひとつの地域を表し、「光」とは地域のすぐれたものないし特
色を意味するとされている。地域のすぐれたものを人が観る、また、観せることによって人的交流を図ることが、王

（地域の為政者）の大切な努めであると教えている。現在、観光は、国や地域に人を呼び込むとともに国づくり・地域
づくりを実現しようとしている。それに求められるのは、地域振興・活性化を目的とした観光振興である。
　さて、この講義では、観光関連産業の第一線で活躍中の方 を々講師にお迎えし、オムニバス形式で講義をして
いただいている。受講生は、講師の方々の経験談も交えた講義を拝聴し、それぞれの観点から提起される課題を
検討し、解決策について学び、観光に対する理解を深めていく。本講義の受講生が観光関連産業の仕事に対す
る心構えと熱意を育み、将来、観光振興を推進できる人材となることを目標としている。
　観光にはそれぞれの夢を叶える役割がある。例えば、「遊びごころをもって観光の視点を変えてみる～ちょっと変
わった視点で観光イメージづくり～」のテーマで講義していただいた「牛窓町観光協会副会長・ペンションくろしお
丸」の永田昭二氏。牛窓を愛する永田氏は、関西から牛窓に移住し、ペンションを経営しながら牛窓で生活されて
いる。趣味は、ヨット、シーカヤック、自転車、オートバイと幅広い。文字通り「遊びの達人」、理想的な「ライフ・アンド・バ
ランスの達人」である。永田氏によれば、牛窓では昔からUFOが出現するとか、目撃されているといった話がよくメ
ディアで取り上げられており、フランスの番組でも取り上げられたそうである。同時に、瀬戸内市は瀬戸内フィルム観
光にも力を入れており、2015年には、牛窓を舞台にした映画「U・F・O～Ushimado's Fantastic Occurrence～う

しまどの、ふしぎなできごと」が作られたそうである。この映画は、中学
時代の同級生の女の子との淡い思い出と不思議な出来事を描いた、
いわゆる「胸キュンストーリー」である。最後の場面で、大人になった男
の子の前に現われた女の子は「…必ず帰ってくるって約束したでしょ
う…」と言いながら微笑みかける。UFOで宇宙から帰ってきたのだろ
うか。
　『論語』にもあるように、「知之者、不如好之者。好之者、不如楽之
者」―ものごとを知識として知っているだけの者は、これを愛好する者
におよばない。さらにこれを愛好する者は、楽しんでこれと一体になっ
ている者にはおよばない。皆さん、これからも楽しんで学びましょう！

講師名 テーマ

経営学部　講師　ソ　ユンゾン

2016年度「観光振興論特殊講義」外部講師登壇プログラム

観光素材の作り方

岡山市の観光コンベンション施策

『フルーツパフェの街おかやま』に見る
　地域ブランディングの構成要素
訪日旅行の現状と今後
KATALOG　～懐かしい未来の観光～
ホテル産業概論
日生カキオコ・あこう絵マップ・尾崎まちなみ部会
　～楽しみながらまちづくり=「まち遊び」の流儀～

遊びゴゴロをもって観光の視点を変えてみる。

「走る阿呆たちがとくしまに新しい風を吹かせた！！」
　～とくしまマラソン実施までの物語 ～
岡山県の観光の現状と取り組み

ツーリヅム産業のあゆみと現状

直売所による地域農業振興の拠点づくりをめざして

NPO法人タブララサ  理事長　　　　河上 直美　氏
岡山市経済局
観光コンベンション推進課 課長　　　　　芳原 　保　氏
ビザビグループ
協同組合 岡山情報文化研究所 専務理事　　　伊藤 博則　氏
株式会社リョービツアーズ 専務取締役　　小童谷 靖則　氏
株式会社リレイション  代表取締役　　祁答院 弘智　氏
ANAクラウンプラザホテル岡山 総支配人　　　柴田 公房　氏

日生カキオコまちづくりの会 会長 　　 江端 恭臣　氏

ペンションくろしお丸
牛窓町観光協会  副会長 　　 永田 昭二　氏
公益社団法人おかやま観光コンベンション協会
   専務理事 　　 西 　正尚　氏
岡山県観光連盟  専務理事        中田 　哲　氏
株式会社ＪＴＢ中国四国
岡山支店   執行役員・支店長　上田 英夫　氏

JAおちいまばり　　　　　　　 直販開発部　部長　西坂 文秀　氏
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　國光ゼミの3年生が、「社会人基礎力育成グランプリ

2016」において、準優秀賞を受賞しました。この大会

は経済産業省が主催したもので、大学生が授業を通じ

て社会人基礎力がどれだけ伸びたかをチームで発表し、

その成長度合いを競うものです。

　プレゼンの派手さ・上手さで優劣をつけるのではなく、

あくまで学生が行ってきた活動の内容と、それに伴う社

会人基礎力の成長が審査の対象とされています。発表

の持ち時間はトータルで20分以内とされ、教員が授業の

内容について4分、学生（3名以内）が活動内容・成

果報告を10分、審査員と学生の質疑応答が5分です。

発表の内容について、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、

「チームで働く力」の３つの能力（12の能力要素）が

審査されます。

　國光ゼミは、「若者による少子化対策プロジェクト」の

活動報告を行いました。ゼミで学んだ人口経済学の理論

（結婚・出産、家族形成の理論）をもとに、少子化社

会に貢献することを目指した活動です。若者の価値観や

ライフスタイルに合わせ、10年先の婚活支援を提案して

います。学生による、学生の世代のための婚活支援です。

　私たちが行ったのは、「世代による結婚観のギャップの

解消」に関する取組です。結婚に対する意識や、出会

いの機会には大きな世代差があると考えられます。しか

し、長期の時系列で結婚意識を調査した統計は少なく、

年代別・地域別の結婚行動を分析したものはほとんどあ

りません。そこで、私たちは岡山県の婚活支援拠点で

ある「おかやま出会い・結婚サポートセンター（以下：サポー

トセンター）」の協力のもと、40代～70代の婚活支援ボ

ランティアに対するアンケート分析を行いました。このサ

ポートセンターは、岡山県庁が設置したもので、岡山県

下の婚活支援に関するすべての情報が集まる、岡山県

の婚活支援拠点です。

　一連の試みについては、現時点では以下の反省があ

ります。第1は、実際の課題解決を目指しましたが、部

分的な現状把握にとどまっている点です。地域の少子化

対策の取組みに関して、統計的なデータが乏しく、その

課題に取り組む主体との関係構築が重要です。しかし、

充分なヒアリング調査を実施できていません。第2は、成

果を発表する場です。学生による課題設定に対して、

通常の教育の枠組みでは不十分でした。成果を社会に

還元するためには、地域の商工会議所やＮＰＯ法人、ボ

ランティア等、多様な主体への働きかけが必要です。

　以上の反省を踏まえて、「若者による少子化対策プロ

ジェクト」は、2017年度から第2期とし、広域学際研究・

教育の実施を模索していきます。今後の取り組みについ

ては、論文やレポートという形で外部に公開していく予定

ですので、どうぞご期待ください。

「社会人基礎力、
　　中・四国地区で2位！」 経済学部　講師　國光　類　
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岡山商科大学
孔子学院活動報告

▼キャ

2016年度

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

番号 活動名称及び概略 対象とする人 参加者の延べ人数

孔子学院2016年度教学及び文化活動状況
（日常教学業務）

（市場開拓及び文化推進業務）

（６）端午節交流会

前期中国語講座（入門、初級、中級、上級）
後期中国語講座（入門、初級、中級、上級）
特訓コース
子どもコース
初級中国語
出張中国語講座
ＲＳＫラジオ講座

学生、社会人
学生、社会人
社会人
小学生
学部生

一般リスナー

70
４３
8
7

233
24

約８万

１4
１5
２
2
8
2

５2回

番号 講義名称 講義の対象 学生数クラス数

春節交流会
中国文化サロン（中国茶芸教室）
端午節交流会
中国語スピーチコンテスト
出前中国文化講座
中医学健康法講座
中国経済講座
孔子学院の日
伝統芸術鑑賞会　
中国世界遺産写真展示会　
遠隔通信システムによる中国文化講座（6月から計10回）
中国語学研修―サマーキャンプ

85
53
58
50
1７
３3
113
42
76
多数
25
25

１

２
3
４
５
6

社会人及び学生
社会人及び学生
社会人及び学生
高校生、大学生、社会人
小学生及び保護者
一般市民
社会人及び学生　
社会人及び学生
社会人及び学生
一般市民　
高校生
学生

文責：孔子学院　ボランティア講師　李歓

（１）春節交流会

（３）中国語·中国文化ラジオ講座

　1月30日、中国で一番重視されている伝統祝日春節を地域住民
や中国語講座受講生に体験してもらうために、「春節交流会」を
開催しました。地域住民、中国語講座受講生、留学生など85名の
参加者がありました。皆さんは餃子作りを楽しみながら、留学生、
孔子学院の受講生の出し物を鑑賞しました。

　「RSKラジオ 商大 孔子学院コーナー」中国語ラジオ講座はもう
8年目になります。
　4月6日、新しい中国文化ラジオ講座―「岡山商科大学 孔子学
院ラジオでニイハオ」が初めて放送されました。本学学長、孔子学
院理事長井尻昭夫教授は初回目の番組に出演しました。

　6月9日、中国の年中行事である端午節を中国語講座受講生
や地域住民に体験してもらうため「端午節交流会」を開催しまし
た。51名の参加者は端午節の伝説などの紹介を聞き、その後孔
子学院の教師と共にちまき作りなど体験しました。

（4）倉敷中国語教室開講
　4月7日、孔子学院倉敷中国
語教室が開講しました。中国語
教室の倉敷での開講はとても
好評でした。

（２）中国文化講座

　１月、3月、7月、11月に岡山県福祉交流プラザ旭東、岡山市立御
南公民館、岡山県福祉交流プラザ富原など地域公民館の要請を
受けて、子供向け講座、中国茶講座などさまざまな中国文化講座
を行いました。また、5月18日には太極拳文化サロンを開催しました。

（５）津山商業高校との交流
　5月22日、岡山県立津山商業高校で中国文化交流会を行われ
ました。高校生、教職員は餃子作り、中国の切り絵、太極拳を体験
しました。6月～12月には遠隔通信システムによる中国文化講座を
行いました。

（１０）出店
　地域住民、大学生、高校生との交流を深めるために、孔子学院
は今年8月、10月、11月に津島小学校八朔踊り·本学大学祭·本学
附属高校文化祭で屋台を出しました。

（12）サマーキャンプ
　8月18日～8月27日、孔子学
院の引率により10名の高校生
と大学生が大連外国語大学
で短期留学をし、中国語、切り
絵などの授業を受けました。

（13）孔子学院の日·世界写真展示会
　9月24日、孔子学院の設立記念日に孔子学院を一日開放しまし
た。参加者はミニ中国語講座、切り絵、中国茶などを体験しまし
た。イベントの一環として、初めて中国世界遺産写真展示会を行
いました。

（８）中国語朗読コンテスト

　7月9日、受講生の学習成果
をアピールするために、第三回
中国語朗読コンテストを開催し
ました。15名の参加者が発表し
ました。

（14）中国伝統芸術鑑賞会

　中国伝統音楽を市民に体験
してもらうために、孔子学院は
今年10月15日と10月17日に二
回の「伝統芸術鑑賞会」を開
催した。大連外国語大学芸術
団の教師及び学生による「煙
雨逍遥」などの曲が披露されま
した。約103名の参加者があり
ました。

（１１）中国語コミュニケーション講座
　8月24日、本学の教職員のた
めに、「第二回中国語コミュニ
ケーション講座」を開催し、約
70名の参加者がありました。

（７）中医学健康法講座
　6月25日、兵庫医科大学中医
薬孔子学院副学院長、北京中
医薬大学教授梁永宣教授によ
る中医学講座が行われました。
講座は地域住民に中医学の知
識を紹介しました。

（15）中国語教育研究会
　11月12日、中国語教育における共通的な問
題を検討するために、広島大学大学院社会
科学研究科教授、広島県華僑華人総会会長
盧濤教授を招き、第一回「中国語教育研究
会」を開催しました。

（９）経済公開講演会
　1月13日、7月22日に同志社大
学グローバル·スタディーズ研究
科厳善平教授を招き、二回の
経済公開講演会を行いました。
二回あわせて約280人の参加
者がありました。
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2016年度

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

番号 活動名称及び概略 対象とする人 参加者の延べ人数

孔子学院2016年度教学及び文化活動状況
（日常教学業務）

（市場開拓及び文化推進業務）

（６）端午節交流会

前期中国語講座（入門、初級、中級、上級）
後期中国語講座（入門、初級、中級、上級）
特訓コース
子どもコース
初級中国語
出張中国語講座
ＲＳＫラジオ講座

学生、社会人
学生、社会人
社会人
小学生
学部生

一般リスナー

70
４３
8
7

233
24

約８万

１4
１5
２
2
8
2

５2回

番号 講義名称 講義の対象 学生数クラス数

春節交流会
中国文化サロン（中国茶芸教室）
端午節交流会
中国語スピーチコンテスト
出前中国文化講座
中医学健康法講座
中国経済講座
孔子学院の日
伝統芸術鑑賞会　
中国世界遺産写真展示会　
遠隔通信システムによる中国文化講座（6月から計10回）
中国語学研修―サマーキャンプ

85
53
58
50
1７
３3
113
42
76
多数
25
25

１

２
3
４
５
6

社会人及び学生
社会人及び学生
社会人及び学生
高校生、大学生、社会人
小学生及び保護者
一般市民
社会人及び学生　
社会人及び学生
社会人及び学生
一般市民　
高校生
学生

文責：孔子学院　ボランティア講師　李歓

（１）春節交流会

（３）中国語·中国文化ラジオ講座

　1月30日、中国で一番重視されている伝統祝日春節を地域住民
や中国語講座受講生に体験してもらうために、「春節交流会」を
開催しました。地域住民、中国語講座受講生、留学生など85名の
参加者がありました。皆さんは餃子作りを楽しみながら、留学生、
孔子学院の受講生の出し物を鑑賞しました。

　「RSKラジオ 商大 孔子学院コーナー」中国語ラジオ講座はもう
8年目になります。
　4月6日、新しい中国文化ラジオ講座―「岡山商科大学 孔子学
院ラジオでニイハオ」が初めて放送されました。本学学長、孔子学
院理事長井尻昭夫教授は初回目の番組に出演しました。

　6月9日、中国の年中行事である端午節を中国語講座受講生
や地域住民に体験してもらうため「端午節交流会」を開催しまし
た。51名の参加者は端午節の伝説などの紹介を聞き、その後孔
子学院の教師と共にちまき作りなど体験しました。

（4）倉敷中国語教室開講
　4月7日、孔子学院倉敷中国
語教室が開講しました。中国語
教室の倉敷での開講はとても
好評でした。

（２）中国文化講座

　１月、3月、7月、11月に岡山県福祉交流プラザ旭東、岡山市立御
南公民館、岡山県福祉交流プラザ富原など地域公民館の要請を
受けて、子供向け講座、中国茶講座などさまざまな中国文化講座
を行いました。また、5月18日には太極拳文化サロンを開催しました。

（５）津山商業高校との交流
　5月22日、岡山県立津山商業高校で中国文化交流会を行われ
ました。高校生、教職員は餃子作り、中国の切り絵、太極拳を体験
しました。6月～12月には遠隔通信システムによる中国文化講座を
行いました。

（１０）出店
　地域住民、大学生、高校生との交流を深めるために、孔子学院
は今年8月、10月、11月に津島小学校八朔踊り·本学大学祭·本学
附属高校文化祭で屋台を出しました。

（12）サマーキャンプ
　8月18日～8月27日、孔子学
院の引率により10名の高校生
と大学生が大連外国語大学
で短期留学をし、中国語、切り
絵などの授業を受けました。

（13）孔子学院の日·世界写真展示会
　9月24日、孔子学院の設立記念日に孔子学院を一日開放しまし
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学グローバル·スタディーズ研究
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　本学は、実践的能力の取得や社会人としての教養を身につけ、早期から社会人となるための意識を高めるよう
学生を指導しています。
　そうした中で、国家資格や検定試験へのチャレンジを学生に促し、積極的に受験できるよう「岡山商科大学専門
学校」ならびに「学校法人産業能率大学」と連携して、資格試験講座・通信教育講座等を実施しています。
　また、国家資格試験等に合格した場合、お祝い金を支給する「岡山商科大学資格取得支援制度」を設けてい
ます。
　本年度も多数の皆さんが、国家資格試験・公務員試験・検定試験に合格されました。

日商簿記検定（3級）講座
日商簿記検定（2級）講座
リテールマーケティング（販売士）検定3級講座
リテールマーケティング（販売士）検定2級講座
宅地建物取引士本科講座（通学）
宅建建物取引士web講座（e-ラーニング）

行政書士試験講座（初級コース）
行政書士試験講座（上級コース）
MOS対策講座
　（Word,Excel,Power point,Access）
基礎学力養成講座（数学・国語）

資格試験合格者（2016年度）

（注）岡山商科大学資格取得支援制度の詳細については社会総合研究所までお問い合わせください。

※任期付・補欠の採用も含む。

公務員試験合格者
○国家公務員
　刑務官　　　　　　　　３名
　自衛官　　　　　　　　４名

　　　　　　　　　　　　　　

資格試験講座一覧

独学サポート（オリジナルの試験対策問題・解説配付）
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○地方公務員

リテールマーケティング（販売士） 検定3級

岡山市役所  　　　　　　 １名
岡山市消防局　　　　　　１名
警察官　　　　　　　　　４名

岡山県　２　　　島根県　１　　　東京都　１
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〇宅地建物取引士    　　 3名
〇税理士試験（法人税法）   1名
〇　　〃　　（消費税法）　1名
〇AFP認定者
　（アフェリエイテッド ファイナンシャル プランナー）
   　   6名
〇FP技能検定
  2級　　　　8名
  3級　　　　10名

〇日商簿記検定
  2級　　　　5名
  3級　　　  11名
〇リテールマーケティング（販売士）検定
　　　　　　 2級　　　　1名
  3級　　　　5名
〇経済学検定（ミクロ・マクロ）2科目
　Sランク  　3名
　A+ランク  　2名
　Aランク  　6名

〇TOEIC   　2名
〇ITパスポート  　2名
〇MOS（マイクロソフト オフィス スペシャリスト）　 
　 試験Excel2013 　6名
〇秘書技能検定2級 　2名
〇経営学検定初級　　 　3名
〇世界遺産検定
　　2級  　1名
　　3級  　10名

▼「商大塾」

　2012年4月に開設した「商大塾」は5年目を迎え、自習スペースを設けてリニューアルしました。資格に関する相談の場と
して定着してきており、国家資格の取得を目指す学生の相談も増えてきました。

◆学生に人気の資格　～１年間を通じて受検者が多かった資格～
　2016年度も日商簿記３級の受検者が一番多く、世界遺産検定と経済学検定の受検者が急増したのが特徴です。
　世界遺産検定は、関連の授業を通じて学習した「成果」を確認するために３級を受検した学生が増えたように感じられ
ます。２級にチャレンジして合格した学生もいました。
　商大塾では、旅行・観光業界への就職を目指す学生には、国内・総合旅行業務取扱管理者試験だけでなく、知識を深め
るために当検定試験の受検も推奨しています。
　また、就職活動（就活）において履
歴書の資格欄に「世界遺産検定３
級」と記載した学生に対して面接官
が興味を示し、自己アピールにつなが
り高く評価されたという話も聞いてい
ますので、授業の成果を“見える化”
することも重要と考えます。
　経済学検定の受検者が増えたこ
とも本年度の特徴です。大学院進学
を目指す学生にとっては、Ｓランク・Ａ+
ランク・Ａランクといった上位成績を取
得していれば、受験の際に専門科目
が免除となる大学院が増えてきてい
るため、重要な検定試験と位置付け
られています。

◆資格取得に向けた相談
　日商簿記検定、ファイナンシャルプランニング技能検定（ＦＰ技能士）、リテールマーケティング（販売士）検定に関する相談
は例年同様に多く、将来に向けて技能を身につけたいと考える学生が増えていることが実感できます。また、宅地建物取引
士をはじめ、税理士や行政書士、中小企業診断士といった国家資格取得に向けた相談も増えてきており、効率的な学習方
法について個別アドバイスを行っています。

◆国家資格を目指す　～学外講座の推奨～
　国家資格については、提携先の学外講座の受講を推奨しています。特に
難易度の高い資格については、受験指導専門の講師による受験対策講座の
受講によって効率的に学習を進めることが望ましく、ダブルスクール化を推奨
しています。
　税理士試験においても、学外講座を受講して科目合格（法人税法、消費税
法）となり、昨年の簿記論、財務諸表論に続き4科目合格という良い結果につ
ながった学生もおります。また、2015年度より推奨している宅地建物取引士講
座の通学コース（学外講座）も受講者数が定着してきており、安定的に合格
者を輩出できるようになってきました。

2016年度の商大塾を振り返り
社会総合研究所　次長

経営学部 准教授　海宝 賢一郎

ＡＦＰ認定研修を開講
　隔年で開講しているＡＦＰ認定研
修に7名が受講、２級ファイナンシャル
プランニング技能士の資格を取得後、
日本ＦＰ協会へ認定登録することで、
プロのファイナンシャルプランナーとし
ての仲間入りを果たします。
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日商簿記検定３級

世界遺産検定３級
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▼
研
究
所
か
ら

合格者の声

岡山市役所合格税理士科目 計4科目 合格
（2015年度2科目（簿記論、財務諸表論）合格、

         2016年度2科目（法人税法、消費税法）合格）

税理士科目 計4科目 合格
（2015年度2科目（簿記論、財務諸表論）合格、

         2016年度2科目（法人税法、消費税法）合格）
経営学部経営学科4年　
藤原　由卓

　2016年10月16日に行われた平成28年度宅地建物取引士資格試験
において、法学部法学科4年の武田 健さん、経営学部経営学科4年の
中村 智美さん、林 奈菜美さんの3名が合格しました。2名は、商大塾か
ら資格取得支援講座を委託している株式会社建築資料研究社（日建
学院）の宅建講座を受講し、1名は資格の学校TACへ通い、優秀な成
績をおさめることができました。

　私は、以前から税理士になり
たいという夢があり、2年生の時
から資格の学校に通いながら税
理士試験の勉強を続けてきまし
た。税理士試験は難易度が高く
独学で勉強して受かることはほ
ぼ不可能に近いため、大学に行
きながら講義の無い時間は資格の学校で税理士試験の勉強をしてきま
した。
　税理士試験は多くの科目が計算問題と理論問題の２つで構成されて
います。計算問題では限られた時間の中で効率よく少しでも多くの問題
を解答していくことが必要になります。そのため、多くの問題を解き正確さ
とスピードを速くするようにしました。理論問題では条文の暗記が欠かせ
ないため常にテキストを持ち歩き、時間の空いた時には条文の暗記に努
めました。
　税理士試験のような難易度の高い資格に合格するためには、毎日勉
強を続けていくことが必要になります。そのためにも勉強ができる環境を
作ることが大切になってきます。私の場合は主に資格の学校の自習室を
利用し、自宅では勉強をほとんどしていませんでした。毎日勉強する時間
を決めてその時間は勉強に専念し、それ以外の時間は勉強のことを一
切考えないように、メリハリをつけて勉強していました。自習室を利用する
ことにより静かな環境で、かつ、勉強するしかないという状況を自分で作り
日々 頑張ってきました。
　税理士試験は年々難しくなっているため、税理士試験を受験する場
合には予備校にいき、勉強することが合格への近道だと思います。自分
に合った勉強方法を見つけ合格へと頑張ってください。

法学部法学科4年
池田　幸平
　私は、入学前から公務
員になりたいと思いこの岡
山商科大学法学部に進学
をしました公務員試験には
専門試験の法律科目が一
次試験の筆記で出題され
る地方もあり、法律に強くなるために法学部を選びました。大学の講義内
容は公務員試験を視野に入れて時間割りを組み、憲法・税法・行政法等
必要な科目は１回生の頃から念頭に入れていました。
一次試験は範囲が広く的が絞りづらい、法律の科目となると更に広く勉
強しづらいです。法学部に入り、日常的に法律を学習でき、対策が講義
の中で同時にできていたことは非常に利点でした。
　岡山商科大学には公務員を目指している人の特別講義として公務員
講座を受講することができます。私は２回生の頃からその講座を受講し
てきました。講座の内容を一１年間で教科書に書き写し、教科書一つで
対策ができるように自分なりに思考を凝らしました。３回生では講座を受
講しながら家では復習の繰り返しをしていましたが、毎日は勉強していま
せんでした。アルバイトもしていたので、週２程度で学習をしていました。
公務員試験は範囲が広いので、ポイントだけは講座でしっかりと押さえて
それ以外は目を通すだけで対策は十分できます。
　一次試験を通過すれば、次は面接試験等があります。私は３月から始
まる就職活動にも積極的に参加をし、そこで様 な々企業の面接を受け面
接慣れをし、対策を講じていました。公務員の面接とは違うと思うかもし
れませんが、どちらも受けた私の意見としてはそれほど大差ないです。実
践ほど良い経験はありません。
　公務員試験は範囲が広く辛いとは思いますが、とにかく一次試験が
突破できるよう勉強に力を入れることをお勧めします。

宅地建物取引士合格
　2016年10月16日に行われた平成28年度宅地建物取引士資格試験
において、法学部法学科4年の武田 健さん、経営学部経営学科4年の

経営学部経営学科4年
中村　智美
　私は、住宅関係に興味があったのと、大学時代に資格を取得したいと
考えていたので、商大塾に行き宅建を受験することに決めました。日建学
院の宅建講座には、自宅学習がメインなe-ラーニング講座と日建学院で
学習する通学コースの二種類がありましたが、私は自分一人で勉強を
進めていくことに自信がなかったので通学コースで勉強を始めました。実
際に通学コースで勉強をして、この日までに宿題を提出するといったプラ
ンがあり、ちゃんとチェックしてくださることによって勉強することがだんだ
んと習慣づけられました。授業毎にテストが実施されすぐに結果がでる
のでクラスでどの順位なのかが分かり、そこで勉強に火がついたと思い
ます。また、前回間違えたところを復習することによって、次のテストで正
解した時はとても嬉しく、モチベーションをさらに上げることができました。

ERE（経済学検定）
ミクロ・マクロSランク合格

 2016年12月4日に行われた第31回経済学検定試験におい
て、経済学部経済学科4年の葉　佳麗さん、3年の王　珮珣
さん、章　美霞さんの3名がランクSの成績を収めました。ランク
Sはわずか成績上位1%にしか与えられない、非常に優秀な成
績です。

　　社会総合研究所では、後援会を組織しています。県内外を問わず多くの個人・団体の方にご登録をいただき、会員の

皆様には、各種公開事業にご参加いただくと共に、刊行資料の配布をしています。そうした活動を通じて、寄せられたご意

見、ご感想は社会的な要請とも受け止め、展開する事業へ反映させています。

　そうした私共を支えていただいている後援会会員の中から一部の方に、中長期的かつ戦略的なご意見をいただくために、

役員としてご就任いただいています。2017年2月28日にはご意見をいただく場として「2016年度後援会理事・幹事合同役員

会」を開催いたしました。

　産業界などで活躍されている方々からのご意見は多くのご示唆を含んでおり、これからの活動指針を定めていく上で、大

変貴重な道標を示していただきました。

　今後、こうしたご意見を無駄にすることなく、地域発展のため鋭意取り組んでいきたいと思います。

     

岡山商科大学社会総合研究所後援会役員名簿 （2017年3月）

代表理事　岡﨑　　彬
理　　事　伊原木一衛
理　　事　宮長　雅人
理　　事　原　　憲一
理　　事　小嶋　光信
理　　事　秋山　進彦
代表幹事　武田　修一
幹　　事　服部　弘平
幹　　事　木谷　忠義
幹　　事　近藤弦之介
幹　　事　松本　光雄
幹　　事　永山　久人

岡山ガス株式会社　代表取締役社長

丸田産業株式会社　取締役会長

株式会社中国銀行　代表取締役頭取

山陽放送株式会社　代表取締役社長

両備ホールディングス株式会社　代表取締役会長兼CEO

倉敷化工株式会社　相談役

株式会社廣榮堂　取締役会長

服部興業株式会社　取締役会長

株式会社さえら　代表取締役会長

太陽綜合法律事務所　代表弁護士

株式会社まつもとコーポレーション　代表取締役会長

下津井電鉄株式会社　代表取締役社長

（敬称略）

〈2017年２月28日　於：岡山プラザホテル〉

「後援会及び後援会役員会について」

そして、宅建は生活の中でも役に立つ内容が多く、はじめて知ることも多
く楽しく勉強できました。
　私は、4月から勉強を始めて、約半年間何回もモチベーションが下がり
そうになりましたが通学コースでたくさんの勉強仲間と一緒に勉強してい
くことで最後まであきらめずに頑張れたと思います。そしてなによりも明確
な目標と自分には出来るといった気持ちを持ち続けることで合格すること
ができたと思います。大学生最後に資格を取得できたことはとても大きい
自信に繋がりました。
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岡山市役所合格税理士科目 計4科目 合格
（2015年度2科目（簿記論、財務諸表論）合格、

         2016年度2科目（法人税法、消費税法）合格）
経営学部経営学科4年　
藤原　由卓

　2016年10月16日に行われた平成28年度宅地建物取引士資格試験
において、法学部法学科4年の武田 健さん、経営学部経営学科4年の
中村 智美さん、林 奈菜美さんの3名が合格しました。2名は、商大塾か
ら資格取得支援講座を委託している株式会社建築資料研究社（日建
学院）の宅建講座を受講し、1名は資格の学校TACへ通い、優秀な成
績をおさめることができました。

　私は、以前から税理士になり
たいという夢があり、2年生の時
から資格の学校に通いながら税
理士試験の勉強を続けてきまし
た。税理士試験は難易度が高く
独学で勉強して受かることはほ
ぼ不可能に近いため、大学に行
きながら講義の無い時間は資格の学校で税理士試験の勉強をしてきま
した。
　税理士試験は多くの科目が計算問題と理論問題の２つで構成されて
います。計算問題では限られた時間の中で効率よく少しでも多くの問題
を解答していくことが必要になります。そのため、多くの問題を解き正確さ
とスピードを速くするようにしました。理論問題では条文の暗記が欠かせ
ないため常にテキストを持ち歩き、時間の空いた時には条文の暗記に努
めました。
　税理士試験のような難易度の高い資格に合格するためには、毎日勉
強を続けていくことが必要になります。そのためにも勉強ができる環境を
作ることが大切になってきます。私の場合は主に資格の学校の自習室を
利用し、自宅では勉強をほとんどしていませんでした。毎日勉強する時間
を決めてその時間は勉強に専念し、それ以外の時間は勉強のことを一
切考えないように、メリハリをつけて勉強していました。自習室を利用する
ことにより静かな環境で、かつ、勉強するしかないという状況を自分で作り
日々 頑張ってきました。
　税理士試験は年々難しくなっているため、税理士試験を受験する場
合には予備校にいき、勉強することが合格への近道だと思います。自分
に合った勉強方法を見つけ合格へと頑張ってください。

法学部法学科4年
池田　幸平
　私は、入学前から公務
員になりたいと思いこの岡
山商科大学法学部に進学
をしました公務員試験には
専門試験の法律科目が一
次試験の筆記で出題され
る地方もあり、法律に強くなるために法学部を選びました。大学の講義内
容は公務員試験を視野に入れて時間割りを組み、憲法・税法・行政法等
必要な科目は１回生の頃から念頭に入れていました。
一次試験は範囲が広く的が絞りづらい、法律の科目となると更に広く勉
強しづらいです。法学部に入り、日常的に法律を学習でき、対策が講義
の中で同時にできていたことは非常に利点でした。
　岡山商科大学には公務員を目指している人の特別講義として公務員
講座を受講することができます。私は２回生の頃からその講座を受講し
てきました。講座の内容を一１年間で教科書に書き写し、教科書一つで
対策ができるように自分なりに思考を凝らしました。３回生では講座を受
講しながら家では復習の繰り返しをしていましたが、毎日は勉強していま
せんでした。アルバイトもしていたので、週２程度で学習をしていました。
公務員試験は範囲が広いので、ポイントだけは講座でしっかりと押さえて
それ以外は目を通すだけで対策は十分できます。
　一次試験を通過すれば、次は面接試験等があります。私は３月から始
まる就職活動にも積極的に参加をし、そこで様 な々企業の面接を受け面
接慣れをし、対策を講じていました。公務員の面接とは違うと思うかもし
れませんが、どちらも受けた私の意見としてはそれほど大差ないです。実
践ほど良い経験はありません。
　公務員試験は範囲が広く辛いとは思いますが、とにかく一次試験が
突破できるよう勉強に力を入れることをお勧めします。

宅地建物取引士合格

経営学部経営学科4年
中村　智美
　私は、住宅関係に興味があったのと、大学時代に資格を取得したいと
考えていたので、商大塾に行き宅建を受験することに決めました。日建学
院の宅建講座には、自宅学習がメインなe-ラーニング講座と日建学院で
学習する通学コースの二種類がありましたが、私は自分一人で勉強を
進めていくことに自信がなかったので通学コースで勉強を始めました。実
際に通学コースで勉強をして、この日までに宿題を提出するといったプラ
ンがあり、ちゃんとチェックしてくださることによって勉強することがだんだ
んと習慣づけられました。授業毎にテストが実施されすぐに結果がでる
のでクラスでどの順位なのかが分かり、そこで勉強に火がついたと思い
ます。また、前回間違えたところを復習することによって、次のテストで正
解した時はとても嬉しく、モチベーションをさらに上げることができました。

ERE（経済学検定）
ミクロ・マクロSランク合格

 2016年12月4日に行われた第31回経済学検定試験におい
て、経済学部経済学科4年の葉　佳麗さん、3年の王　珮珣
さん、章　美霞さんの3名がランクSの成績を収めました。ランク
Sはわずか成績上位1%にしか与えられない、非常に優秀な成
績です。

　　社会総合研究所では、後援会を組織しています。県内外を問わず多くの個人・団体の方にご登録をいただき、会員の

皆様には、各種公開事業にご参加いただくと共に、刊行資料の配布をしています。そうした活動を通じて、寄せられたご意

見、ご感想は社会的な要請とも受け止め、展開する事業へ反映させています。

　そうした私共を支えていただいている後援会会員の中から一部の方に、中長期的かつ戦略的なご意見をいただくために、

役員としてご就任いただいています。2017年2月28日にはご意見をいただく場として「2016年度後援会理事・幹事合同役員

会」を開催いたしました。

　産業界などで活躍されている方々からのご意見は多くのご示唆を含んでおり、これからの活動指針を定めていく上で、大

変貴重な道標を示していただきました。

　今後、こうしたご意見を無駄にすることなく、地域発展のため鋭意取り組んでいきたいと思います。

     

岡山商科大学社会総合研究所後援会役員名簿 （2017年3月）

代表理事　岡﨑　　彬
理　　事　伊原木一衛
理　　事　宮長　雅人
理　　事　原　　憲一
理　　事　小嶋　光信
理　　事　秋山　進彦
代表幹事　武田　修一
幹　　事　服部　弘平
幹　　事　木谷　忠義
幹　　事　近藤弦之介
幹　　事　松本　光雄
幹　　事　永山　久人

岡山ガス株式会社　代表取締役社長

丸田産業株式会社　取締役会長

株式会社中国銀行　代表取締役頭取

山陽放送株式会社　代表取締役社長

両備ホールディングス株式会社　代表取締役会長兼CEO

倉敷化工株式会社　相談役

株式会社廣榮堂　取締役会長

服部興業株式会社　取締役会長

株式会社さえら　代表取締役会長

太陽綜合法律事務所　代表弁護士

株式会社まつもとコーポレーション　代表取締役会長

下津井電鉄株式会社　代表取締役社長

（敬称略）

〈2017年２月28日　於：岡山プラザホテル〉

「後援会及び後援会役員会について」

そして、宅建は生活の中でも役に立つ内容が多く、はじめて知ることも多
く楽しく勉強できました。
　私は、4月から勉強を始めて、約半年間何回もモチベーションが下がり
そうになりましたが通学コースでたくさんの勉強仲間と一緒に勉強してい
くことで最後まであきらめずに頑張れたと思います。そしてなによりも明確
な目標と自分には出来るといった気持ちを持ち続けることで合格すること
ができたと思います。大学生最後に資格を取得できたことはとても大きい
自信に繋がりました。
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おわりに
所 長 挨 拶

～岡山商科大学社会総合研究所後援会について～
【趣　　　旨】
　社会総合研究所は、地域社会の発展に寄与することを目的に設立された岡山商科大学の附属機関です。

【事　　　業】
　社会総合研究所は「研究」、「資料収集」、「学生学習支援」の他に、対外的な3つの事業を遂行しています。
　●公開講演会・「慶應MCC夕学講座」サテライト講座・商大講座・通信教育講座
　●岡山県生涯学習大学（県委託事業）等　大学公開事業の開催
　●岡山商科大学学園誌『商大レビュー』の発行
　●地域社会の当研究所に対するニーズの把握

【後援会組織】
　社会総合研究所設立趣旨の徹底を図るために後援会が設けられています。現在の後援会役員は次の通りです。
　●理事　岡﨑彬（代表）、伊原木一衛、宮長雅人、原憲一、小嶋光信、秋山進彦
　●幹事　武田修一（代表）、服部弘平、木谷忠義、近藤弦之介、松本光雄、永山久人 （敬称略）

【会　　　費】
　無料です。

【会員の特典】
　会員は、下記の特典が受けられます。
　1．『商大レビュー』等の希望者無料配布
　2．「岡山商科大学公開講演会」、「商大講座」や「慶應MCC夕学講座」等、大学公開活動の
　　 開催についてのご案内
　3．社会総合研究所および本学図書館の資料（雑誌、統計書類）のご利用

岡山商科大学社会総合研究所
〒700－8601岡山市北区津島京町2－10－1　電話＆FAX086－256－6656

お問い合わせ

社会総合研究所　所長　大﨑　紘一

　2016年度は、本学にとって教育と共に研究を前面に出して取組みをした年でありました。まず、
二松学舎大学と共同研究をしている「ショッピングモール」について、2016年7月30日ナカニシヤ
出版から本学の教員5名が著者として担当した「ショッピングモールと地域」の著書を成果として
出版することができました。次に、文部科学省による大学全体として取組んでいる研究を、大学
の研究ブランディングとして、財政的に支援する事業が開始され、本学もその事業に申請する体
制を敷き始めました。本来研究は、研究者個人に依存していますが、大学とし研究をブランディン
グの一要素と位置付ける方向性は、地域に貢献する大学を標榜している本学にとって、各先生

方の行っている地域研究をまとめ、大学の知的財産としても活用できることから、今後研究体制を整備していきます。
　本年度から、12年間夕学講座を実施していた本学7号館の781室から、学生会館2階の地域交流談話室に会場を
変更しました。受講者の皆様には便利になった点もありますが、部屋の構造上受講して頂く場所によって画面が見に
くいとのご指摘を頂いておりますので、今後検討していく所存です。また、資格取得の指導をしています商大塾は、学
生の資格勉強、講師の指導場所が無かったことから、2号館1階の学生談話室との交換をして頂き、機能強化ができ
ました。
　社会総合研究所は、大学の研究、教育を支援するため組織でありますので、本来の機能である研究を通した全学
的な活動ができることは、喜ばしいことであります。今後とも、学生教育、教員の研究共々支援していく所存であります
ので、皆様のご協力を宜しくお願いします。
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レイアウト・製作／山陽印刷株式会社

　本年度も商大レビュー第２６号を無事に刊行することができました。ご協力いただいた方々に
改めて感謝を申し上げます。
　さて、突然ではありますが、「第４次産業革命」という言葉を聞かれたことはありますでしょうか。
端的に言うと、ＩoＴ、ビッグデータ、ロボット、人工知能（ＡＩ）等による技術革新が、過去の経験では
考えられないスピードで進行していて、経済社会の構造自体の変革も迫られる時代に入ったこと
を指しています。例えば、人工知能の発達。ディープラーニング（自分で考える力）により、ビッグ
データを活用した何億パターンもの成功体験・失敗体験シミュレーションを瞬時に行い、そこか
ら答えを導き出し、さらに学習しながら進化し続ける能力を持ったのです。もしも、人間の脳・経
験則に基づく判断に任せるよりも、ビッグデータをベースとした人工知能の判断の方が正確とい
うことになってきたら、その分野では、“人間は不要”ということになります。
　もう一つ、経営判断における迅速さ。新規事業を立ち上げるのに、海外のプロジェクトを視察し、
プロジェクト委員会を設置、協議を重ねて練り上げた案（稟議）を上げて社長決裁、そこから準備
計画、商品化・・・と、例えば１年かかっていたとしたら（数年かかるケースも多いのでは）、世界のど
こかで、新技術を駆使した若者が、既に新会社を設立して、同様の事業を成功させていることで
しょう。
　このように、今までの常識が通用しない。つまり、今まで当たり前のように必要とされたこと
（仕事）が突然不要になる時代を迎え、これから何が起きようとしているのか、時代を先読みする
能力が求められると思います。過去（常識）に捕らわれて決断に時間がかかる“古い”人間より、も
しかしたら「ゆとり世代」と揶揄された若者達の方が、第４次産業革命にマッチしており、活躍する
人材が多く登場するかもしれませんね。
　社会総合研究所はこれからも地域社会とのつながりを大切に活動していきます。引き続き、宜
しくお願い致します（Ｋ）
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お問い合わせ

社会総合研究所　所長　大﨑　紘一

　2016年度は、本学にとって教育と共に研究を前面に出して取組みをした年でありました。まず、
二松学舎大学と共同研究をしている「ショッピングモール」について、2016年7月30日ナカニシヤ
出版から本学の教員5名が著者として担当した「ショッピングモールと地域」の著書を成果として
出版することができました。次に、文部科学省による大学全体として取組んでいる研究を、大学
の研究ブランディングとして、財政的に支援する事業が開始され、本学もその事業に申請する体
制を敷き始めました。本来研究は、研究者個人に依存していますが、大学とし研究をブランディン
グの一要素と位置付ける方向性は、地域に貢献する大学を標榜している本学にとって、各先生

方の行っている地域研究をまとめ、大学の知的財産としても活用できることから、今後研究体制を整備していきます。
　本年度から、12年間夕学講座を実施していた本学7号館の781室から、学生会館2階の地域交流談話室に会場を
変更しました。受講者の皆様には便利になった点もありますが、部屋の構造上受講して頂く場所によって画面が見に
くいとのご指摘を頂いておりますので、今後検討していく所存です。また、資格取得の指導をしています商大塾は、学
生の資格勉強、講師の指導場所が無かったことから、2号館1階の学生談話室との交換をして頂き、機能強化ができ
ました。
　社会総合研究所は、大学の研究、教育を支援するため組織でありますので、本来の機能である研究を通した全学
的な活動ができることは、喜ばしいことであります。今後とも、学生教育、教員の研究共々支援していく所存であります
ので、皆様のご協力を宜しくお願いします。
 

商大レビュー
第26号
2017.3

掲載された記事へのご意見・ご感想等がございましたら
E-mail:syaken@po.osu.ac.jpまで。

岡山商科大学  産学官連携センター、
Facebookおこなっています。

https://www.facebook.com/osusangakukan
連携市町村でのフィールドスタディや公開講座・

夕学講座など、随時、情報を掲載中！！

発行／岡山商科大学
　　　〒700-8601　岡山市北区津島京町2丁目10-1
　　　Tel.（086）252-0642 ㈹
　　　Fax.（086）255-6947

ISSN 1340 2315

編集／岡山商科大学社会総合研究所
　　　Tel.（086）256-6656

レイアウト・製作／山陽印刷株式会社

　本年度も商大レビュー第２６号を無事に刊行することができました。ご協力いただいた方々に
改めて感謝を申し上げます。
　さて、突然ではありますが、「第４次産業革命」という言葉を聞かれたことはありますでしょうか。
端的に言うと、ＩoＴ、ビッグデータ、ロボット、人工知能（ＡＩ）等による技術革新が、過去の経験では
考えられないスピードで進行していて、経済社会の構造自体の変革も迫られる時代に入ったこと
を指しています。例えば、人工知能の発達。ディープラーニング（自分で考える力）により、ビッグ
データを活用した何億パターンもの成功体験・失敗体験シミュレーションを瞬時に行い、そこか
ら答えを導き出し、さらに学習しながら進化し続ける能力を持ったのです。もしも、人間の脳・経
験則に基づく判断に任せるよりも、ビッグデータをベースとした人工知能の判断の方が正確とい
うことになってきたら、その分野では、“人間は不要”ということになります。
　もう一つ、経営判断における迅速さ。新規事業を立ち上げるのに、海外のプロジェクトを視察し、
プロジェクト委員会を設置、協議を重ねて練り上げた案（稟議）を上げて社長決裁、そこから準備
計画、商品化・・・と、例えば１年かかっていたとしたら（数年かかるケースも多いのでは）、世界のど
こかで、新技術を駆使した若者が、既に新会社を設立して、同様の事業を成功させていることで
しょう。
　このように、今までの常識が通用しない。つまり、今まで当たり前のように必要とされたこと
（仕事）が突然不要になる時代を迎え、これから何が起きようとしているのか、時代を先読みする
能力が求められると思います。過去（常識）に捕らわれて決断に時間がかかる“古い”人間より、も
しかしたら「ゆとり世代」と揶揄された若者達の方が、第４次産業革命にマッチしており、活躍する
人材が多く登場するかもしれませんね。
　社会総合研究所はこれからも地域社会とのつながりを大切に活動していきます。引き続き、宜
しくお願い致します（Ｋ）

編 集 後 記

57





直売所による地域農業振興の
拠点づくりをめざして

公開講演会

JAおちいまばり　直販開発部　部長
さいさいグループ　代表　        　　　　　  　西坂　文秀氏

04

おはしと、いなかと、
いのちの話

学会学術公開講演会

マルシェ㈱　取締役会長　               　　　　谷垣　雅之氏
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